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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「俺おれはあんな女、好きじゃない。むしろ嫌きらいだ。大嫌いだ」




　複数の女の子に囲まれて、彼かれは吐はき出だすようにそう言った。

　明確な拒きよ絶ぜつを示す言葉と、冷たく尖とがる嫌けん悪お感かんに満ちた瞳ひとみ。

　ピシリとヒビ割れた音が聞こえたのは、私の胸きよう奥おうから響ひびいた幻げん聴ちようか。

　──大好きな初はつ恋こい真っただ中の人に、『あんな女』扱あつかいされた私の心境を、誰だれでもいいから察してほしい。

　忘れたくても忘れられない、遠い日の最悪の記き憶おくだ。
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「スーリア、ちょっといいかい？」

「どうしたの？　父さま」

　書庫で資料の整理をしていた私は、満面の笑えみで現れた父に首を傾かしげた。

　眼鏡に灰色のタイを身につけた仕事姿の父は、瘦そう身しんで一見すれば気弱そうな相そう貌ぼうだが、屋や敷しきの使用人の間では『切れ者』として評判だ。尊敬できる父である。

　……たまに少々、親バカだが。

「旦だん那な様がスーリアをお呼びだ。整理は後にして、今すぐ執しつ務む室に向かっておくれ」

「旦那様が？」

「ああ。スーリアにとびっきりいい報しらせがあるんだ。いや、さすがは私の娘むすめだ。とても素す晴ばらしいことだよ、これは」

「えっと……？」

「詳くわしいことは旦那様から聞きなさい」

　にこにことすこぶる機き嫌げんのいい父に、やんわりと書庫を追い出される。

　なにがなんだかわからないまま、使用人のお仕着せである紺こんのワンピースと白エプロンを翻ひるがえし、私は旦那様こと領主様のもとへ向かった。




　現在十八歳さいになる私・スーリア＝バレットは、自領の領主様のお屋敷で使用人見習いをしている。我わがバレット家は代々領主様にお仕えしてきた家系で、地元ではそれなりの名家だ。

　領主様の補ほ佐さをしている父さまの手伝いをしたり、メイドさんたちに交じって日常業務をこなしたりと、忙いそがしいが充じゆう実じつした日々を送っている。

　……年とし頃ごろの娘らしく、恋こい人びとと呼べるような存在はいないけど。

　私は幼い頃に、思い出すのも忌いま々いましい『奴やつ』と決別して以来、どれだけ魅み力りよく的てきな男性と出会おうと、そういった感情を抱いだくことは一いつ切さいなかった。親友には「枯かれてる！　枯れてるわよ、スー！」と嘆なげかれるけど別にいい。

　私には恋人などいなくとも、いつだって呼べば現れてくれる、少し特別な友人もいる。

「ねぇ、スー。今から『リョーシュサマ』のところへ行くの？　ボクもお話ししていい？」

「そうね、たぶん旦那様なら、嬉き々きとして話したがるとは思うわ。けどどんな用事かわからないから、許可がもらえるまでは出てきちゃダメかしら」

「えー」

　なにもない空間からポンッと現れたのは、私の友人である水の精せい霊れい『ウォル』だ。

　宙を浮うく彼の見た目は子こ狐ぎつねで、トンガリ耳に薄うすい水色のふわふわの毛。箒ほうきのような尻しつ尾ぽは半分が透とう明めいな水状になっていて、振ふると『ふさぁ』ではなく『ちゃぽんっ』と水すい滴てきが跳はねる音がする。

　そんなウォルは、水を生み出し自在に操あやつることが可能だ。

　──『精霊』とは、自然を司つかさどる生き物。

　そしてその精霊たちと心を通わせられる人間を、『精霊使い』と呼ぶ。

　精霊使いは先天的に持つ『霊れい力りよく』を行使することで、精霊を呼び出したり、その力を借りたりすることができる。

　私の住む、周囲を山々に囲まれた小国『ナーフ王国』には、古くから精霊たちが住まう土地として、『精霊信しん仰こう』なるものが存在する。この国の豊かな自然は精霊による恩おん恵けいだと信じられており、すべての国民は精霊をとても大切にしているのだ。

　そしてその精霊と繫つながれる精霊使いは、霊力の強さに差はあれど、身分の貴き賤せんにかかわらず重ちよう宝ほうされる。

「じゃあお菓か子しだ！　リョーシュサマとの用事が終わったら、ボクとおいしいお菓子を食べようよ、スー！」

「それもダメよ。まだ仕事中だもの」

「ダメばっかり！」

「家に帰ったら、ウォルの好きな木き苺いちごのパイを作ってあげるから」

　ウォルは翡ひ翠すい色の瞳を輝かがやかせ、「それならいいよ、約束だよ！」と言い残して姿を消した。精霊だから人間の食べ物なんて食べる必要はないが、ウォルは生きつ粋すいの甘あまい物好きだ。ねだられて、昔は不得手だったお菓子作りが上達してしまった。

　──私が自分の力に目覚めたのは十七の時。

　私の呼び掛けに、最初に応えてくれた精霊がウォルだった。

　精霊使いと精霊は相あい性しようが重要で、中でも私は水の精霊と相性がよく、ウォル以外にも水を司る精霊なら呼び寄せられる。

　でもやっぱり、初めて友達になったウォルは特別だ。今では相棒と言ってもいい。

「さて」

　パイのレシピを頭でなぞりながら、着いた執務室の扉とびらをノックする。「入りなさい」と、扉越ごしでもわかる美声に従って、私は礼を取り入室した。




　周囲の壁かべは一面が本ほん棚だな。部屋の中心には小さなテーブルと、質のいいソファが置かれている。ビロードのカーテンが揺ゆれる大きな窓から差し込む陽を背に受け、優ゆう雅がに椅い子すに腰こしかけているのが、我らが旦那様・ジオルド＝アルルヴェール様である。

　ちょうど休きゆう憩けいに入るところだったのか、彼の前の執務机は書類が隅すみに追いやられ、真ん中にティーセットとお菓子が並んでいた。奇くしくも木苺のパイだ。

「急に呼び出してすまないね、スーリア」

「いえ、それでご用件はなんでしょう？」

　傍そばまで来て相対すると、本日も旦那様の色気は凄すさまじい。

　後ろに撫なでつけた銀糸の髪かみに、涼すずやかな青の瞳。甘い相貌に中年男性の落ち着きを加えた、まさに色男。旦那様が亡なくなった奥おく様さま一筋なことは、領民なら誰でも知っているが、それでも貴婦人方の熱視線を集めるだけはある。

　私の生まれ育ったアルルヴェール領は、王都から離はなれた田舎いなかだが、治安のよさと豊富な作物を誇ほこる過ごしやすい地だ。そんな領を治める旦那様は賢けん侯こうとして名高く、また私と同じ霊力保有者でもある。

「勿もつ体たいぶっても仕方がないし、手早く言ってしまおうか。──おめでとう、スーリア。本年の『精せい霊れい姫ひめ』に、君が選ばれたようだよ」

「は!?」

　予想だにしなかった宣言に、私は驚きよう愕がくの声をあげる。

『精霊姫』とは──三年に一度、精霊たちを統すべる尊き『精霊女王』のもとに赴おもむき、感謝と忠誠の祈いのりを捧ささげるという、精霊使いに与あたえられる大役だ。

　精霊使いには男性もいるが、この役目は妙みよう齢れいの女性に限られる。

　国の最北に位置する『聖せい鐘しようの森』。その森の奥には、ナーフ王国初代国王が、精霊女王に贈おくった聖なる鐘がある。それを鳴らして女王に謁えつ見けんし、儀ぎを執とり行おこなうのがこの国に古くから伝わる習わしだ。

　精霊姫に選ばれるのは大変、たいっへん、名めい誉よなことである。

　だけどなんで私が!?

「精霊姫って、貴族のお嬢じようさんとか、教会の使徒様から選ばれるものでは……っ？」

「傾けい向こう的にはそうだね。けど今年はそのどちらにも条件に該がい当とうする者がいなかったようだよ。それに精霊使いに身分は関係ないだろう？　理由はどうあれ、精霊教会が今回の精霊姫に君を選んだ。その事実だけで十分じゃないか」

　王都に本ほん拠きよを構える『精霊教会』は、この国では王族貴族に並ぶ高い地位と発言力を持つ。霊力のある者は教会で審しん査さを受けて初めて精霊使いに認にん定ていされるのだ。

　私も昨年、旦那様が（知らない間に）教会に申しん請せいを出していたのよね……。

　精霊姫は、それよりさらに厳正な審査のもと、あらゆる面を考こう慮りよして教会のお偉えらい様方が選せん抜ばつする。

　ちなみに前回は、高い霊力と歴代随ずい一いちの美び貌ぼうを謳うたわれる伯はく爵しやく家けのご令れい嬢じよう。その前は、麗うるわしくも凜り々りしい女性の使徒様。どちらもきちんと役目を終え、感かん嘆たんと共にその活かつ躍やくが語かたり継つがれている。

　その中に、霊力は平均、特筆すべき能力はなし。容姿も十人並みで、くすんだ金茶の髪に、灰交じりの薄うす青あおの瞳。健康には自信があるが、女性らしい丸みなどは持ち合わせず、若じやつ干かんツリ目がちなせいでキツク見られることもある。

　そんなすべてにおいて凡ぼん人じんな私が並べられてみろ。

　なんかこう……残念でしょうが！

「こうして正式な任命書も届いているよ」

　旦那様が掲かかげた紙には、『スーリア＝バレットを精霊姫に任命する云うん々ぬん』という内容が、やたら厳おごそかな言葉で綴つづられていた。精霊女王を象徴する鐘かねを模かたどった印が押おしてあるので、紛まぎれもない本物だ。

　私は絶句してしまう。

「素す直なおに喜びなさい、スーリア。精霊使いなら誰もが憧あこがれる役目を授さずかったのだから、手放しで喜んでおかないと損だよ」

「そ、それもそうかもしれませんが……」

「任務を達成すれば、国から褒ほう賞しようも与えられる。なにより精霊女王に謁見できることは、この上なく光栄なことだ。私は自分の領から、そんな栄えい誉よある精霊使いが生まれたことが誇らしいよ」

　襟えり元もとのタイを緩ゆるめながら、旦那様は優美に微笑ほほえむ。

「それに『精霊姫』にふさわしい条件を、君は十分に満たしていると、私は思うけど」

「美貌も凜々しさもありませんが!?」

「そんなものは二の次だよ。大切なのは精霊との絆きずなだ。私の目から見て君は特別、精霊に愛されているように感じるよ。個々の相性はあれど、基本的に精霊は心根の真まっ直すぐな者を好むからね」

　不意に褒ほめられて頰ほおが火ほ照てる。自分が精霊に愛されているなど、俄にわかには信じ難がたいけど、旦那様のお言葉は素直に嬉うれしい。

「自信を持ちなさい、君は素晴らしい精霊使いだ。……さて、詳しい話は後にして、そろそろ君の相棒を呼び出してくれ！」

　急に立ち上がった旦那様は、生き生きと私のもとに歩み寄る。

　旦那様は自他共に認める『精霊愛好家』だが、霊力が強くなく、気配をぼんやり感じる程度らしい。そのため精霊と交流するには、他の精霊使いの力を借りる必要がある。

　基本的に精霊は、霊力のない者には姿も見えないし声も聞こえない。でも精霊使いが力を貸せば、一時的に精霊と会わせることができるのだ。

「またこれですか」と呆あきれつつ、私は旦那様の大きな手を取った。そこから私の霊力を、旦那様に流れるようイメージする。

　程ほどなくして霊力の譲じよう渡とは終しゆう了りようし、そっと手を離す。

「こんにちは、リョーシュサマ！　おひさしぶりだね！」

「おお、ウォルくん！」

　すぐに現れたウォルに、旦那様は諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいの意を示す。毎回、普ふ段だんの威い厳げんある姿との差に驚おどろかされる。「ああ、いい！　やっぱり精霊は素晴らしい！　ウォルくん尊い、可愛かわいい、素晴らしい！」と興奮気味な雇やとい主ぬしに、若干引いている部下は私だ。
















「さぁ、そこのソファでお菓子を食べよう。スーリアも座すわりなさい。お茶と、ウォルくんの好きな木苺のパイも用意してあるよ」

「意図的にそれを用意させていたんですね……」

「やった、リョーシュサマ大好き！」

　その言葉にまたデレデレとなる旦那様に、私はこっそり溜ため息いきをついた。




　結局、まともに話を聞けたのは、ポットのアプリコットティーが空になってからだった。業務中にサボっているようで気が引けたが、屋敷の主が誘ったのだから別にいいか、とすぐに思い直した。

　膝ひざにウォルを乗せた旦那様はご満まん悦えつだったし。

　ウォルの水状の尻尾は、人が触ふれても透すけるだけなので、旦那様のお召めし物ものがびしょ濡ぬれ……などということもない。旦那様なら濡ぬれても笑顔で許しそうだけど。

　ウォルに夢中な旦那様からなんとか聞き出した情報によれば、王都の精霊教会から、迎むかえの使者が一週間後に来るそうだ。なんて急な。

　使者と共に私は教会まで赴き、そこで儀についての手て解ほどきを受ける。その後、聖鐘の森へと向かうわけだ。役目を終えて戻もどるまで、仕事の方は長期でお暇いとまを頂くことになるが、その点は旦那様がいいようにしてくれるだろう。

　──問題は、私を迎えに来る使者、別名『精霊姫の護衛騎き士し』のことだ。




　精霊女王との謁見を許されるのは、精霊姫ともう一人。

　精霊姫に選ばれた女性を護衛し、共に森の奥まで連つれ添そう騎士様だ。

　我わが国くにの騎士団は、貴族も平民も等しく入団試験を受け、合格した者が『騎士見習い』となる。そこから正式に騎士となると、役割の違ちがう各団に振り分けられるのだが、一番の花形は、王都の警備並びに王族の護衛などを担になう『特権騎士団』だ。

　選えりすぐりの人材が集まったこの団から、護衛騎士は選ばれる。騎士にとっても、精霊姫の護衛に抜ばつ擢てきされるのは誉ほまれ高きことだ。

　なお騎士は霊力よりも護衛の腕うでが重視される。霊力はゼロでも精霊姫が力を貸すので問題ないのだ。

　なぜか精霊姫としてご指名を受けた私のもとにも、護衛騎士が訪おとずれるはずだが……。

「まさかアイツじゃないわよね……」

　固く封ふう印いんしておいたはずの、嫌いやな記憶の蓋ふたが開く。

　幼おさな馴な染じみであるアイツ──レイスとの、出会いから決別までの日々が、消し去りたいという私の意に反して脳内を鮮せん明めいに駆かけ巡めぐった。
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　父の古い友人が運営している孤こ児じ院いん。

　バレット家の近くに建つその院に、新しく入ってきた男の子がレイスだった。

　父は孤児院の子どもたちに、慈じ善ぜん活動として手習いを教えに行っていたのだが、それに私もよく同行していた。日によって教える子を分けているので、父が指導している間、私はお姉さんぶって、進んで他の子たちの面めん倒どうを見ていた。

　一人っ子の私にとって「スーリアお姉ちゃん」と懐なついてくれる年下の子たちは、みんな可愛い妹であり弟であった。




　出会った当時、私は十一歳。レイスは九歳。

　二歳下の彼も最初は、面倒を見るべき弟の一人だった。上に『手のかかる』がつく。

　孤児院に来たばかりの頃。レイスはガリガリに瘦やせた体で、この国では珍めずらしい真っ黒な髪に血色の瞳も相あい俟まって、古城に住まう幽ゆう鬼きのような容姿をしていた。

　よく見れば均整の取れた綺き麗れいな顔をしているというのに、いつも濁にごった目をして表情一つ動かさないところが、余計にレイスを浮いた存在にしていたのだろう。他の子どもたちは自然と彼を避さけ、寄りつきもしなかった。

「これではいけない！」とお節せつ介かい心ごころを燃え上がらせた私は、単独でも頻ひん繁ぱんに孤児院に乗り込み、彼に食事を取るよう勧すすめたり、外に連れ回したりと、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いた。鬱うつ陶とうしがられようと撥はね除のけられようと、謎なぞの根こん性じようで構い倒たおした。

　その成果が出て、彼が初めて「スー」と私の愛あい称しようを呼び、傍に寄ってきてくれた時は感動したものだ。

　返事をすれば、眉み間けんにきゅっと皺しわを寄せて、血色のよくなってきた頰を僅わずかに緩め、わかりにくいが嬉しそうに微笑まれてみろ。

　思わず抱き着いた私は悪くない。すぐに引ひっ剝ぺがされたが。

　──そうやって心を開いてくれてから、レイスの成長は目覚ましかった。

　父に進んで知識を請こい、孤児院の院長に剣けん術じゆつの指南を自ら頼たのみ、ついでに己おのれの美貌にも磨みがきをかけていった。

　院長のアランおじさまは、元騎士団所属で剣の腕前は相当の実力との噂うわさだ。レイスがどうしてそんなに頑がん張ばりだしたのか、本人には「……なんとなくだ」とはぐらかされたが、アランおじさまに理由を問えば、彼は人好きのする顔を綻ほころばせてこっそり教えてくれた。

「アイツは『スーを守れるくらい強くなりたい』そうだぞ」

「……私を？」

「ああ。剣を教えてくれと頭を下げられた時は驚いた。あの捻ひねくれ坊ぼう主ずがなぁ……すっかりレイスは、スーリアちゃん大好きっ子だな」

　アランおじさまは「あ、俺がバラしたことは内ない緒しよな！　『スーには絶対言うな』って口止めされていたから！」と豪ごう快かいに笑ったが、私はそれに冗じよう談だんで返す余よ裕ゆうはなかった。

　心臓がドキドキと脈打ち、ひどくうるさかったからである。

　……いつの間にか私は、どんどんカッコよく逞たくましく成長していくレイスに、淡あわい恋心を抱くようになっていたのだ。

　私が「レイス」と名を呼べば、無表情に色を乗せてくれる、その瞬しゆん間かんが大好きだった。

　レイスはきっと、一番身近な女の子である私に、すり込みのように親愛の情を向けてくれただけだ。『私を守りたい』というのは、家族愛にも似た感情だったに違いない。

　でも、それでもよかった。

　なんであれ私は、極ごく僅かな彼に近しい人物。

　レイスにとって、少なからず『特別』だったのだから。

　そう……そうだ。

　確かにこの頃、私たちの仲は良好だった。アランおじさまが微笑ましそうに、「スーリアちゃんは、将来はレイスの嫁よめさんだな」と軽口を飛ばすくらい。それを聞いた父が、「いや、それは許さん。絶対に許さん」と真顔で返すくらい。

　一いつ緒しよに過ごす時間も多かったし、相手の癖くせも苦手なものも知っていた。恥はずかしい失敗談も共有していたし、口数の少ない彼が、私とだけは他愛のない会話に応じてくれた。

　傍はたから見ても、向ける感情の種類は違えど、私とレイスは互たがいを大切に想おもい合う間あいだ柄がらだったはずだ。

　それが、いともたやすく──あんな暴言を吐かれるまでに崩ほう壊かいしてしまうなんて。




　思い返せば、平へい穏おんだった毎日にヒビが入り出したのはきっとあの日。

　レイスと出会ってから早四年。

　すっかり共にいることが当たり前となっていた私は、いつものようにレイスに会いに孤児院に顔を出した。

　アランおじさまにレイスの居場所を聞けば、彼は部屋に籠こもって出てこないという。一人部屋を与えられてから、レイスは自室で黙もく々もくと勉学に励はげむのが常だ。

「根こんの詰つめすぎは控ひかえてって言ったのに……」

　小言を呟つぶやきながらも、私は軽い足取りでレイスのもとへ向かった。

　早く彼に報告したいことがあったのである。

「レイス、いるのよね？　入るわよ。あのね、昨日父さまと領主様のお茶会に参加したら、領主様が私には『精霊使い』の才能があるかもしれないって。レイス、前に精霊が見てみたいって言っていたでしょう？　私が見せてあげられるかも……レイス？」

　一応ノックをして、慣れた調子で話しながらドアを開ける。レイスは集中すると耳から音を遮しや断だんする癖があるので、私は返事がなくとも勝手に入っていいと許可を得ている。

　しかし、意い気き揚よう々ようと紡つむいでいた言葉は、すぐに途と切ぎれることとなった。

　薄うす暗ぐらい部屋の中は──突とつ風ぷうでも吹ふいた直後のように、荒あれていたのだ。

「なに、これ……？」

　引ひき裂さかれた衣類に、破かれた本。零こぼれて床ゆかに広がるインクに、欠けたペンダントなどが、室内に無残に散らばっていた。

　楕だ円えん形けいのフレームの中に赤い花を描えがき、細い鎖くさりを通したペンダントは……私がレイスにお守り代わりに贈ったものだ。

　おそるおそる部屋に入ると、カチャリ、となにかを踏ふむ。

「え……？」

　銀色の光を宿すそれは、レイスの愛用している短剣だった。

　有事の際と稽けい古こ中ちゆう以外は使用を制限されている物が、なぜこんな床に転がって……と、屈かがんで拾い上げ、私はギクリと体を強こわ張ばらせる。

　──剣の切っ先には、まだ生なま温ぬるい『血』がべったりと塗ぬられていたのだ。

「っ！　レイス！　レイス、どこなの!?　いるなら返事をして頂ちよう戴だい！」

　私は張り裂けんばかりに声をあげた。

　まずはレイスの安否を確かく認にんせねばと、必死に周囲を見回す。そしてようやく、簡素なベッドと壁の間に蹲うずくまる、レイスの姿を発見した。

「レイス……！」

「…………スー？」

　ひとまず彼がそこにいて、最悪の事態にはなっていないことに安あん堵どする。

　だが秀しゆう麗れいな美貌を苦しげに歪ゆがめ、胸むな元もとを強く押さえる様子は只ただ事ごとではなかった。手からは赤い液体が滴したたっていて、あの短剣の血はやはりレイスのものだったとわかる。

　事情を聞くのは後回しで、手当てをしようとして──「来るな！」という鋭するどい制止で足を止めた。

「来るな、早く部屋から出ていけ！」

「な、なにを言っているの。すぐに手当てをしないと……」

「こんなものなんでもない。いいからさっさと出ていけ！」

　赤い瞳を獣けもののようにぎらつかせ、彼は強く私を拒絶した。

　どれだけ言いい募つのっても、レイスは「来るな」の一点張りで……。

　結局私は踵きびすを返かえして、アランおじさまを呼びに行くことしかできなかった。「今はお前の顔を見たくない」とまで言われたら、退ひかざるを得ないだろう。

　幸い怪け我がは軽傷であったが、経けい緯いや原因を尋たずねてもレイスが決して口を割らなかったため、この件は有う耶や無む耶やのままに幕を閉じた。




　だけどこの日を境に、レイスは私を避けるようになった。

　孤児院に会いに行っても意図的に躱かわされ、声をかけても露ろ骨こつに無視される。

「俺にも理由がわからないんだ……ごめんな、スーリアちゃん」

　とぼとぼと孤児院から帰る私に、アランおじさまは申し訳なさそうに謝あやまった。おじさまはなにも悪くないのに。

　直接レイスに理由を確かめたくても、目も合わせてもらえないのでは尋ねようもない。私の心はどんどん擦すり減へっていった。

　……でも、どれだけ冷たくされても私は、馬ば鹿かみたいにレイスが好きなままだった。

　きっと原因がある。それが解決すれば、元の彼に戻ってくれる。「スー」とまた名前を呼んで、不器用な笑みを浮かべてくれる。

　そう信じて、私は彼の十三歳の誕生日に、ある贈り物を準備した。

　誕生日といっても正確な日付は定さだかではない。レイスが孤児院に来た日をそう位置づけようと、おじさまと相談して決めただけだ。

　それでも毎年、彼が傍にいてくれることを祝う、とても大事な日。

　私が大好きなレイスを諦あきらめきれず、例年に倣ならい用意したものは、赤い花の刺し繡しゆうが入った手巾ハンカチだった。

　このアルルヴェール領内なら、一年を通してどこにでも咲さく『リコラ』という花で、頭痛や肌はだ荒あれに効く薬の材料に使われるだけでなく、魔まを祓はらう効果もあるという。

　刺繡に使用した糸も、その花から抽ちゆう出しゆつした液で染めたものだ。もちろん刺繡は私が頑張った。淑しゆく女じよらしいことは苦手分野だが、母さまの厳しい指導のもと、試し行こう錯さく誤ごの末に形にしたのだ。

　リコラの花の色は、レイスの瞳の赤によく似ている。

　以前贈ったリコラを模ったペンダントは、あの日に壊こわれてから行方ゆくえ不明だ。それならまた同じリコラの花を、私は違う形でレイスに贈り直したかった。

　なんで女ものなんだと、怪け訝げんな顔をしながらペンダントを受け取って、それでも肌はだ身み離さずつけてくれていたレイス。

　──この手巾だって、渡せばきっと。

　完成した手巾を畳たたんでリボンを巻き、誕生日当日、準備は完かん璧ぺきだった。

　精霊の存在をなんとなくだが感じ始めていた私は、彼らに「応おう援えんしてね」と語りかけ、それを手にレイスのもとへと走った。




　レイスは孤児院の前の、大きな樹きの下で複数の女の子に囲まれていた。

　真ん中の質のいい衣服に身を包んだ少女は、ここらでは一番大きな商家の一人娘だった。巻き髪の、気は強そうだが発育もいい美人。周りはその友人だろうか。なにやらレイスは迫せまられていた。

　程よく鍛きたえられた体たい軀くに身長も伸のび、美貌に男らしさも加味したレイスは、知らぬ間に近きん隣りんでは評判の美男子として、年頃の女の子の人気を集めていたのだ。

　昔は嫌悪されていた黒髪も、切れ長の赤い瞳も、『魅力』として捉とらえられるようになったらしい。

「レイスさんは、バレット家のお嬢さんと恋こい仲なかなの？」

　少し離れた木の陰かげから様子を窺うかがっていたら、商家の娘の口から自分のことが出て、私は肩かたを跳ねさせた。以前までは、私とレイスは常に一緒だったのだ。私たちが『そういう仲』だと噂されていても不思議ではない。

　レイスはなんと返すのだろう？

『恋仲』ではないからそこは否定するだろうが、ほんの少し期待を抱いてしまう。

　できるなら『友人』、高望みするなら『家族のような存在』、『ただの幼馴染み』でも構わない。現状は疎そ遠えんでも、私とレイスはまだ繫がっていると、そう信じられる言葉が彼の口から欲ほしかった。

　だけど、現実は残ざん酷こくで。




「恋仲？　ふざけたことを言うのはやめろ。──俺はあんな女、好きじゃない。むしろ嫌いだ。大嫌いだ」




　レイスは遠くからでもわかる冷たい瞳で、吐き出すようにそう言った。

　吹ふき抜ぬけた風に交ざって、その言葉はやけに明めい瞭りように私の鼓こ膜まくへと届き、同時にピシリと、心がヒビ割れた音がした。

　……嫌い、大嫌いかぁ。

　改めてその言葉を咀そ嚼しやくすれば、無理に耐たえていた痛みが広がり、涙なみだの膜まくが瞳を覆おおう。

　しかし、彼の追つい撃げきはまだまだ止まらなかった。

「性格はガサツだ。女らしさの欠片かけらもない」

「容姿も地味すぎて、褒めるところが見当たらないな」

「いつだって鬱陶しく構ってきて、俺はずっと迷めい惑わくしていた」

　次々と飛び出る私への暴言。レイスを囲んでいた娘さんたちでさえ、その物言いに狼狽うろたえている。

　…………一方の私は、限界まで達した悲しみの感情が、じわじわと別の想いに塗ぬり替かえられていくのを感じていた。

　ガサツ？　女らしさの欠片もない？

　確かに事実だ。『わんぱくでもいい、元気に育ってほしい』という父の教育方針のもと、私は家で大人しくするより、野山を駆ける方が楽しいお転てん婆ばへと成長した。

　容姿が地味？

　これも否定できない。レイスと違って、私は見目の華はなやかさなんて持ち合わせていない。

　鬱陶しい？　迷惑？

　そこまで嫌われていたなんて、気付かなかったわ。ごめんなさい。

　ここで泣いて場を去るような殊しゆ勝しような性格をしていたら、私はレイスから『ガサツ』なんて評価、そもそも受けていなかっただろう。元々私は、『お淑しとやか』や『健気けなげ』なんて言葉とは縁えん遠どおい。

　そしてついに──私はキレた。

　乱暴に目元を拭ぬぐい、溢あふれかけていた涙を無理やり止めて、彼らの前へと躍おどり出でる。

「バ、バレットさん……!?」

　商家の娘さんが目を見開いて驚いていたが、悪いけど引っ込んでいてほしい。

　私は一直線に、驚愕で固まるレイスのもとへと歩み寄った。彼の綺麗な顔を目がけて、思い切り手巾を投げつける。

　呆ほうけた顔のレイスにまだ、「久しぶりに間近で見たレイスは、やっぱりカッコイイな」とか、そんなことを思う自分が許せなくて、私は彼を睨にらみつける。

　そして固く拳こぶしを握にぎり、腹部に全力で叩たたき込こんだ。

「グッ……！」

　短い呻うめき声がレイスの口から漏もれたが、所しよ詮せんは小娘の一いち撃げき。普段鍛えている彼に、そこまで大きな衝しよう撃げきは与えられなかっただろう。

　だけどそれが、私のできる最大限の報復だった。




「──私もあんたなんて大嫌いよ！」




　勢いでそう叫さけべば、彼が弾はじかれたように私の顔を見たが、その赤い瞳の奥に宿る感情までは窺えなかった。涙るい腺せんが限界だったのだ。

　頰を伝う雫しずくもそのままに、一目散に逃とう走そうする。

　レイスの誕生日だからと、気合いを入れて編み込んだ髪も片手で解きながら。特別な日にだけ着る、お気に入りのレースのあしらわれたスカートを翻して、私はただただ走った。

　そして、レイスと一緒にその成長を毎年楽しみにしていた、バレット家の庭に咲く、リコラの花か壇だんの前で蹲り……。

「うっ、く……っ」

　私は、日が暮れるまで泣き続けた。

　──こうして私の初恋は、木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちったのだ。





[image: ]






「どうしたの、スー？　なんかちょっと怒おこって……ううん、寂さびしそうな顔してる。さっき呟いていた、『アイツ』に関係あるの？」

　旦那様の執務室から出て、書庫室に戻る道すがら。

　パイでお腹なかをポンポンに膨ふくらませ、気持ちよさげに浮ふ遊ゆうしていたウォルが、目め敏ざとくも問いかけてきた。私は胸むなくそ悪わるい回かい顧こから抜け出し、「別に寂しくなんかないわよ」と返す。

「私にはウォルがいるもの。あんな奴がいなくたって、なにも変わらないわ。……ただ少し、旦那様のお話で気になることがあっただけ」

　──レイスは、私の恋心を粉々にしてくれた例の誕生日から程なくして、アランおじさまに騎士団の入団試験を受けたいと申し出た。

　試験自体は十三歳から受けられる。レイスの利発さや剣の実力からも問題ないと判断したおじさまは、本人の希望を優先し、王都にいる騎士団時代の友人に彼を託たくした。殴なぐって「大嫌い」と叩たたきつけた日から、彼との接せつ触しよくは皆無だったので、私はレイスが王都に旅立ったことも随ずい分ぶんと遅おくれて知った。

　おじさまから聞いた話によれば、レイスは試験を見事合格し、騎士見習いを経て、異例の速さで特権騎士団入りを果たしたらしい。

　つまり──精霊姫に選ばれた私のもとに、遠くで出世したレイスが護衛騎士として現れる可能性も、無きにしもあらず……ということなのよね。

「気になること？　大だい丈じよう夫ぶ、ボクらのジョオウサマは優やさしいよ。きっとスーのことも気に入ってくれるよ。悩なやみすぎはよくないよ！」

「そのことじゃないんだけど……でも、ウォルの言う通りね」

　吞のん気きなウォルに私の気も弛ゆるむ。特権騎士だって何人もいるのだから。きっとこれは杞き憂ゆうだわ。

　とりあえず家に帰ったら、王都に行くための荷造りでも始めようかと考えながら、私は早足で廊ろう下かを進んだ。










[image: ]




　木こ漏もれ日びの降る木こ陰かげで、幼さを残す黒くろ髪かみの少年が分厚い本を読んでいる。同じくまだ小さな私は、少年の……レイスの隣となりに勢いよく座すわり、横からページを覗のぞき込こむ。

「貴方あなたったら、また難しそうな本を読んでいるわね。なんの本なの？」

「……精せい霊れいについて、だ。この国には、精霊がたくさんいると聞いた」

「精霊を見てみたいの？」

　こくり、と控ひかえめにレイスは頷うなずく。

「だが誰だれにでも見えるわけではないようだ。元々俺おれはこの国の人間ではないし、霊れい力りよくとやらはおそらく持っていないから、難しいだろうな。精霊使いの力を借りたら見えると、この本にはあったが……」

「どうすればいいの？」

　好こう奇き心しんで私はレイスに問いかけた。他人をずっと拒きよ絶ぜつしていた彼かれだが、私が傍そばにいることは受け入れてくれている。それがただただ嬉うれしかった。

「霊力のある人間と、手を触ふれ合わせて……」

「こう？」

「っ！　おい！」

　私の祖母は精霊使いだったと聞く。もしかしたら私にも力があるかも……と考えて、私が気軽に手を握にぎると、レイスはとても動どう揺ようしていた。

　大おお袈げ裟さに狼ろう狽ばいする姿が可お笑かしくて笑えば、彼は眉まゆを寄せて不ふ機き嫌げんそうに顔を背そむけた。

　だけど繫つないだ手はそのままで。振ふり払はらうどころか、素っ気ない態度とは裏腹に、握り返してくれた温度がまた嬉しくて。

　本当にいつか私が、彼に精霊を見せてあげられたらいいなと、そう思った。

　……まさか繫いでいたその手で、レイスに泣きながら一いち撃げきを決めることになろうとは、想像もしていなかった頃ころの話である。
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　思えば、朝から夢見は最悪だった。

　旦だん那な様から精せい霊れい姫ひめのことを聞かされて六日。荷造りも終えてあとは迎むかえが来るのを待つだけだ。

　今日は仕事もなく、職場と買い物にそれぞれ出掛けた父と母を見送って、私は家で一人、掃そう除じをしたり料理をしたりと忙せわしなく動き回っていた。なにかしていないと、夢にまで出てきた奴やつの顔がチラついて心が休まらないのだ。

　昼過ぎには温かい豆のスープと、カリカリになるまで焼いたベーコンにパンを合わせて、軽い昼食を取った。食後は、近所の方にお裾すそ分わけ頂いたブルーベリーを、ジャムにしようと煮にていた。蕩とろけ具合を確かく認にんし、「ウォルに味見してもらおうかしら」と思案していたら、呼よび鈴りんの音が届く。

　もしかして、王都からの使者の方？

　私は火を止めてエプロンを外し、金茶の髪を揺ゆらして玄げん関かんへと向かった。

　作りかけのジャムが固まる前に話が終わるといいなと思いながら、ドアを開け……一呼吸置かずに閉めたくなった。

「レイス……」

　呟つぶやいた声は、目の前に立つ彼の耳に届いただろうか。

　私より少し高いくらいだった背は、見上げるほどに伸のびた。金のラインに縁ふち取どられた純白の団服は、艶つやめく黒髪を上う手まく引き立てている。整いすぎて冷たい印象を与あたえる顔立ちから、程ほどよく鍛きたえた凜り々りしい立ち姿まで、一いつ寸すんの隙すきもない。

　長い前髪の隙間から覗く血色の瞳ひとみは、鋭するどく私を見み据すえている。成長したレイスの美しさは人並み外れていて、圧あつ倒とうされ背筋が凍こおるほどだ。
















　──だけどそこには確かに、私を「スー」と呼び、不器用な笑えみを浮うかべていた幼おさな馴な染じみの面おも影かげがあって。

　私はドアの取っ手を握ったまま、口も開けずに固まってしまう。




　久しぶりね、元気にしていた？

　あの時はよくも好き放題言ってくれたわね。許していないわよ、この野や郎ろう。

　でも殴なぐったことはごめんなさい。

　ねぇ、なんで貴方が護衛騎き士しになんて選ばれたの？　守るべき精霊姫が私だって、わかってレイスは護衛を引き受けたの？

　というか今、貴方はどんな気持ちで……ここにいるの？




　そんな疑問や言ってやりたいことが頭の中で飛とび交かうが、どの言葉も喉のどの奥おくに隠かくれたまま出てこない。瞬まばたき一つできず、私は懐なつかしいレイスの大人びた姿に見入っていた。

「……った、な」

「え？」

「…………相変わらず貧ひん相そうな見た目をしているな、と言ったんだ」

「なっ!?」

　先に口火を切ったのはレイスだった。一言目は不意を突つかれ聞きき逃のがしたが、二言目はバッチリ聞こえた。久しぶりに会う幼馴染みに対して、言うに事欠いてそれ!?

「あ、貴方にそんなこと、言われる筋合いないわ！」

「それもそうだな。俺とお前は任務上の関係しかない。教会からの命で護衛の任を引き受けたが、ここにいるのは俺個人としては不本意だ」

「不本意って、そんな言いぐさ……っ」

「役目だからお前を守るが……それだけだ。わかったら、俺に必要以上に近付くな」

　記き憶おくより低くなった声で切り捨てられ、私は服の裾すそを握にぎり締しめる。

「……私だって、貴方が護衛なんて本当なら願い下げよ。頼たのまれたって近付かないわ」

「ならいい」

「明朝にまた迎えに来る」と、それだけ言い残し、レイスは白い団服を翻ひるがえしてあっさりと去っていった。振ふり返かえる素そ振ぶりもなければ、立ち止まる様子も一いつ切さいない。

　……なんて味気ない再会。

　遠ざかる彼の背を見送って、私はきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。




「ねぇ、スー、怒おこってる？」

「……怒ってないわ」

「なら悲しいの？」

「悲しくもない」

「じゃあ……」

「怒ってもないし、悲しくもないわ！　至って平常心よ！」

　力加減を間ま違ちがえて、木ベラの下でブチリと派手に紫むらさきの実が弾はじけた。

　レイスが去り、ジャム作りを再開した私の周りをふよふよと飛びながら、ウォルは機嫌を窺うかがってくる。レイスとのやり取りをこっそり観察していたようだ。

　水の精霊は人間の感情に敏びん感かんだ。特にウォルは感知能力が優すぐれているので、強がっているが荒あれている私の心中が気になるらしい。

「スーに嫌いやな思いをさせているのは、さっきの黒くろ頭あたまなんだよね？」

「黒頭って……」

「それならボクは、アイツ嫌きらいだよ。スーをいじめる奴は嫌い！　大だい丈じよう夫ぶだよ、スー。アイツになにかされたら、すぐにボクを呼んで。ボクがやっつけてあげる！」

　短い前足で宙にパンチを繰くり出だすウォルに、フッと笑えて肩かたの力が抜ぬける。明日からレイスと行動を共にすることになっても、ウォルがいてくれるなら安心かもしれない。

「うん、なんか元気が出てきたわ。ウォルのおかげよ」

「それならよかった！」

　くるり、とウォルは空中で一回転する。

「でもね、スーのことを抜きにしても、ボクはなんとなくアイツは嫌い。なんかね、アイツを見ていると、鼻がムズムズしたの」

「鼻がムズムズ？」

「それに耳がピクピクして、毛がピリピリして、えっと、尻しつ尾ぽもブルブルした！　上手く言えないけど、うーんとね、気分が悪い！」

「地味に辛しん辣らつね、ウォル」

「だからスーは、アイツとあんまり仲良くしちゃダメだよ！」

　元よりする気はないわよと返して、煮に詰つめ終わったジャムの瓶びん詰づめ作業に移る。冷めると硬かたくなるから、熱いうちにサッと詰めるのがポイントだ。

　蓋ふたを閉めて完成！　とウォルとはしゃいでいると、再びチリンと呼び鈴が。

　一いつ瞬しゆん、なにか言い忘れてあの野郎が戻もどってきたのか？　と警けい戒かいしたが、ドアに近付けば聞き慣れた声が二人分。今日はどうも、千せん客きやく万ばん来らいみたい。

「おう、スーリアちゃん。久しぶりだな」

「ちょっと、スー！　なんでレイスさんがいるのよ！　なにがあったのか説明して！」

　落ち着いた低音とよく通る高音が、両耳を攻せめてくる。レイスのようにすぐ帰りそうもなかったので、立ち話もなんだし、私は二人を家の中へと招き入れた。

「突とつ然ぜん邪じや魔ましてごめんな」

「いいえ、お久しぶりです、アランおじさま」

　がっしりとした体たい軀くの肩を竦すくませ、食しよく卓たくを挟はさんで私の正面に座っているのが、アラン＝グラビス。着古したシャツにズボン。人のよさそうな笑え顔がおと茶色い顎あご鬚ひげが特とく徴ちよう的てきな、父の旧友にしてレイスの親代わり的存在のお方だ。

　レイスと決別した日から自然と疎そ遠えんになってしまい、会う頻ひん度ども減っていったため、こうしてゆっくり顔を合わせるのは久しい。

「それでご用件は……まぁ、レイスのことですよね。ついさっきここに来ましたよ。精霊姫の護衛騎士として」

「ああ、レイスと再会したんだな！　いや、アイツ、先に俺のとこに顔を出してな。俺の若い頃に似て随ずい分ぶんと色男に……っと、その前に、精霊姫に選ばれた祝いを言ってなかったな。おめでとう、スーリアちゃん！」

　惜おしみない拍はく手しゆをくれるアランおじさまに、私は苦笑いだ。なんで選ばれたのかもわからないし、正直実感が湧わかない。父と母はお祭り状態で喜んでいるが、当人は居い心ごこ地ち悪わるい想おもいを抱かかえていたりする。

「そう、それよ！　まずはスーが精霊姫ってどういうことなの!?」

　アランおじさまの拍手をぶった切るように、おじさまの右隣に腰こしかけている、赤茶の巻き髪の美少女が声をあげた。意思の強そうな大きな瞳に、凹おう凸とつのしっかりとした女性らしい体つき。所作や質のいい臙えん脂じのワンピースからも、育ちのよさが窺える。

　彼かの女じよの名はリンス＝ロットレア。大きな商家の一人娘で、同い年の、私の親友。そしてなにを隠そう、かの暗黒の誕生日にレイスに迫せまった娘むすめである。




　私がレイスを殴って泣きながら逃とう走そうしたあと。

　彼女は蹲うずくまるレイスを友人に預け、なんと私の方を追ってきたのだ。ようやく涙なみだが収まってきた頃に、庭の柵さくの間から、彼女が「見つけた！」と顔を出しているのを見た時は、心臓が止まるほど驚おどろいた。

　そして胸むな元もとの幅はば広ひろのリボンを外し、柵の隙間から私に押おしつけて言った。

「これで涙を拭ふきなさい！　レイスさんは私の旦那候補として気になっていたけど、女性にあんなことを言う男はダメよ！　ろくな男じゃないわ！　あなたもあの人の発言など気にしないで、さっさと別の男に切きり替かえなさい！　流す涙が勿もつ体たいない！」

「女の涙は高いのよ！」と眦まなじりをつり上げて怒ど気きを滾たぎらせる彼女に、呆あつ気けに取とられた記憶は懐かしい。わざわざ私を探してそんなことを言いに来るなんて。彼女もなかなかにぶっ飛んだ思考の持ち主である。

　しかし、それから妙みように馬が合い仲良くなり、きっかけは悲ひ惨さんでも、今では気心の知れた無二の親友同士なのだから、人生ってわからない。




　私は自分がなぜか精霊姫に選ばれてしまったことと、その護衛騎士がまさかのレイスであったことを、リンスに搔かい摘つまんで説明した。

「私は霊力なんてないし精霊とか詳くわしくないけど、精霊姫に選ばれるなんてやるじゃない！　さすがは私の親友ね。でも、あなたを守る騎士がレイスさんなんて……大丈夫なの？　あの人、物ぶつ騒そうな異名があるそうじゃない」

「物騒な異名？」

「ええ、私のお兄様が数年前から王都で商売を展開していて、騎士団にも出入りしているから、その際に聞いたそうなのだけど。アルルヴェール領出の黒髪赤目の騎士が、その冷たい美び貌ぼうはもちろん、人とは思えぬ異常な強さで、敵と定めた者には容よう赦しやのない冷れい酷こくさから、『悪あく魔ま騎士』なんて呼ばれているそうよ」

「悪魔騎士……」

　私は先ほどのレイスの姿を思い浮かべる。凍こごえるような眼まな差ざしで私を一いち瞥べつしたアイツ。なるほど、ぴったりな称しよう号ごうね。

「それに、これもお兄様からの手紙で知ったのだけど、最近王都では、精霊使いが行方ゆくえ不明になる事件が相次いでいるとか」

「精霊使いだけがいなくなっているの？」

「ええ。消えた人たちは戻ってきていないらしいわ。誘ゆう拐かいの線もあり得るかもって。精霊姫なんて格好の餌え食じきなんじゃ……」

「そんなことが……でも、それは大丈夫だと思うわよ」

　誰が精霊姫に選ばれたのかは、儀ぎが終わるまでは教会の上層部しか知らない。世間に公表されるのは、無事に精霊女王との謁えつ見けんを終しゆう了りようし、王城で労ねぎらいを受ける時だ。精霊姫だから狙ねらわれるということはないと思う。

「それでも危険なことに変わりはないでしょう！　世間知らずの田舎いなか娘に、ただでさえ王都は魔ま境きようなのに！」

「い、田舎娘……」

「そのためにレイスがいるんだけどな。俺がここに来たのは、レイスが俺の後に、スーリアちゃんのところに行くと言っていたから、心配して様子を見に来たんだ」

　育ての親であるおじさまに、レイスは一応顔だけは見せたらしい。リンスの方は、偶たま々たまレイスが私の家から出ていくところを目もく撃げきし、そのまま駆け込んできて、アランおじさまと遭そう遇ぐうしたそうだ。

「それで、レイスはどうだった？　久方ぶりに会うスーリアちゃんに、その、アイツはどんな態度を取ったのかなと……」

　私とレイスが不仲になってから、ずっと気を揉もんでいたおじさまは、歯切れ悪く問いかけてくる。ここで「過去は水に流して仲直りしました！　いやあ、アイツも大人になりましたね！」などと笑い飛ばせたらよかったのだが。

　私たちの悪化に悪化を重ねた関係は、時が解決してくれるものではなかったのだ。

「レイスには、『お前の護衛騎士になったのは本意ではない』、『必要以上の接せつ触しよくはするな』、『お前が精霊姫でガッカリだ』みたいなことを言われましたよ。開口一番、『相変わらずの地味女だな』とも」

　若じやつ干かん脚きやく色しよくして半目になりながら報告すると、アランおじさまは渋しぶい顔で額を押さえた。リンスは巻き髪を蛇へびのようにうねらせ、「なによそれ！　失礼すぎ！」と憤ふん慨がいしている。

「本当になんでアイツは、スーリアちゃんにそんな態度を取るように……今でもわからん。ごめんな、スーリアちゃん」

「アランおじさまが謝あやまることはありません。どうせ、精霊姫の儀を終えるまでの関係です。それが終われば、もう二度と顔を合わすこともないので」

　自分で口にしておいて、胸に鈍にぶい痛みを覚えたが、私は痛みなど無視して淡たん々たんと告げた。アランおじさまは優やさしげな相そう貌ぼうに、切ない表情を浮かべている。

「だけどレイスの奴、帰かえり際ぎわに……いや、なんでもない、すまん」

　なにかを言いい淀よどみ、アランおじさまは言葉を吞のみ込こんだ。追つい及きゆうする気も起きなくて、私はお茶を出していなかったことに気付き、立ち上がって台所に向かった。

　せっかくなので、淹いれた紅茶に出来立てのジャムを混ぜて、ブルーベリーティーにしてみた。広がる甘あま酸ずっぱい香かおりに、ほんのり口角が緩ゆるむ。二人もおいしいと言って飲んでくれた。

　レイスの話題でピリついていた空気も、温かな湯気と一いつ緒しよに揺らいで、少し和なごやかになった気がする。

「それにしても、発たつのが明日の朝なんて急すぎるわ。あなたを派手に送り出す準備も間に合わないじゃない」

「しなくていいから、それは」

「なに、大役を果たして帰ってきたら、盛せい大だいに祝ってやればいい。さてそれじゃあ、そろそろお暇いとまするかな」

　空になったカップを置いて、アランおじさまが腰を上げる。リンスもそれに続いた。

　片付けは後にして、私はドアから出ていく二人を見送ることにする。

　空は茜あかね色いろが差し始めていて、秋の夕暮れらしい涼すずしげな風が吹ふいている。風音に交ざって耳を撫なでる笑い声は、風の精霊たちだろうか。彼らは噂うわさ好ずきが多いと聞く。

「精霊姫のお勤め、頑がん張ばりなさいよ！　レイスさんにも負けんじゃないわよ！」

　リンスはそう激げき励れいを残し、早足で去っていった。仮にもアイツは護衛なのに負けるなって。彼女らしい言葉に元気が出るけど。

　アランおじさまも「邪魔したな」と歩み出す。その広い背中を見つめていたら、ふと、彼は足を止めて振り返った。

「なぁ、スーリアちゃん。これは言うべきかどうか迷ったんだが、やっぱり伝えておくな」

「……なんでしょう」

「レイスのことで、俺が感じたことだ。そう大したことじゃないんだが」

　前置きをして、おじさまは短く切きり揃そろえた頭を搔かく。私は無言で続きを促うながした。

「……俺のとこに来たアイツは、簡単な挨あい拶さつと説明だけしてとっとと帰ろうとしていた。もうここには用はないと言わんばかりの態度でさ。元から愛あい想そなんて無む縁えんの可愛かわいくねぇ子供だったが……それでも、なんだろうな。どっか無理してそんな態度を取っているようにも、俺には思えてな。咄とつ嗟さに、去り際のアイツを呼び止めたんだよ」

「それで……？」

「いや、本当に咄嗟だったから、勢いで言ったんだ。『スーリアちゃんのこと、ちゃんと守ってやれよ！』って。そうしたら……」

　すっっっごく嫌そうな顔をして、「義務の範はん囲いで」って答えたとか？

　そんな皮肉に満ちた返しが頭に浮かんだが、アランおじさまの口から零こぼれたのは、私の予想とは異なるものだった。

「『そんなことはわかっている』って、それだけ返してきたんだ。なんていうか、すげぇ辛つらそうな顔でさ」

「……レイスが？」

「ああ。あのやり取りだけが、久々に再会した息むす子ことの会話らしい会話だったな」

　ははっとおじさまの空笑いが、暮れなずむ景色に溶とける。

「これは俺の勘かんだが、アイツはなにか大きなもんを抱えている。それがなにかは、たぶん俺にはわからんだろう。……こんなこと、今さらスーリアちゃんに言ってどうするんだって、気が引けたんだがな。俺はアイツの親みたいなもんだからさ。レイスのことが心配だし、多少は肩入れしちまう。変なこと言ってすまんな、スーリアちゃん」

「……いいえ」

　緩く首を横に振ると、おじさまは微笑ほほえんで、今度こそ私の前から遠ざかっていった。

　残された私は、どこか歯は痒がゆいような、形容し難がたい複雑さを抱えたまま、落ちる夕ゆう陽ひの赤にレイスの瞳を重ね、しばらくドアを開けてそこに佇たたずんでいた。
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　翌朝。

　宣告通り迎むかえに来たレイスは、純白の団服姿ではなかった。茶色のベストに白シャツ。黒のベルトに動きやすさを重視したズボンを合わせ、革の長なが靴ぐつを履はいた簡素な装よそおいをしていた。腰こしから提さげている精せい巧こうな剣けんだけが、彼かれの本来の身分を表しているようだ。

　昨日の特権騎き士し団だん専用の団服は、謂いわば精せい霊れい姫ひめとの顔合わせのための礼服で、通常は目立ちすぎない格好でいるらしい。

　立派なレイスの隣となりに並ぶことを想定し、クローゼットの中で一番華はなやかなオレンジのワンピースを着て待っていたことを、私は激しく後こう悔かいする。負けたくなくて見み栄え張はったんです。今すぐ着き替がえたい。

「……言いたいことがあるなら、はっきり言いなさいよ」

「特にない」

　それはそれで腹立つ！

　出鼻をくじかれた気分で、私は荷物を馬車に積み込んだ。もうすでに前ぜん途と多難そうなんだけど、本当にコイツとしばらくやっていけるのかしら、私。

　出かけた溜ため息いきを吞のみ込んで、私は暗あん澹たんたる心持ちで自領を発たったのだった。
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　道中はこれといった異変もなく、王都へは五日かけて順調に辿たどり着ついた。

　初めて訪おとずれた王都・ルべーリアは、石いし畳だたみで舗ほ装そうされた道路に、色とりどりの屋根が立ち並ぶ、活気溢あふれる綺き麗れいな街だった。

　きょろきょろと周囲を見回す私に、レイスは「余よ所そ見みをするな」とだけ釘くぎを刺さし、さっさと長い足を進ませる。完全に他人の距きよ離り感だ。

　レイスは最初の宣言通り、移動中も私との接せつ触しよくは最低限で、会話らしい会話はなかった。精せい々ぜい事務的なものか、私を突つき放はなすようなことばかり。

　そんな息が詰つまる馬車の旅で、私の話し相手は専もつぱらウォルだった。

「ねぇ、スー。あれはなにかな？　おいしそうな匂においがするよ！　あっちはなにして遊ぶもの？　面おも白しろそう。近くで見たい！」

　精霊として生まれて日が浅いウォルも、私と同じで王都は初めてらしい。ウォルは一いつ軒けんの店の前で、目をキラキラさせながら「見て見て、スー！」と私を呼ぶ。

「ここにボクが飾かざられているよ！」

「あら、確かに似ているわ。木き彫ぼりの人形ね」

　店は雑貨屋のようで、ドア横の薄うすいガラスの向こうには、看板商品らしきものが並べられていた。ウォル似の狐の人形の他にも、お洒しや落れな瓶びんに入った香こう水すい、趣おもむきのある銀時計、枠わくに花飾りのあしらわれた鏡などなど。乙女おとめ心ごころをくすぐるものばかりだ。

　その中で、私はあるものに惹ひかれて視線が吸い寄せられる。

「これは……宝箱？」

「お目が高いね、お嬢じようさん。それは『精霊の宝箱』だよ」

　声をかけられて振ふり向むけば、恰かつ幅ぷくのいいおじさんが、愛あい想そのいい笑え顔がおで立っていた。店主だろうか。中から商売の気配を感じて出てきたらしい。おじさんはにこにこと説明してくれる。

「その宝箱は特に、貴族のお嬢さん方に人気でね。王都で有名な精霊使い兼けん木工職人が、『精霊女王の聖なる鐘かね』を一つずつ箱に彫ほっているんだ」

「へえ、だから精霊の宝箱なのね」

　私の掌てのひらより僅わずかに大きいくらいの木箱は、金の留め具付きで木の加工も丁てい寧ねい。蓋ふたの表面に施ほどこされた鐘を模かたどった彫りは緻ち密みつで、かなり腕うでのいい職人の手によるものと素人しろうとでもわかる。

「これに自分の大切な物を入れておくと、精霊の祝福が得られて幸運が訪れるっていう話だよ。見たところ、お嬢さんは旅行者だろう。どうだい、お土産みやげに一つ」

　勘かん違ちがいされて抜ぬけ目めなく勧すすめられるが、気軽に買える値段ではない。なにより距離をあけたところで、こちらを睨にらむレイスの圧を感じていたので、私は曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしてその場を去った。

　しかし慣れない人混みで、ドンッと通りすがりの人にぶつかってしまう。

　慌あわてて謝罪すれば、その人の肩かたに乗る精霊にクスクスと笑われた。新緑色の毛並みを持つ猫ねこは、尻しつ尾ぽに蔦つたが絡からんでいるから、おそらく大地の精霊だろう。

「可愛かわいらしい精霊使いのお嬢さん。王都は初めて？　それならよき出で逢あいと思い出を」

　雑貨屋でのやり取りも見られていたのか、大地の精霊は軽かろやかにそう謳うたうと、去り際に尻尾をクルリと振ふった。青々と茂しげる蔦が合わせて揺ゆれる。

　すると、どこからともなくピンクの花弁が現れて、私の頭上へ柔やわらかく舞まい落ちる。

　悪いた戯ずらに近い歓かん迎げいの祝福だったが、なんだか嬉うれしい。

「……さっきからなにをしているんだ、お前は。こんなところで立ち止まるな」

　花弁を摘つまんで呆ほうけていたら、痺しびれを切らしたレイスが私の前まで来た。ぼんやりしていた私が悪いのだが、高圧的な物言いに思わず言い返してしまう。

「わ、わかっているわよ！　精霊が花を贈おくってくれたから……！」

「精霊が？」

　端たん整せいな眉まゆを寄せ、レイスは怪け訝げんな表情で私を見回す。

　そこで、よく考えたら私って花まみれ？　と思い至り、急いで髪かみや服をはらった。花の贈り物は嬉しかったけど、これ以上レイスにみっともない姿は晒さらせない。

「やっぱりボク、コイツ嫌きらい！」

　ウォルはレイスが傍そばに寄った途と端たん、露ろ骨こつに尻尾を立てて威い嚇かくしている。馬車での移動中もずっとこんな感じだった。レイスには現状、そんなウォルは見えていないわけだけど。

　……昔、『精霊を見てみたい』って私に言ったこと、レイスはもう忘れているわよね。

　ふと湧わいた寂さびしさもはらい落とすように、私はスカートを強くはたいた。

　それから歩き出そうすると、「おい」と引き留められる。

「なに……っ？」

「髪にまだ花弁がついている。……相変わらず、変なとこで鈍どん臭くさいな、お前は」

　レイスは無表情を微かすかに緩ゆるめ、普ふ段だんより丸みを帯びた眼まな差ざしでこちらを見ていた。

　その垣かい間ま見せた表情の変化に、私は灰がかった薄うす青あおの瞳ひとみを見開く。

『スー、頭にリコラの花弁がついている。……スーは変なとこで鈍臭いな』

　遠い過去に置き去りにしたはずの、穏おだやかな情景が脳のう裏りを過よぎる。幼い頃ころ、外で一いつ緒しよに庭の手入れをしていた時の記き憶おくだ。私の髪についていた花弁を取る彼の手が、意外なほど優やさしくてびっくりしたっけ。

　──ほんの一いつ瞬しゆん。過去のレイスと、今のレイスの姿が重なった。

　虚きよを衝つかれ固まる私に、レイスはゆっくりと手を伸のばす。しかし、途と中ちゆうでハッと我に返ったように手を引いた。バツが悪そうに彼は顔を逸そらす。

　それから自分の胸むな元もとに強く手を押おし当あてたあと、レイスは「行くぞ」と一声かけ、雑ざつ踏とうの中へ足早に進んでいった。

「ご、護衛のくせにおいていかないでよ！」

　髪の花弁もそのままに後を追う。文句を飛ばしつつも、先ほどの刹せつ那なの変化が目に焼きついて離はなれない。

　どうして今さら、あんな顔を私に見せるのだろう。

　……過去の面おも影かげを見み出いだして、心乱すだなんて情けない。これではリンスに叱しかられる。

　しっかりなさいスーリアと、心中で自分を叱しつ咤たする。

　風に遊ばれ、彼方かなたに飛んでいくひとひらの花弁を横目に、私は教会への道を急いだ。




　街の南部へと足を進めて、辿り着いた教会の大きさに、私は圧あつ倒とうされた。

　白はく亜あの建造物は、主塔とうの左右に二つの尖せん塔とうが並び立ち、天を突くように高く伸びている。光を受けて輝かがやく薔ば薇ら窓が美しい。入り口の扉とびらの取っ手には、小さな金の鐘が下げられており、これは街中でもよく見かけたものだ。

　周辺には大地の精霊が降らせたものと同じ、ピンクの花が咲さき乱みだれ、敷しき地ち内に入ると甘あまい香かおりが鼻び孔こうをくすぐる。清せい廉れんな空気と共に、精霊の気配もあちこちで感じた。

「──ようこそおいでくださいました、精霊姫様、護衛騎士様。教会におられる間、お二人の世話役を任されております、ロアセル＝フィンスと申します」

「お気軽にロアとお呼びください」と、教会の使徒である精霊使いが着る、白いローブを纏まとった年若い少年が、深々と頭を下げた。

　応接室のような場所に通され、ソファにレイスと並んで（ただし、二人の間にはウォル一いつ匹ぴき分の絶ぜつ妙みような空間がある）腰かけて待っていたら、現れたのがこの少年だった。

　私より四、五歳さいほど年下だろうか。サラサラの金きん髪ぱつに真ん丸の藍あい色いろの瞳。柔らかな輪りん郭かくを描えがく、非常に可愛らしい顔立ちをしており、体つきも小こ柄がらで、下手をすれば女の子に間ま違ちがえられそうな容姿だ。ガチガチに体を強こわ張ばらせ、無理して厳おごそかな態度を取ろうとする様子は微笑ほほえましい。

　とはいえこの若さで教会所属の精霊使いとして、精霊姫の世話役を任されるのだから、かなり優ゆう秀しゆうな人材と見た。

　私は「よろしくお願いします、ロアさん」と、ソファから立ち上がりお辞儀をした。

「わ！　さ、さん付けなんて恐おそれ多おおい！　敬語もおやめください、精霊姫様！」

「え？　じゃあ、ロア……君？　それより私の方こそ、精霊姫様呼びは慣れなくて……なんで選ばれたのかもわからないくらいだし。できれば名前でお願いしたいわ」

「うぇ!?　ス、スーリア様でよろしいのですか……？」

　微笑んで「ええ」と返せば、ロア君は「き、綺麗な方を名前でお呼びするのは緊きん張ちようします……」と顔を真っ赤に染めた。なんだこの可愛い生き物。

　しかしロア君は、刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きのレイスには委縮してしまっているようだ。私は非難の目をレイスに向ける。

「怯おびえているじゃない、怖こわがらせるのはやめてよ」

「……お前は変わらず、年下に甘いな」

　そこは否定しない。私は自分より下の者に、とことん甘い自覚がある。

　そういえばまだ仲が良かった孤こ児じ院いん時代。レイスは私が他の子たちを構うと、いつの間にかその場からいなくなり、よく木こ陰かげで不ふ貞て寝ねをしていた。あれは親しい姉を取られた、幼い弟の嫉しつ妬とのようなものだったと思うが……あの頃は可愛げがあったわ。

　というか今さらだけど、レイスは私より年下なのよね。

　それなのになんなのかしら、このロア君との差は。再会してからずっとお前呼びで、一度も名前を呼ばないし。……別にもう、レイスに「スー」と呼ばれたいわけじゃないけど。

「スーリア様には、二週間ほど精霊姫としての儀ぎの手て解ほどきを受けて頂き、その後、聖せい鐘しようの森に向かって頂く予定です。毎朝の礼拝などには参加して頂きますが、空いた時間は一声かけて頂ければ、外に出て自由に過ごされても構いません。き、騎士様は……」

「レイスでいいわよ、ロア君」

「勝手に名前で呼ばせるな。護衛騎士と役職で呼べ」

「レイスでいいじゃない！」

　不ふ遜そんな態度のレイスに嚙かみつけば、私たちの不ふ穏おんな空気に、ロア君がローブを揺らしてオロオロする。

　しまった、私が怯えさせてどうする。

「き、騎士様も、部屋をご用意してありますので、あ、あとでご案内致いたします。それから本来でしたら、すぐに使徒長様にご挨あい拶さつを……というところなのですが」

　言いにくそうに、ロア君が小さな口をまごつかせる。

「実は現在、この王都では、精霊使いが次々と行方ゆくえ不明になる事件が相次いでおります。使徒長様はその調査に駆かり出だされ、対応に追われているのです」

「え……」

「行方不明になった方々は皆みな、今も消息を絶ったままです。精霊使いであること以外は、行方不明者に共通点はありません。男女の区別なく、年ねん齢れいもバラバラです。今のところ明確な手がかりもなく、前まえ触ぶれなく姿を消してしまい……その行方を追っている最中でして」
















　重々しい口調で語るロア君に、リンスの情報は正しかったのだと、私は目を瞬まばたかせる。

　精霊使いだけが、突とつ然ぜん行方不明になる事件。

　誘ゆう拐かいの線もあるとリンスは言っていたが、ロア君によると、人が蒸発したかのように消えるという。消えた精霊使いたちと親しい精霊に尋たずねても、「いつの間にかいなくなっていた」としか言わないと。

　謎なぞが多く、なんとも不気味な話だ。

「このような状じよう況きようでスーリア様をお迎えしたこと、お許しください。事件の解決には教会も尽じん力りよくしておりますが、なるべくお一人になられませんよう……。お出かけの際などは、必ず騎士様とご同行ください。片時も離れない方がよいかと」

「え、やだ」と感情的に返しそうになり、私は慌てて口をつぐんだ。

　チラッと横のレイスを覗のぞけば、鼻筋の通った綺麗な顔を、苦い薬でも一気飲みしたように歪ゆがませている。私の側にいることに、こんな嫌けん悪お感剝むき出だしの奴やつと片時も離れず？

　それはなんという拷ごう問もんなのかしら。

　やっぱり花弁を取る時に見せたあの表情は、泡うた沫かたの幻まぼろしだったのだ。

「今日はお疲つかれでしょうし、ゆっくりとお休みください。荷物は部屋に運んであります」

　ロア君の案内に従って、私たちは各自、用意された部屋へと移った。

　儀ぎ式しきの作法などについては、指導を担当する精霊使いをわざわざ呼ぶらしい。本格的な精霊姫生活は明日からだ。

　部屋は自分の家より広く豪ごう華かで、出された食事もおいしかった。さすがの好待たい遇ぐうだ。

　だけどふかふかのベッドに身を沈しずめ、夜の帳とばりが落ちれば、胸に広がるのは明日への期待ではなく、レイスのことも含ふくめて不安なことだらけ。

　……無事に役目を終えて、一日でも早くアルルヴェール領に帰りたいわ。

　そう祈いのって、私は重たい瞼まぶたを下ろした。
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「ああ、いけませんよ、スーリアさん。礼の角度は四十五度。宝ほう剣けんの持ち上げ方も違ちがいます。姿勢が悪いですね、もっと背筋を伸ばしてください。はい、やり直し」

　麗うるわしい笑顔と気品のある声で紡つむがれる、鬼き畜ちく極きわまりない指摘に、私は頰ほおを引き攣つらせた。

　──教会に着いて、すでに五日目。

　精霊姫としての儀を滞とどこおりなく達成するため、精霊女王に謁えつ見けんする際の礼れい儀ぎ作法から細かな段取りまでを、私は毎日みっちりと叩たたき込こまれている。

　最初は「え？　儀式っていっても、軽く鐘を鳴らして、ちょっと祈りの文もん言ごんを捧ささげて、女王に一礼するくらいでしょ？　できるわよ、それくらい」みたいな、かなり甘いことを考えていた。

　そんなかつての自分の頰を、今は一発平手打ちしてやりたい。

　鐘を鳴らすことに間違いはないが、それまでに色々と手順があり、これがもう本当に面めん倒どう臭くさい。文言は長いし、独特のリズムで読み上げる必要があるとか、精霊姫の衣い装しようが着慣れない豪ごう奢しやなもので、滅め茶ちや苦く茶ちや動きにくいとか。

　女王が初代国王の傍付きの精霊使いに授さずけたという『女王の宝剣』に、自分の霊れい力りよくを込めて、ちょっとした剣けん舞ぶを披ひ露ろうしなきゃいけないとか。

　とにかく想像以上に、謁見の儀での精霊姫の役割は多かった。

　従来の精霊姫は、貴族の娘むすめや教会の使徒だ。女王に対して失礼のない作法は身についているだろうし、舞まいの基礎だって学んでいるのではないだろうか。

　しかし、私は少しいいとこ出なだけのただの庶しよ民みん。

　すべて一から教わる必要があり、わりと毎日ボロボロである。……そしてなにより。

「先ほどよりいいですよ、美しい礼でした。剣の扱あつかいも慣れてきましたね。最初に説明したように、剣に上う手まく霊力を流すことに成功すると、重さも軽減され、使用者の手に馴な染じむようになります。だいぶ霊力の扱い方も上達してきたのでは？」

「！　そ、そうですか？　それでしたら……」

「はい。では今の感覚を忘れないうちにもう一回」

　きゅ、休きゆう憩けいとかいかがです？　と言いかけた言葉は、音にならずに消しよう滅めつする。

　私の指導役を任されたこの女性・マリーナ＝レヴィオンさん。

　なんとレヴィオン伯はく爵しやく家けの三女で、歴れつきとしたお貴族様である。前回の精霊姫を務めた私の先せん輩ぱいにあたる人でもあり、『高い霊力と歴代随ずい一いちの美び貌ぼうを謳われる伯爵家のご令れい嬢じよう』とは彼かの女じよのことだ。

　滑なめらかな白い肌はだに、長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた淡あわい黄色の瞳。ストロベリーブロンドの髪は背まで真まっ直すぐ伸び、淑しとやかながらも芯しんを感じさせる立ち姿。

　噂うわさに違たがわぬ麗れい人じんで、パッと見はとても優しげに見えるが……侮あなどってはいけない。

　彼女の指導は非常に厳しかった。

　初対面時──「先に言っておきますね、スーリアさん。私、完かん璧ぺき主義なんです」と、にっこり微笑まれた時に感じた寒気。レイスの悪あく魔ま騎士なんて名前が可愛く思えるほど、謎の迫はく力りよくがあった。

「さぁ、それでは最初から」

　本当に悪魔！




「ス、スー？　大だい丈じよう夫ぶ？　なんかあれだよ、絞しぼり終わった雑ぞう巾きんみたいだよ」

「よれよれってことかしら……」

　教会内にある、特訓用に借りている広間から出た私は、覚おぼ束つかない足取りで中庭のベンチに座すわった。今日の特訓は昼過ぎには終しゆう了りようし、マリーナさんはもうお帰りになった。

　特訓中は教会の精霊たちと戯たわむれていたウォルが、ひょっこり私の顔を覗き込んでくる。

「ここまで精霊姫の役割が過か酷こくなんて、正直予想もしていなかったわ。疲れた……潤うるおいとか癒いやしが足りない……」

　整えられた広い庭を虚うつろな目で眺ながめる私に、ウォルは「ウルオイ？　ウルオイならボクに任せて！」と水状の尻尾をちゃぷちゃぷと振ってくる。

　そういうことじゃないんだけど、少し癒されたわ。

　ウォルもいるし、ロア君なんて一挙一動が微笑ましいので、決して癒しが皆かい無むなわけではないのだ。ただそう、それを上回る疲ひ労ろうが積み重なっているだけで。

　しかし幸いにして、明日はマリーナさんに用事があって特訓はお休み。自主練さえ終われば息抜きに街に出てみたいなと、私は密ひそかに願望を抱いだいている。

　……でも街に出るには、レイスに同行を頼たのまなくてはいけない。

　精霊姫である私がお願いすれば、職務として付き合ってくれるとは思う。

　だがアイツにお願い事など癪しやくだし、一緒に行動するのも微び妙みようである。

　本音を言えば、私はロア君とウォルと一緒に、二人と一匹で街に行きたい。でもロア君はバタついていて忙いそがしそうだ。例の行方不明事件に教会の人員を割さかれているためか、他の使徒さんたちもいつも慌ただしい。

　事件はいまだ続いていて、先日ついに、八人目の行方不明者が出てしまった。

　そんな中で街に出かけるのはやはり、やめた方がいいということなのか。ああでも、この機会を逃のがしたら、もうゆっくり王都を楽しめそうにないし……。そろそろ気分転てん換かんの一つでもしないと、本当にボロ雑巾と化してしまうわ。

　うんうんと葛かつ藤とうしていたら、乾かわいた土を踏ふむ音が耳じ朶だに届いた。

　噂をすれば──こちらに向かって歩いてくる、護衛騎士様の姿が。

　陽の下で見ると、レイスの黒髪は光を滑すべらせ、キラキラと艶つやめいて人目を引く。悔くやしいけど目を奪うばわれてしまった。

　簡素な装いで腰に剣を帯びた彼は、ピタリと私の前で足を止めた。

「な、なによ？」

　意表を突かれたため、動どう揺ようして声の調子はつい喧けん嘩か腰ごしに。

　ウォルは相変わらずレイスに対しては警けい戒かい態勢で、「出たな黒くろ頭あたま！　スーに近寄るな！」と毛を逆立ている。

　でも近寄るなってウォル、一応コイツ、私の護衛だからね。

　あまりに反応が過か剰じようなため、私は密かに「レイスって精霊に嫌われる体質なんじゃ……性格悪いし」などと思っていたが、ここまでの嫌悪を示すのは今のところウォルだけで、他の精霊たちは特にレイスを避さけている様子はない。

　単純にウォルと相あい性しようが悪いのだろうか。

「……お前、明日は特訓が休みだったな？」

「え？」

　問われた内容が咄とつ嗟さに理解できず、目で問い返せば、奴は低い声で同じ言葉を繰くり返かえす。二度目にして理解した私はおずおずと答えた。

「や、休みだけど」

「……そうか」

　そして訪れる、謎の沈ちん黙もく。

　レイスは眉み間けんに皺しわを作って難しい顔をしている。

　沈黙が気まずくて、私は彼の首からさがる、雫しずく型の水すい晶しようの方に意識を逸らす。

　光の加減で七色に変わるそれは、『精霊水晶』というものだ。初日にロア君が「使徒長様から騎士様にお渡わたしするよう承うけたまわりました」と、レイスに手渡していた。

　使徒長様直々に霊力を込めたらしいこの水晶を身につけていると、霊力のない者でも精霊が見えるようになるという。

　つまり、今のレイスには自分を威嚇するウォルがバッチリ見えているわけだが、気にする余よ裕ゆうもないのか、歯し牙がにもかけず人の目の前で悩なやみに耽ふけっている。

　ただ不思議なのは、護衛騎士に霊力を譲じよう渡とする役目は、本来なら精霊姫が請うけ負おうのが通例だ。旦だん那な様にしていたように、私がレイスに（嫌いやだけど）力を貸すことになると思っていたのに。

　なぜ使徒長様自ら、貴重な精霊水晶をレイスに用意したのか。それとなくロア君に尋ねてみたが、彼もわからないようで困った顔をさせてしまった。これについてはいまだにお会いできていない使徒長様に、いずれ直接お聞きしてみようと思う。

　そんなことをツラツラと考えていたら、レイスがようやく口を開く。

「俺おれは……明日の昼頃から、街に用事があって赴おもむく」

「え、ああ、うん」

　なにかと思えば、急に予定の報告をされた。

　だからどうしたというのだろう。そこまで悩んで言うことかと拍ひよう子し抜ぬけする。

　護衛とはいえ、私が教会内で大人しくしていれば、単独で少し出かけるくらい問題ないはずだ。

　別に行けば？　いいわよ、もう。私は書庫から本でも借りて読んでいるから。

「………………一緒に行くか」

「は？」

　──しかし。たっぷり間を空けて飛び出た言葉は、私の思考の斜ななめ上を行くものだった。

「な、なによ、俺に近付くな、なんて言っといて、誘さそってくれるわけ？」

「っ！　あのロアとかいう使徒に頼まれただけだ。お前が特訓で煮に詰つまっているから、息抜きに付き合ってあげてほしいと」

　戸と惑まどいながらも皮肉を返せば、レイスはグッと胸元を押さえ、早口で理由を説明する。

　私と一緒にいる時、彼はこの胸元を押さえる動作をよくしている。こんな癖、幼い頃にはなかったはずだが、怒鳴りたいのをこらえてでもいるのだろうか。

　……いや、そんなことより、今はこの誘いをどうするかだ。

　ロア君が気を回してくれたというなら、合が点てんがいく。レイスが自主的に私を誘うわけないもの。

「俺は護衛騎士として、精霊姫であるお前の望みに、ある程度沿う義務がある。俺の用事が済めば、あとはお前の好きにしろ。護衛としての職務は果たす」

　彼の口からあくまで『仕事』だと言いきられ、心が小さく波打ったが、それならこちらも立場を利用し、働かせてやるくらいに思えばいいのかもしれない。

　それでもまだ決めかねていたら、ウォルが傍で「街？　街に行くの!?　行きたい！　黒頭と一緒は嫌だけど行きたい！」と小さな前足を叩たたいていた。

　思えば私に付き合って、ずっと教会に留まってくれていたものね。

　ウォルへのご褒ほう美びも必要かもしれない。それにウォルがいるなら、レイスなんて背景よ。

「それじゃあ……同行をお願いするわ」

「……わかった」

　短く返事をして、レイスは踵きびすを返かえす──その際。

「ん……？」

　陽光を受けて光る精霊水晶。その中に、七色以外の黒い濁にごりが見えた気がして、私は目を瞬かせた。しかし、思わず椅い子すから立ち上がりかけた時には、もうそんな濁りはなく。

　見間違いかしら……とすぐに思い直して、念願の外出へと想おもいを馳はせた。
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　街に出かける当日。

　教会で昼食を取り、私は素す早ばやく身形みなりを改めた。

　以前のように、派手なオレンジの服を選ぶなどという愚ぐ行こうは犯さず、着慣れた丸まる襟えりのブラウスに、落ち着いたデザインのフレアのスカートを合わせた。

　レイスの方も変わらずシンプルなベスト姿だったが、それでも見目がいいから、一級品を身に纏っているように映るのが腹立たしい。

　そんな彼の首には、きちんと精霊水晶がさげられていた。もらってから片時も離さず身につけているようだ。濁りなどは見えないので、やはり昨日は見間違えたのだと再確かく認にんする。

　空は連日の快晴で、髪を掬すくう風は心ここ地ちいい。

　暖かい日差しを浴びて、私たちは教会を後にした。




　──街に出れば、賑にぎやかな音と光景が一気に流れ込んでくる。

　常に静せい謐ひつな空気が漂ただよう教会内とは違う、その騒そう々ぞうしさが私の心を弾はずませた。

　まだ昼時のためか、飲食関係の店は特に賑わっているようだ。店名の描かれた木製の看板の横には、来客を歓迎するかのように、教会の入り口にもあった小さな鐘が、チリンチリンと鳴っている。

　初めて足を踏み入れた時はじっくり観察できなかったが、やはり活気溢れるいい街だ。石畳を行く人たちの周りには、精霊の姿も垣間見える。

　触れても火傷やけどしない、燃える甲こう羅らを背負った亀かめの姿の火の精霊。

　宙を水状の尾おひれを揺らして泳ぐ、魚の姿の水の精霊。

　どこを見ても楽しい。

「あっちもこっちも面白いね、スー！」

「ええ」

　ウォルもちゃぽちゃぽ尻尾を振ってご機き嫌げんな様子だ。

　レイスは離れない程度に距離を空けて、私たちを静観している。珍めずらしく気を使っているのか、そうやって空気に徹てつしてくれているのが、今の私には一番有あり難がたい。

　というかレイスは教会に来てから、態度が軟なん化かした気がする。正確には、あの精霊水晶を身につけるようになってから、だろうか。昨日もなんだかんだ、ロア君の頼みとはいえ誘いを口にしてくれたし。

　精霊が見えるようになって、多少心が清められたとか……ないか。

　まあ、あくまで気のせいだ。油断したらまた手痛い態度を取られかねないので、私もウォルを見習って警戒心を強めよう。

「そっちじゃない、こっちだ」

　羽目を外してはしゃいでいたら、レイスが店と店の間の路地を指差し、声をかけてきた。

　先にレイスの用事を終わらせる予定だったので、ここは彼の誘ゆう導どうに素す直なおに従う。

　レンガ造りの壁かべに挟はさまれた細い通路は、太陽の光が届きにくく薄うす暗ぐらい。前を行くレイスの足取りに迷いはないが、人々の喧けん騒そうが遠とお退のいて不安になる。

「ね、ねえ、本当にこの道で合っているの？　人ひと気けがまったくないんだけど……」

「……黙だまってついてこい」

　黙もく々もくと歩き続け、やっと開けたところに出れば、ポツンと建つお店が一軒。

　二階建てのこぢんまりとした店で、木製の入り口には『レオンの薬屋』と雑な字で書かれている。……お薬屋さん？

「注文していたものを受け取るだけだ。すぐに済む」

　レイスはドアを開けて店内へと入っていく。老ろう朽きゆう化の進んでいる木の床ゆかは、踏むとギシリと嫌な音を立てた。棚たなに並ぶ薬くすり瓶びんや、天てん井じようから吊つるされた薬草から漂う鼻をつく匂いが、狭せまい空間で混ざり合って充じゆう満まんしている。

　なんだかピンクやド紫むらさきの怪あやしげな薬が多いのは、私の気のせいだろうか。

「んー？　客？　おお、いらっしゃーい、レイス君。用意はできているよー」

　カウンターの奥おくから現れたのは、くたびれた白衣に野や暮ぼったい眼鏡をかけた、これまた怪しげな人物だった。藻ものような緑のもっさり髪に、不健康そうな青白い肌をしている。

　店内には彼一人のようだし、この緑藻が店主のレオンさんだろうか。レイスは常連らしく、レオンさんは慣れた対応だ。

「あれー？　レイス君が女の子を連れてる。珍しいねー。恋こい人びと？　妹？」

「いもっ……!?」

　恋人はさておき、私はレイスより年下扱いされたことが衝しよう撃げきだった。私の方が上なのに！

「無む駄だ口ぐちを叩くな。さっさと頼んでいたものを寄よ越こせ」

　レイスの鋭するどい刃は先さきのような睨みにも動じず、レオンさんは「はいはーい」と緩い返事をして、カウンターの下から茶色い紙かみ袋ぶくろを取り出す。

　中身が見えないのでなんの薬かは不明だが、告げられた金額に、私は思わず驚きよう愕がくの声をあげた。

「た、高っ!?　私の領なら小さな土地を買える金額だわ！　一体なんの薬なの!?」

「だって特注で作っているし。このくらい普ふ通つうだよー？　これはね、睡すい眠みん薬やく」

「睡眠薬……？」

　なぜレイスがそんなものを？　実は不ふ眠みん症しよう？

　首を傾かしげていたら、レイスは余計なことをと言わんばかりに、レオンさんの手から袋ふくろを引ひっ手た繰くった。しかしその衝しよう撃げきで中の物が飛び出してしまう。

　床にコロコロと転がった小瓶は、私の足元へと辿り着いた。

　屈かがんで拾い、ラベルに描かれている文字と花の絵を見て、私は思わず呟つぶやく。

「リコラの花……」

　よく見れば瓶の中の液体も、レイスの血色の瞳とよく似た、あの花の赤だ。

　でもリコラの花に、睡眠薬に使われる成分なんてあったかしら？　頭痛や肌はだ荒あれに効く薬になって……まだなにか効果があった気もするけど、睡眠を誘ゆう発はつするようなものではなかったと思う。

「あ、知っている？　その花。どっかの領で大量に取れるんだけどねー。普通の睡眠薬だとレイス君、効かないって言うから、俺が試し行こう錯さく誤ごして調合したの。だからリコラの花が主成分のその睡眠薬は、言ってみればレイス君専用」

　いつの間にか私の傍に来ていたレオンさんが、そのひょろりとした指先で、私の手から小瓶を摘まんだ。そして流れるような動きでレイスに手渡す。

　お喋しやべりなレオンさんにレイスは苛いら々いらと金を払はらい、さっさと店を出ようとしたが、そこでドアが勢いよく開いた。

「──邪じや魔まをするぞ、レオン」

　ドアの向こうにいたのは真っ白な馬だった。立派な鬣たてがみが雄お々おしく靡なびくが、全体的に小さく、子どもくらいしか背に乗れそうにない。渦うずを巻く竜たつ巻まきが四本の足首に絡んでいることから、風の精霊なのだとわかる。ドアは風を起こして押し開けたようだ。

「やぁ、リック。なにかいい情報でも仕入れてくれた？　ていうか君、風の精霊なんだから、ドアくらいすり抜ければいいのにー」

「いや、人間はドアを開けて入るだろう。ならば人間の礼に従わねば」

「相変わらずクソ真面目だねぇ」

　レオンさんも精霊使いだったのか。リックと呼ばれた馬の姿の精霊とは懇こん意いらしい。

　社交的なウォルは「こんにちはー」と挨拶している。それに深々と頭を下げる仕草を返すリック君は、随ずい分ぶんと礼儀正しい精霊だ。

「客人がいたのか。すまない、出直すか」

「いいよ、いいよ。それで？　面白い情報を手に入れたなら教えてよ。商売に役立つのは特にねー」

「……ふむ。商売に役立つものはないが、精霊使い行方不明事件についてなら、新たな証言が得られたぞ」

　その言葉に私は足を止める。リック君の横を無理やり通り抜けようとしていたレイスも、動きを止め反応を示した。

　風の精霊は噂好き。情報が回るのも速い。

「まず、八人目の行方不明者が出た際に、消えるところを目もく撃げきした者が現れた」

「おお。これは重要な手がかりになりそうだねー」

「セドラン通りのパン屋の娘が、精霊使いの友人が『黒い蝶ちよう』を追いかけていくところを見たと。ぼんやりした様子が心配で後を追えば、突き当たりで友人が忽こつ然ぜんと姿を消したらしい。それ以降、戻もどってきていない」

　私が訝いぶかしげに「黒い蝶……」と呟けば、側のレイスが忌いま々いましげに舌を打った。私は肩を跳はねさせて彼を仰あおぎ見みる。びっくりするからやめてよね。

「黒い蝶かー。なんかどっかで聞いたなぁ。確かなにかの『遣つかい』だった気が……」

「精霊としてまだまだ若じやく輩はいの我にはわからん。だが我々精霊の中で、『黒』はよき色とはされていない……っと、すまんな、客人。貴き殿でんの髪色を貶けなしたわけではない」

　鼻先をレイスの方に向けて、リック君は律りち儀ぎに謝罪する。レイスは無言で流すだけだ。

「ちょっと、なにか返事くらいしなさいよ」

「うるさい、気が散る」

「はあ!?」

　レイスはなにかを考え込んでいる様子で、雑にあしらわれて私もつい嚙みつきかける。リック君は「我の失言だ、気にするな」と私にも気遣いを見せてくれ、この場の誰だれよりも大人な対応だった。レオンさんは始終にやにやと楽しそうだ。

「それと、行方不明者に共通点はないとされていたが、攫さらわれた状況は皆同じだ。精霊使いが消えたのは共通して夜──それも、月明かりの強い夜だったと」

　──リック君の話を聞けたのはそこまでだった。

　レイスが急に私の腕を引いて、リック君を押おし退のけ強ごう引いんに外へと連れ出したのだ。

　そのことにも驚いたが、なにより触れたレイスの手が氷のように冷たくて、きゅっと心臓が竦すくんだ。すぐに腕は放されたが、低体温にも程ほどがある。昔はよく手を繫つないでいたが、普通に人ひと肌はだだったはずなのに。

「なんなの急に！　それに貴方あなた、手が……」

「……さっさと街を見て回らないと日が暮れるぞ」

　レイスは何事もなかったかのように歩き出す。疑問を残しつつも、私は仕方なく彼を追いかけた。

　レオンさんの薬屋を出たあとは、お菓か子しを露ろ店てんで買ってウォルと食べ、いろんなお店を巡めぐって王都を満まん喫きつした。

　その間、レイスはほぼ無言で、影かげのように私たちに付き従っていた。

　リコラの睡眠薬や黒い蝶のことなど、レイスに振ってみたい話題はあるにはあったが、それでせっかく持ち直した気分が壊こわれたら嫌だったので、私もあえてなにも触れなかった。




「スーリア様！　外出からお戻もどりでしたか」

　足取り軽く、教会の塔と塔を繫ぐ渡わたり廊ろう下かを歩いていたら、小さな腕で大量の書類を抱かかえるロア君と遭そう遇ぐうした。今日も今日とて忙しそうな様子だ。書類を半分持とうかと提案するも、ブンブンと首を横に振られてしまう。

「僕ぼくのことはお気遣いなく！　それよりも、王都はいかがでしたか？」

「とても楽しかったわ！　ロア君のおかげよ。私を外に連れ出すよう、レイスに頼んでくれてありがとう」

「僕が騎士様に頼んだ……？　なんのことでしょう？」

　ロア君はきょとんとしている。忙しくて頼んだことを忘れたのかしら。

　だが追及する間もなく、ロア君は廊下の向こうから他の使徒さんに呼ばれ、一礼すると慌ただしく駆かけていった。行方不明事件の新たな情報が回ってきて、さらに仕事が増えたのかもしれない。

　それから夕食や湯浴みを終えて、私は部屋へと戻った。ベッドの上で、故郷のみんな宛あてに買ったお土産を広げてみる。

　どれも自領では買えない珍しい品なので、きっと喜んでくれるだろう。

「あの宝箱は少し心残りだけど……」

　王都に着いて、最初に雑貨屋のガラス越ごしに見た精霊の宝箱は、まだあの店で飾られていた。箱に入れたい『大切なもの』など思いつかないし、値段も決して安くはないが、一ひと目め惚ぼれというやつだろうか。自分用にちょっと購こう入にゆうしときたかったかも。

　手て彫ぼりなら数も限られているだろうし……などと考えながら、持参した荷物にお土産を詰めていく。しかし適当に入れただけで、鞄かばんの中はごちゃごちゃだ。特訓生活が予想外に過酷で、荷物の整理もまだなのよね。今度まとめてしましょう。

　ふうと息を吐はいて、私はベッドに身を沈ませた。

　うつ伏ぶせになり、横目で窓の外を見上げる。闇やみ夜よに浮うかぶ月は、今日は薄うす雲ぐもの向こうに隠かくれて、その形を静かに潜ひそめていた。
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「スーリアさん、今日の特訓はこのくらいにしておきましょう」

「え……もう終わりですか？」

「はい。まだ荒あらいところはありますが、今日は肩の力が抜け、だいぶ動きが洗練されていました。この調子なら、無理せずとも予定通り仕上がりそうです」

　淡い黄色の瞳を弓なりに細め、マリーナさんは手を叩いて終了の合図をした。

　私は宝剣を放り投げて喜びそうになり、辛かろうじてこらえる。ふふっと小鳥の囀さえずりのような声を零こぼすマリーナさんは、本日もお淑やかだ。さっきまでは鬼畜だったけど。

　真っ白な床が広がるだけの殺風景な空間で連日行われた特訓も、そろそろ終しゆう盤ばんかしら。

　私は剣を片付けたあと、乱れた軽装を直した。汗あせで顔に張りつく金茶の髪をはらえば、マリーナさんの細い指に目が留まる。

「あの、マリーナさん、その指輪……」

「ま、まあ、気付いちゃいました？」

　マリーナさんの薬指には、一昨日まではなかった、黄水晶シトリンを加工した指輪が嵌はまっていた。貴族であるマリーナさんには、些か安い造りのようにも感じるが、彼女の瞳の色を彷ほう彿ふつさせる石は似合っていて素す敵てきだ。

「もしかして、恋人からとかですか？」

「……そう、なんです。実は先日、頂きまして」

　ほのかに頰を染めるマリーナさん。用事とは恋人さんとの約束だったのか。

　恥はじらいながらも隠しきれない喜びを表す様子が、普段と違って乙女感たっぷりで……なにかしら、マリーナさんがすごく可愛いわ。

「お相手も貴族の方ですか？」

「いいえ。他国で知り合った教育者の方です。実は私はこの『聖せい鐘しよう節せつ』に入り、精霊姫の指導係として呼ばれるまでは、勉学のために他国に出ておりまして」

　精霊姫が選ばれ、女王と謁見が許される日。その定められた日までの準備期間を、この国では『聖鐘節』と呼ぶ。今はその真っただ中だ。

「年上で目の不自由な方なのですが、彼も故郷はこのナーフ王国だそうで、話が合って仲が深まり……私が国に戻る際、彼もこちらへ来てくれたのです。私は貴族の身でありながら、姉さま方のように婚こん約やく者しやを作らず、我わが儘ままを通して好きな勉学に打ち込んでまいりました。そして精霊姫の役割を終えたあとに、すぐに他国へ出たのです。こんな勝手な娘の連れてきた相手を、家族は気に入り、皆が祝福してくれました」

「それならよかったです。お相手の方も、きっと素す晴ばらしい方なんですね」

「はい」と、マリーナさんは花が綻ほころぶように微笑む。

　それが本当に幸せそうで……私は少しだけ、そんな相手のいるマリーナさんを羨うらやましく感じた。私の恋心は、幼少期に呼吸を止めたままだから。

「不ぶ躾しつけな質問かもしれませんが、スーリアさんには恋こい慕したうお相手はいらっしゃいますか？」

「いや、いないです。これっぽっちも」

「あら、即そく答とう」

　ストロベリーブロンドの長い髪を揺らして、マリーナさんが困ったように眉を下げる。

「私はてっきり、あの騎士様とそういった仲なのかと……幼おさな馴な染じみだと聞いていたので」

「驚くほど違います！　幼馴染みなのは本当ですがそれだけです！」

「そ、そうなのですか？　失礼致しました。騎士様はスーリアさんが特訓で苦心されているご様子を、よく心配そうに見ておられましたし、愛されていらっしゃるなと……余計な勘かん繰ぐりをしていました」

「それは気のせいです。愛されているとかあり得ません。大体、アイツは私のこと……」

　遠い日の情景が甦よみがえり、私は服の裾すそを強く握にぎった。

　だってアイツは私のこと……『大嫌い』って、言ったもの。

「……スーリアさんになら、きっとよいお相手が見つかりますよ。なんといっても、私の特訓にめげずについてくる、気き概がいのある方ですからね」

　冗じよう談だんめかして笑うマリーナさんは、私とレイスの複雑な関係を察し、触れずに流してくれたのだろう。その気遣いが有り難い。

　マリーナさんはそっと指輪を一ひと撫なでし、切きり替かえるように背筋を伸ばした。

「失礼を承知で申し上げますと、最初はなぜ、スーリアさんが精霊姫に選ばれたのか疑問でした。貴族や教会の使徒でもなければ、特筆して霊力が高いわけでもない。どうしてこの方が、と」

「それは……実は私も、いまだに不思議なんです」

「ですが今日までの貴方を見て、貴方はとても精霊に好かれている……そう感じました。スーリアさんのその心の強さが、精霊たちには心地よいのでしょう」

「そ、そんなことは……」

　以前にも旦那様に似たようなことを言われたが、過大評価な気がする。ウォルとは特別仲はいいけど……他の精霊たちにもそんな慕したわれているかしら、私。嫌われてはいないくらいだと思うんだけど。

「そんな貴方になら、『精霊姫の本当の役割』をきちんと果たせるはずです」

「本当の役割って……精霊姫は精霊使いの代表として、儀を執とり行おこなうだけではないということですか？」

「もっと大切な役割があるのですよ。でもそれは、使徒長様からお聞きした方がいいです。会えたら必ず教えてくれるでしょう。まあ、その理由だけで例外的に選ばれたというのも、まだ納なつ得とくのいかない部分があるのは確かですが……」

　最後の方は、ほとんどマリーナさんの独り言のようだった。このあたりで立ち話は終わりにし、最後に互いに礼をして、本日の特訓は正式に終了となった。

　精霊に好かれている、というふわっとした要素はひとまずおいといて。私が精霊姫に選ばれた理由、それに精霊姫の本当の役割って……一体なんなのかしら。




「スー、スー！　夜ご飯のデザート、木き苺いちごのパイだったね！　おいしかった、わけてくれてありがとー！」

「よかったわね、ウォル」

「でもボクは、スーの作ったパイの方が好きだよ。早く領に帰って食べたい！」

　嬉しいことを言ってくれるウォルの、手て触ざわりのいい水色の毛を撫でる。私の肩口くらいの高さでふよふよ飛んでくれるので、非常に撫でやすい。

　どこもかしこも、一点の曇くもりもない白に統一された教会内。

　視界を過る円柱には蔦模様が彫り込まれ、ぐるりと金の鎖くさりが巻かれている。鎖からさげられているのは小さな鐘だ。王都内もそうだったが、至るところ鐘だらけ。それは精霊女王への敬意の証あかしなのだろう。

　私たちは今、そんな教会の食堂で夕食を終え、回かい廊ろうを歩いて部屋に戻る途中だ。

　完全に空気と化しているが、私たちの後方にはレイスもいる。外出した翌日から彼の護衛体制は強化され、夜はこうして部屋まで送り届けられるようになった。月明かりの強い夜に起こるという、精霊使い行方不明事件を案じてのことだろう。

　教会内で滅めつ多たなことは起きないと思うが、職務遂すい行こうには存外忠実な奴だ。

「領のみんなは元気かしらね。旦那様はウォルに会いたがっているんじゃない？」

「そうかな？　でもボクは、会えたら嬉しいけど、別に会いたいとは思わないよ！」

「……ウォル、あのね。旦那様に会ったら、噓うそでも『離れていて寂しかった、早く会いたかったよー！』って言うのよ。人間にはね、社交辞令というものが存在するの」

「ボクにはよくわかんない！」

「ちゃんと言えたら、旦那様がお菓子をいっぱいくれるわ」

「じゃあ言う！」

　そんな軽口をウォルと交かわしつつ足を進めていたら、私たちの部屋のある階についた。レイスも護衛なので同じ階だ。ウォルはお腹なかいっぱいで眠ねむいのか、欠伸あくびを零して姿を消してしまう。

「夜は絶対に、勝手に外へは出るなよ」

「……子どもじゃないんだから、そう何度も言わなくてもわかっているわよ」

　私の部屋の前で別れる際、レイスは強い口調で言い残していった。最近は毎日のように同じことばかり念を押されている。

　年下のくせに。子ども扱いはやめてよね。

　不ふ貞て腐くされた気分で部屋に入ると、開けっ放しだった窓から夜風が入り込み、カーテンが忙せわしなくはためいていた。冷えるので閉めておこうと歩み寄るが、窓の外に広がる光景に、私は感かん嘆たんの息を漏もらす。

　ピンクの花が咲き乱れる中庭は、雲で月が陰かげり薄うす闇やみに包まれている。

　その中で、黄色い光を翼つばさに纏う小鳥たちが五羽わ、舞うように飛んでいた。

　羽ばたく度たびに光の粒りゆう子しが散って、闇やみに幾いく重えもの星を産む。点の星は線になり、光の軌き道どうを描いては消えていく。それはとても幻げん想そう的な光景だった。

　彼らは光の精霊だ。

　だが通常なら光の精霊たちは、夜はその形を潜ひそめていることが多い。精霊は元々、太陽の光を好む生き物だ。光の精霊たちは特に陽の光を力とするので、昼間にしか人前には現れない。

　そんな彼らが、夜に集つどい舞を踊おどる時──それは、死者への弔とむらいを意味する。

「あの子たちと、仲のよかった精霊使いが亡なくなったのね。……今日が命日なのかしら」

　ここで踊っているということは、教会の使徒だった人間だろうか。こうして彼らが鎮ちん魂こんの舞を捧ささげているくらいだ、よほど親しい間あいだ柄がらだったとみえる。

　アルルヴェール領で一度、近きん隣りんに住んでいた精霊使いの三さん回かい忌きにこの舞を見たことがあったが、何度見ても綺麗だけどどこか物悲しい。

　私は瞼を下ろして、静かに黙もく禱とうを捧げた。

　そして瞳を開けば、耳に入ったのは控ひかえめなノックの音。

「誰かしら……？」

　夜中、というにはまだ早い。レイスがなにか伝え忘れたのかもと、念のためにドアの隙すき間まから人物を確認する。予想に反して、相手はレイスではなかった。

「ロア君……？」

「夜分に申し訳ありません、スーリア様」

　白いローブ姿で、私より背の低いロア君が、ドアの向こうで深々と頭を下げた。

　サラサラの金髪が、丸みを帯びた愛らしい頰にかかる。

「スーリア様にお話ししておきたいことがあり、伺うかがいました。とても重要なことです。不ふ甲が斐いなくも例の事件の対処に追われ、時間が今しか取れず、どうか急な訪問をお許しください。スーリア様さえよろしければ、その……」

　ロア君が落ち着きなく瞳を泳がせる。部屋の中をチラチラ見ていることに気付き、私は体を横にズラした。

「いいわよ、入って」

「も、申し訳ありません！　や、夜分に女性のお部屋に……し、失礼致します！」

　部屋の中心に広がる丸いカーペットの上に、銀糸で花が刺し繡しゆうされたクッションを置き、そこにロア君に座ってもらう。縮こまるロア君の前に、私も同じように腰を落ち着けた。

「それで、話というのは？」

「は、はい。大切なことばかりで、どれから話すべきか……」

　緊張した面おも持もちで床を睨んでいたロア君は、やがて改まった表情で顔を上げた。

　清廉な輝きを放つ藍色の瞳が、私を真正面から見み据すえる。

「単刀直入にお聞きします──スーリア様は、『悪魔』という人ならざる者の存在をご存じでしょうか？」

　悪魔って……レイスのこと？

　奴の『悪魔騎士』という異名から浮かんだだけだが、ロア君の様子を見ると、どうもそんな「おまえ性格悪すぎ、本当に悪魔だな！」みたいに使われる意味とは違うようだ。

「なんとなく、悪い存在ということしかわからないわ」

　素直にそう答えると、ロア君は神しん妙みような顔で頷うなずいた。

「この国では馴染みの薄い存在です。常ならば、精霊女王の守護するこの地は魔まを寄せつけません。ナーフ王国で生まれ育った人間は、悪魔の認にん識しきが曖昧な者がほとんどなのではないかと。しかし、精霊が存在するように、本物の悪魔もまた存在します」

「確かに……いてもおかしくはない、わね」

「悪魔は人を惑まどわせ陥おとしいれる。人の心に寄より添そう清き精霊とは対極です。気き紛まぐれに人間と契けい約やくを結び、人知を超こえた力を貸す代わりに、対価を要求して自身の力を強めます。……そして悪魔と契約し、その身の内に悪魔を宿した人間は、『悪魔憑つき』と呼ばれます」

「あくまつき……」

　耳馴染みのない言葉に、私は瞬きを繰り返す。

　悪魔が対価として求めるものは、契約内容によって変わるそうだが、視覚や聴ちよう覚かくなどの五感のどれか、身内の命、腕や足などの体の一部……と、聞いているだけで気分が悪くなるようなものばかりだった。

　また実は教会では、一部の霊力の強い使徒が特とく殊しゆな訓練を受け、国外に出て悪魔祓ばらいを引き受けることもあるそうだ。霊力は悪魔にも対たい抗こうし得る力なのだとか。

　……そんなのまったく知らなかったわ。

「どれも公おおやけにしている話ではありません。ただ此こ度たび、スーリア様に悪魔について明かしたのには理由があります。一連の精霊使い行方不明事件……あれは、悪魔絡みのものであると判断されました」

　ここで事件の話が出てくるとは思わず、意表を突かれて身動みじろぐ。私の中ではまだぼんやりとしていた悪魔の存在が、一気に現実味を持った気がする。

　でも、ロア君の解説通りならばそれはおかしい。

「今月からこの国で起こっている事件よ？　精霊女王の力が働いているこの国に、悪魔は近寄れないのでしょう？」

「常ならば、です。ここまで悪魔をのさばらせたのには、二つの要因が考えられます」

　男の子にしては華きや奢しやな指を立て、ロア君は語る。

「一つは、『悪魔使い』が絡んでいるからだと予想されます」

「また新しい単語が出たわね……悪魔使いって？」

「強力な悪魔と契約した上で、さらに何体もの悪魔を自在に従える人間です。奴らは自分以外の人間に悪魔を憑けることもできます」

「ええっと、他者と悪魔の仲ちゆう介かいをするということかしら？」

「はい。単独で悪魔と契約した場合、契約は不完全な場合が多いのですが、悪魔使いが間に介かい入にゆうすると、より細かい契約を強固に取り交わすことが可能です。悪魔使いによって『悪魔憑き』にされた人間は、綺麗に悪魔と同化する。よってその悪魔の気配が、契約者である人間の気配に紛まぎれてしまうのです」

　なるほど……それで、精霊女王の目を搔かい潜くぐるわけか。

　同化が完全であればあるほど、悪魔憑きの人間なのかどうかの判断は難しくなるそうだ。ただ、悪魔は基本的には契約に従うが、油断をすれば、契約者の意識と体を乗っ取ろうともするらしい。同化が進めば、その危険性も高くなる、と。

　ロア君は、その中性的な顔に苦い表情を浮かべる。

「おじい様ほどの霊力があれば、一目見ただけで同化した悪魔憑きを見つけられるかもしれませんが……僕には無理です。傍にいたとしても、おそらく気付けません」

「おじい様……？」

「ああ、申し訳ありません！　つい……！」

　わたわたと取り乱したあと、ロア君はクッションの上で居住まいを正す。

「おじい様とは、まだスーリア様が面会されていない、使徒長であるガウディ＝フィンスのことです」

「フィンスって……」

「……実は、僕は使徒長様の孫なんです」

「そうなの!?」

　諸もろ々もろの突とつ拍ぴよう子しもない話より、私にはこちらの方が身近な驚きだった。

　それなら、ロア君がこの若さで教会で働き、精霊姫の世話役に抜ばつ擢てきされたのもわかる。もちろん実力もあるのだろうけど。

　ロア君は「うっかりおじい様と呼んでしまいました……別に咎とがめられることではないのですが……お恥ずかしい」とほんのり頰を染めて俯うつむいている。

　学舎で先生をお母さん呼びするようなものかしら？

　なんにせよ、気が重くなる話ばかりだったので、少し気分が解ほぐれて癒された。

「おじ……し、使徒長様ほどお力のある方か、精霊でもよほど敏びん感かんな精霊でないと、同化の進んだ悪魔憑きは気配だけでは見分けられません。ただ悪魔憑きにも、目に見える特とく徴ちようはあります」

「どんな？」

「胸元に悪魔との『契約印』があるのです。逆さまになった、黒い蝶の印です」

　黒い蝶は悪魔の遣いなのだと、ロア君は言った。

　そういえば薬屋のレオンさんも、「黒い蝶はなにかの遣いだった気が……」と呟いていたわ。八人目の行方不明者が黒い蝶を追いかけていたことからも、事件が悪魔絡みだと判断されたようだ。

「それと、悪魔憑きは体内に悪魔の『気』が流れているため、体が冷たいのです。……悪魔に温度は、ありませんから」

　ロア君は自身の掌に視線を落とす。そのため悪魔憑きは普段、手て袋ぶくろなどで不自然なまでに手を隠したり、人と触れ合うのを極きよく端たんに避けたりするそうだ。

　冷たい体。

　胸元の黒い蝶。

　人との接触を避ける。

　ドクリと、嫌なふうに心臓が脈打つ。頭の中でロア君の言葉が巡るが、一部だけ靄もやがかかってはっきりしないような、そんな気持ち悪さに酔よう。あと少しでなにかに気付きそうなのに……気付いてしまっては、いけない気もして。

「この国に悪魔がのさばった二つ目の要因はですね……っと、だ、大丈夫ですか!?　スーリア様！」

「え……？」

「顔色が悪いです！　こ、こんな話を一気にされたら、ご気分も悪くなるかと……短たん慮りよでした。残りは別の機会にして、もう退出します……！」

「ちょ、ちょっと待って！」

　そそくさと出ていこうとするロア君の手首を咄嗟に摑つかんで引き留める。

「わ！　て、手が……！　あの、は、放して頂けると……！」

「あ、ごめんなさい」

　音を立てて沸ふつ騰とうしそうなほど、ロア君は耳まで顔を紅潮させた。少し触れただけでここまで初う心ぶな反応をされると、こちらが照れる。

　ロア君の乙女度、私より高くて困るわ。

「私は平気よ。話の続きは今聞くわ。ロア君の時間が許すなら」

「ぼ、僕もまだ大丈夫ですが……」

　まだ顔に赤みを残したまま、ロア君はクッションに座り直す。そしてコホンと咳せき払ばらいして、彼は続きを話してくれた。

「え、えっとですね、悪魔が我わが国くにに入り込み、事件を起こすのを許してしまった二つ目の要因なのですが……それは、今が聖鐘節であることが関係しています」

「聖鐘節が？　なぜ？」

「……これは精霊姫様の『本当の役割』に関することなので、本来ならば、使徒長様からお話しすべき内容なのですが」

『貴方なら、精霊姫の本当の役割をきちんと果たせるはずです』

　そう笑えみを浮かべた、マリーナさんの尊顔が脳裏を過る。

　あの時は疑問を抱いたまま終わったが、存外早く、ロア君の口から聞けるようだ。

「そもそもなぜ、精霊姫が精霊女王と謁見するのが三年に一度なのか。それはその周期で、女王の『穢けがれ』が溜たまってしまうからなのです」

「穢れって……？」

「『悪い気』のようなものだと、思って頂ければいいかと。女王はその偉い大だいなお力で、我わがナーフ王国を守護してくださっておりますが、それは言いい換かえれば様々な悪い気が国内に蔓延はびこる前に、女王が一身に引き受けておられるということです。女王とて力を使えば疲ひ弊へいし、撥はね除のけきれない穢れが少しずつ溜まります。……その溜まった穢れを祓うのが、精霊姫の本当の役割なのです」

「女王の穢れを祓う……」

「文言や剣舞は、清めの儀式の一いつ貫かんです。故に精霊姫は、霊力の強さ、性格、身分などを考こう慮りよした上で、霊力に浄じよう化かの素質がある方が選ばれます。傾けい向こう的に、水の精霊と相性のいい精霊使いは、その素質を宿している者が多いですね」

　水は穢れを洗い流す──水の精霊は元より、浄化の力が強い生き物らしい。

　歴代の精霊姫も、水の精霊と交流を図はかっていた方が大半なのだそう。そういえばマリーナさんも、爬は虫ちゆう類るいっぽい水の精霊と仲良しだったわ。

　……ウォルにそんな力があるとは、とても想像できないけど。

　穢れを綺麗にするより、お菓子の皿を綺麗にする方が上手だと思うわよ、あの子。

「ここまでの話で、精霊姫様のお役目はご理解頂けたでしょうか？」

「ええ、わかったわ……なぜ聖鐘節だと、悪魔が暴れやすくなるのかも。穢れが溜まると、女王の加護も弱まるのでしょう？　その隙すきを、悪魔が狙ねらうわけね」

「その通りでございます！　精霊姫様が女王にお会いするまでの準備期間である、聖鐘節。それは別の見方をすれば、穢れが溜まり祓われる前、女王の力が最も弱い間を指すのです。しかしこのことを知るのは、教会の者でも限られた一部。それと、歴代の精霊姫様だけです。此度の事件は、今月、聖鐘節の期間に入ってから起こりました。最初は偶ぐう然ぜんかと思いましたが……悪魔憑きが関わっているとなると、話は変わります」

「意図的に、悪魔憑きは聖鐘節の期間に事件を起こした……？」

　それはつまり。聖鐘節に女王の力が弱まると知る者──教会に関連する人物と、犯人の悪魔憑きは繫がっている、ということになる。

「疑いなど持ちたくはありませんが……。悪魔憑きに情報を漏らした存在は確実にいます」

「……その犯人の悪魔憑きは、精霊使いを何人も誘拐して、なにをしたいのかしら？」

「考えられるのは……なにかしらの儀式です。身の内の悪魔の力を使い、より大きなことを為なすための儀式。攫われた精霊使いの方々は、おそらくその生いけ贄にえです」

　不穏な単語に背筋が冷える。

　それって救出が遅おくれたら、行方不明者の命が危ない、ってことよね？

「現在は、悪魔憑きによる犯行という新たな線で、調査を見直しております。ですが急がなくては。満月の夜が近いのです」

「満月？」

「悪魔は月の光を力に変えます。太陽の光を好む、精霊とは真逆です。もしこの考察が正しく、悪魔憑きが儀式を行うのなら、次の満月の夜が最も可能性が高いのです」

　リック君の情報でも、行方不明者が消えたのは月明かりの強い夜だった。

　今日の月は雲間に潜んでいる。だけど満月の日にあの雲が晴れ、強い月明かりが地に降り注いだら──。

　ロア君は、ぎゅっと小さな拳こぶしを握る。

「──悪魔の儀式を成功させるなど、精霊女王の身み許もとで許すわけにはいきません。必ず儀式を阻そ止しし、攫われた方々を無事に助け出します。そして犯人の悪魔憑きは捕とらえ、女王のもとに跪ひざまずかせます。それが、教会の使徒である僕の使命です」

　藍色の瞳に、強固な意思の輝きが宿る。

　幼い顔立ちに急に男らしさが生まれ、不覚にも私はドキリとしてしまった。

　ロア君、可愛いのにカッコいいとか、将来有望すぎて心配になるわ。天然タラシに成長しないといいけど。

「スーリア様も月明かりの強い夜は、どうか十分に注意されてください。……といっても、精霊姫様と護衛騎士様には、女王の加護が付ふ与よされていますので、悪魔憑きに狙われることはないかと。弱まっているとはいえ、女王が自ら施した、聖鐘節の間だけの特別な加護です。普段は感じられないかもしれませんが、女王の力がスーリア様や騎士様に働いているはずです」

「レイスにも……？」

「はい。しかも騎士様には、精霊水晶までお渡ししております。あの水晶は、霊力を溜められるだけでなく、悪魔の力も封ふうじられる優すぐれものです。聖鐘の森に広がる泉の底から取れ、女王の宝剣の装そう飾しよくにも使われております。あれも聖鐘節の間しか効果が発揮されませんが、とっても貴重なんですよ！」

　誇ほこらしげに胸を張ったかと思えば、次いでロア君は難しい顔で「おじい様があの水晶を騎士様に渡された理由は、たぶん……事件を危き惧ぐして、騎士様がスーリア様をお守りする助けになるように、だと思うのですが……」と、ボソボソと呟く。自分で言っていて、その理由がしっくりきていないふうにも見える。

　あと独り言だからか、おじい様呼びに戻っているわよ、ロア君。

「と、とにかく、教会の威い信しんにかけて、事件の解決を必ずやお約束します。──それでは、夜分に失礼致しました」

　話が終わると、ロア君は素早く退出した。「もう、今日は泊とまっていく？」とからかって、最後に彼を林りん檎ご色にして遊んだのは、可愛い年下を弄いじりたくなる私の悪い癖だ。不穏な話で不安になり、誰かに傍にいてほしくて半ば本気で言ったことは……胸の内に仕し舞まっておこう。

　……でも、どうしてかしら。パタリとドアを閉じ、一人きりになった部屋で思い浮かんだのは、いつかのレイスの冷たい赤の瞳だった。
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　ロア君の訪問から数日が経過したが、私の周りは逆に不気味なくらい平和だった。

　マリーナさんとの特訓も順調で、今のところ支障はない。外出も控えているので、暇ひまを持て余しているくらいだ。

　反して、教会内のバタつきは日に日に苛か烈れつさを増している。

　ロア君と密会（？）した次の日に……ついに九人目の行方不明者が出たのだ。

　事件を解決すると宣言した舌の根も乾かぬうちに、次なる被ひ害がいを出してしまったと、ロア君はますます犯人探しに躍やつ起きになっている。

　しかもロア君は、悪魔の儀式の生贄に必要な精霊使いの数は、ちょうど十人ではないかと予想しており、それが余計に彼を焦あせらせているようだ。

　小さな体でいつも走り回っており、正直倒たおれないか心配である。雑用でもなんでも、私に手伝えることはないかと申し出たのだが、ロア君には「精霊姫様にそんなことをさせるわけにはいきません！」と一刀両断されてしまった。

　レイスとは……相変わらずだ。

　簡単な会話はすれど、それだけ。事件のことなど話題にしたいことはあるのに、結局なにも聞けなくて、歯は痒がゆさを覚えて終わる。

　ただレイスは以前にも増して、「夜は外に出るな」と口くち煩うるさく私を戒いましめる。私はそれに「わかっているわよ」と変わらず返すのみだが、そのやり取りもなんだか居い心ごこ地ちが悪い。

　──そんなふうに、すっきりしない想いを抱えたまま。

　事件は解決の糸口も摑めず、ロア君の危惧していた満月の夜……その前日があっという間に来てしまった。




「これ、『護身用に！』ってロア君に渡されたけど、置き場所に困るのよね……。使徒さんたちやレイスが交代で夜間の見回りもしているし、教会内、しかも部屋の中にいて、護身用の剣なんて必要あると思う？　ウォル」

「スーにはボクがいるから必要ないよ！　なにかあっても、ボクが守ってあげる！」

「それは頼もしいわ」

　プカプカと、水すい泡ほうを作って遊んでいるウォルの存外男前な発言に、私は笑い声を漏らす。けど水泡が弾はじけると水が飛ぶから、室内ではやめてね、ウォル。

　彼の尻尾の水状の部分は、水すい滴てきが跳ねても濡ぬれないし問題はないが、彼の生み出す水は本物なので、普通に冷たいのだ。

「でも本当に……どうしましょう、これ」

　ベッドに腰かける私の膝ひざ元もとには、絶妙な重さをもたらす女王の宝剣がある。

「満月が近いですから！」と、ロア君にすごい勢いで廊下で渡され、「これ私が昼に片付けたやつ！」と驚きながらも、勢いで受け取ってしまった。

　宝剣、こんな扱いでいいの？

　ロア君は忙しすぎてテンパっているのかもしれない。

　銀に輝く刃やいばは、対人用ではないので切れ味はない。だけど持ち手の部分の装飾は凝こっていて、ロア君が説明してくれたように、レイスの首からもさげられている精霊水晶が、しっかりと埋うめ込こまれていた。

　手に馴染んだ今でも、その宝剣の放つ神こう々ごうしさに目を細める。こんな貴重なものを床に転がしてはおけないし、箒ほうきみたいに壁に立てかけておくのも気が引ける。

　うーんと地味に頭を悩ませていると、コンコンと窓を叩く音がした。

　ビクリ、と肩が跳ねる。

　──ここは二階だ。なぜそんな音が窓からするのか。

　十分に警戒しながら、私は剣を抱えたまま、窓の傍に息を殺して歩み寄る。

　月明かりを遮さえぎるために閉めたカーテンを、ウォルに小声で注意を促うながしてから、私はおそるおそる引いた。

「…………なんだ、あなたたちなの」

　窓の外にいたのは、いつぞやの光の精霊たちだった。

　数えて五羽。小鳥の姿をした精霊たちが、黄色い光を翼に纏わせ、私の目の高さくらいで飛んでいる。強い月明かりの影えい響きようか、翼の光は前に見た時より弱々しい。

　軽い悪戯かしらと思っていたら、次いで彼らの発した言葉に、私は目を見張った。

　彼らは「助けて」と──そう言ったのだ。

「助けて、『彼』を助けて！　お願い！」

「僕が見つけたの！　彼は『あの子』のために、よくないことをしようとしている！　でも僕らじゃ止められない！　近寄ることもできないの！」

「きっと君なら助けられる！　このままじゃ彼も危ない！　僕らは彼を助けたい！」

「その前に『彼女』を助けなきゃ！　彼女にも僕らの声が届いていない！」

「そうだ！　まずは彼女を助けなきゃ！」

　一いつ斉せいにピーピーと話し出す彼らに、私は一気に混乱する。

　彼？　あの子？　彼女？

　それが一体誰のことを指していて、なにを彼らが訴うつたえたいのかさっぱりわからない。まず落ち着くように語りかけようとしたら、一羽がスゥッと窓から離れたところで旋せん回かいし、「こっちを見て！」と私の視線を誘導した。

　示された方向には、月明かりに照らされた花か壇だんと、教会と外を隔へだてる高い鉄てつ柵さくが見える。その鉄柵の向こうに、暗くら闇やみの中を歩く人物を発見した。

　ふらふらと覚束ない足取りで、その人物はなにかを追いかけている。

　必死に目を凝らす。

　闇に溶とけてしまいそうな、だけど闇の中でも存在感を現す、光こう沢たくのある黒い羽。

　月光の中を羽ばたくのは、悪魔の遣いである……黒い蝶だ。

　それだけでも喉のどがヒュッと鳴ったが、同時にその蝶を追う人物を確認して、私の心臓が早はや鐘がねを打つ。

　月の光を受けて煌きらめく、滑らかなストロベリーブロンド。

　──マリーナさんだ。

　こんな夜に、貴族の娘であるマリーナさんが、お供もつけずに一人で歩いていることがそもそもおかしい。遠目からでもぼんやりとした様子がわかり、普段から凜りんとしているマリーナさんに、明らかな異常が起きていることが見て取れる。

　そんな彼女の目線の先には──黒い蝶。

　光の精霊はマリーナさんを指し示し、「彼女を助けて！」と訴えてくる。『彼女』とはどうも、マリーナさんのことだったようだ。

　涼すずしい夜風を受けているはずなのに、頰に嫌な汗が伝う。
















　誰かを呼びに行く？　ダメだ。目を離した隙に、マリーナさんが消えてしまう。

　ここから大声で呼びかけてみる？　今の彼女ではきっと反応してくれない。

　ウォルに止めてもらう？　光の精霊たちは『近寄れない』と言った。たぶん彼女の周辺には、黒い蝶を通して悪魔の力が働いている。一いつ介かいの精霊では傍にも寄れないようだ。

　いくつもの自問自答を瞬きの合間に繰り返し、辿り着いた答えは一つだった。

　事は一刻を争う。どうやら腹を括くくるしかない。

「……ああ、もう！」

　──ここは私が行くしかないじゃない！

　室内着である軽い布地のスカートをたくし上げ、ガッと私は窓まど枠わくに足を乗せる。裸足はだしだが気にしていられない。

　高いところは得意だ。どっかの騎士様には『ガサツ』と評価を受けたこともあるように、私の特技は木登りだった。

　もちろん、幼少期の話だが。

　今この二階から普通に飛び下りたら、私は確実に怪け我がを負うだろう。足でも折れば間ま抜ぬけ極まりない──だから。

「ウォル！　さっきの水泡みたいなの、この窓の下に作れる？　私を受け止められるくらい大きいやつ！　ほら、前にもやったでしょう!?」

「え、えっと、ずっと前にスーのお部屋で、『水のベッドを作りましょう！』って試ためしたやつ？　スーが飛び込んだら水の塊かたまりがハジケて、部屋が水みず浸びたしになって、スーのお母さんにすっごく怒おこられた？」

「それよ！」

　お転てん婆ば時代の黒歴史だが、あれなら衝撃を殺せるだろう。

　それに派手に水音を立てたら、誰かが来てくれるかもしれない。

「ウォル！」

「任せて！」

　むむむと、ウォルが全身に力を入れて念じる。すると眼下にたくさんの水泡が集まり、すぐに一つに収束した。

　プルンと平たく固まれば、透とう明めいなクッションの出来上がりだ。

「いい？　ウォル。私が飛び下りたら、すぐに誰かを呼びに行って。レイスでも、ロア君でも、他の使徒さんでもいいわ。適当に捕まえてきて！」

「わかった！」という返事を耳にしたのと同時に、私は両手に剣を抱えたまま窓枠を蹴けった。宝剣はそれこそ護身用だ。なにかの役に立つかもしれない。

　襲おそう刹那の浮ふ遊ゆう感。

　体の芯がキュッと竦む感覚は懐なつかしい。

　水の塊は上手く私を受け止めてくれ、一いつ拍ぱく置いて鈍にぶい破は裂れつ音と共に四散する。

　辺り一面、私も含めてびしょ濡れだ。水の滴したたる髪をはらい、水分を含んだスカートを翻ひるがえし、片手に剣を握って走る。

　黒い蝶に近付くのは本能的に怖かったが、ここは気合いと根こん性じようだ。

　ロア君は精霊姫である私には、『女王の加護』があると言っていた。

　それがどんなふうに働くかはわからないが……万が一このまま巻き込まれても、マリーナさんの傍に私がいる方がきっといい。

　大丈夫、大丈夫、大丈夫──そう自分に言い聞かせて足を動かす。

「マリーナさん！」

　花壇の花や草を搔かき分わけ、鉄柵の間に腕を滑り込ませて、辛うじて私はマリーナさんの細い手首を取った。

「あら……？　ここは？　スー、リアさん？」

「しっかりしてください、マリーナさん！」

「おかしいわね……あの人が、密かに会って話したいことがあるって……それで……。どう、したんだったかしら？　そう、あの人が……ああ」

　夢ゆめ現うつつといった様子のマリーナさんは、黒い蝶を指差して愛いとしそうに笑う。

「なんだ。ここにいるじゃない、私の恋人」

　とろりとした濁った瞳で、そんなことを微笑みながら言うマリーナさんにゾッとした。

　彼女は幻げん覚かくを見ている？

　黒い蝶が、恋人の姿を映し出しているのか。

「ごめんなさいね、彼が呼んでいるからもう行くわ」

「ま、待ってください！　ダメです、行ってはダメです！」

　やんわり私の手を解ほどこうとするマリーナさんを、必死に引き留める。一瞬、彼女を正気に戻せたかと思ったのに、マリーナさんはまだ悪魔の夢の中にいる。

　援えん軍ぐんはまだ来ないの？　遅おそいわよ！

　脳内で悪態をつきつつ、マリーナさんを摑む手に力を込める。だが黒い蝶は、そんな私の存在が邪魔だと認識したようだ。鉄柵をスルリと抜けて、蝶が私の眼前に迫せまる。

　しまったと思い、剣ではらおうとしたが遅かった。

「あ……！」

　ポタリと私の髪から雫が落ち、地面に吸い込まれていったのを見たのが最後。

　──私の意識は、緩やかに闇に吞まれていった。
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　水面から浮ふ上じようするように脳がゆっくりと覚かく醒せいし、重い瞼まぶたを開ければ、まず感じたのは床ゆかの冷たさと、後ろ手に縛しばられている手首の痛みだった。

　……ああ、そうだったわ。私はマリーナさんを助けようとしたけど案の定巻き込まれて、悪あく魔まの手によって攫さらわれたんだわ。

　女性を縛しばり上あげて床に転がしておくとか、随ずい分ぶんな対応だ。

　おまけにウォルの水で全身が濡ぬれたままだし、じわりと寒い。

　そんな私の周辺には、同じように拘こう束そくされた人が何人も横たわっており、今はみんな気を失っている。やつれている年配の男性や、顔色の悪い妙みよう齢れいの女性。きっと全員、攫われた精せい霊れい使いだ。傍かたわらにトレーが落ちていて、食事などは与あたえられていたみたいだけど、ずっとここに監かん禁きんされていたのかしら……。

　少し離はなれたところにはマリーナさんの姿もあり、ひとまず無事な姿にホッとする。

　私は這はいつくばったまま、なんとか視線を走らせた。

　灯あかりの類いはなく、天てん井じよう近くにある小窓から、降り注ぐ月光が室内をぼんやりと照らしている。

　元は倉庫だろうか。朽くちかけた木の柱に壁かべ。それなりに広い空間には、隅すみに埃ほこりを被かぶった樽たるや木箱が積まれている。その傍そばには、女王の宝ほう剣けんが粗そ雑ざつに打ち捨てられていた。

　そしてなにより目を引くのは──部屋の中央。

　床に黒いインクで描かかれた、大きな陣じんのようなものがある。

　二重の円の中に、数字や難解な記号が記されており、如い何かにも『悪魔の儀ぎ式しき』といった禍まが々まがしさだ。円に沿って等とう間かん隔かくで配置された、怪あやしく光る赤黒い石はちょうど十個。

　……ロア君の、生いけ贄にえの数の推測は当たっていたみたい。

　空気は淀よどんでいて、精霊の気は一いつ切さい感じない。きっと悪魔憑つきが、倉庫の回りに結界みたいなものを巡めぐらせているのだろう。だから親しい精霊使いが攫さらわれても、精霊が居場所を捜さがせなかったのか。

　試ためしにウォルを心の中で呼んでみたが、返答はなかった。

　でも私に女王の加護が働いているとしたら、相棒であるウォルなら、私の気配を辿たどれるかもしれない。

　それなら……気絶したふりをして、助けが来るまで大人しくしているのが賢けん明めいかしら。

　そう思案していたが、コツコツと死角から靴くつ音おとが響ひびいて、ついビクリと身み動じろぎしてしまった。靴音は私の前で止まり、「おや？」と落ち着いた声が耳に入る。

　諦あきらめて目線を上げれば──見知らぬ男性が立っていた。

　歳としは三十ほどか。胸きよう襟きんが開いた濃のう紺こんのシャツを着て、幅はば広ひろのズボンを穿はいている。腰こしにゆったりとした赤の布を巻いていて、この国ではあまり見ない着こなしだ。

　レイスと同じ、だけど彼かれよりは色いろ艶つやの落ちる、肩かた口ぐちくらいの長さの黒くろ髪かみを、革かわ紐ひもで一つに束ねている。真面目そうな顔立ちだが、瞳ひとみに光がなく……目が見えていないのだろうか。

　それでも私が起きていることは気配で察したようで、意外そうに小首を傾かしげている。

「おかしいな。あの蝶ちようの術にかかったら、あと二時間は起きないはずなのに。起きても意識は朧おぼろ気げになるんだけど……君には悪魔の術が効きにくいのかな？」

「……あなたが、ここにいる人たちを攫った、『悪魔憑き』の犯人なの？」

　強気を装よそおって尋たずね返せば、男はあっさり「そうだよ」と肯こう定ていした。

「すごいね。悪魔憑きを知っているんだ」

　スッと男は陣を指差す。

　その拍ひよう子しに襟えりの隙すき間まから、胸むな元もとに浮うかぶ逆さの黒い蝶の印が見えた。

「精霊使いを十人。誰だれでもよかったんだ、精霊使いなら。聖せい鐘しよう節せつに入ったのを見計らって、月明かりの強い夜に黒い蝶を放つ。蝶は見た者にとって、『大切な誰か』の姿になる。それに引っかかってくれた精霊使いを、この場に儀式の生贄として呼び寄せていたんだけど……まさか最後の一人に、マリーナが来るなんてね」

　君みたいなオマケも来るし、と男はおどけた調子で肩を竦すくめた。

　誰でもよかったと言いながら、マリーナさんのことは知っている口ぶりだ。そこで男の指先に嵌はまっている、黄水晶シトリンの指輪に目が留とまる。マリーナさんと同じものだ。

　彼かの女じよは言っていた……他国で知り合った、目の不自由な恋こい人びとがいると。

「あなた、マリーナさんの恋人、よね？　マリーナさんを騙だましていたの」

「君はマリーナの知り合いなんだね。親しくなったのは偶ぐう然ぜんだよ。ただ、僕ぼくに悪魔を憑けた悪魔使いが教えてくれた、『ある願い』を叶かなえる儀式。ずっと実行の機会を窺うかがっていたんだけど、それにマリーナが利用できそうだったからね。色々情報も提供してもらったし、この場所も、元はレヴィオン家の所有地なんだ」

　男は悪びれもせず明かす。随分と口が軽いが、私に計画の概がい要ようを知られたところで問題ないということか。むしろ語る男の声は楽しげだ。

　悪魔憑きは悪魔との同化が進むと、悪魔に体や意識を乗っ取られることもあると、ロア君は説明してくれた。この男はもう半分くらい、悪魔に侵おかされて理性がきいていないのかもしれない。……それにしたって、許されたことじゃないけど。

　マリーナさんはあんなに幸せそうに、この男のことを話していたのに。

「……そこまでして悪魔の儀式で、あなたが叶えたい願いってなに？」

　考えるより先に、口先から出た質問だった。

　その時初めて、不自然なほどに上じよう機き嫌げんだった男が、光のない瞳に揺ゆれる感情を映した。切なげな表情は、これまでにない人間らしい顔だ。

「ここまで大がかりな手間をかけて、悪魔に乞こう願いなんて古来一つしかないだろう？　……死んだ人間を、生き返らせる儀式だよ」

「そんなの、成功するわけないわ」

「でも成功するかもしれない。それだけで、僕には試す価値があるんだ」

　リィにもう一度会えるならと、男がくしゃりと髪を搔かき上あげる。

　リィって……亡なくなった恋人なのかしらと、私は思わずマリーナさんに視線をやる。私の考えを悟さとったように、男は「リィは妹だよ」と可お笑かしそうに笑った。

「君は、リィの話を聞いてくれる？　今日はとても気分がいいんだ。こうしてなにも偽いつわらず、誰かと話すのは久方ぶりだ。とても楽しいね」

　どうも悪魔は月光に酔ようらしい。

　男は月明かりの影えい響きようか、箍たがが外れ高こう揚よう感かんに満たされている様子だ。

　ただ残ざん忍にんさを潜ひそませるだけの悪魔らしい表情の中に、時折まだ人間としての理知を覗のぞかせるため、どうも摑つかみどころがない。

「両親が早くに死んで、二人きりの兄きよう妹だいだった。リィは教会の使徒だったんだよ。精せい霊れい姫ひめに憧あこがれていた。いつか選ばれて、精霊女王に会ってみたいと。霊れい力りよくのない兄とは違ちがって、リィは優ゆう秀しゆうな精霊使いで、光の精霊と仲が良くてね。僕にもよく見せてくれたんだ」

「もう見えないけど。光を翼つばさに纏まとう彼らは綺き麗れいだった」と、彼は見えない瞳で過去を見る。

　そこで私は、ああと納なつ得とくした。

　小鳥の姿をした、あの光の精霊たち。いつだったか彼らが踊おどっていた死者への弔とむらいの舞まいは……男の妹である、リィさんに捧ささげるものだったのか。

　光の精霊たちの、『彼はあの子のために、よくないことをしようとしている』という言葉。あの『彼』は目の前にいるこの男のことで、『あの子』とはきっとリィさんだ。

　元より男のことを知っていたから、光の精霊たちは男がなそうとしていることを見つけられたのだろう。そして精霊姫である私に頼たよってきた、と。

「でも、リィの夢は叶わなかった。妹は死んだ。殺されたんだ」

「殺された……？」

「己の不幸を救ってくれなかったと、教会に的外れな怨うらみを抱いだく連中に。精霊たちの力を持っても助けられなかった。リィは教会の使徒だからという理由だけで、襲おそわれて無残に殺された」

　そんな血ち腥なまぐさい事件があったなんて、王都から離れた領に住む私には初耳だった。

　男の暗い瞳の奥おくに、激しい怒いかりと悲ひ哀あいが滲にじむ。

「リィを殺した連中は、捕つかまって然しかるべき罰ばつを受けた。被ひ害がい者しやはリィだけだ。リィの犠ぎ牲せいで、事件は幕を閉じた。だけど、この国に精霊女王の加護があるというなら、どうして女王はあんな奴やつらを根絶やしにしない？　どうしてそんな悲劇が起こる？　リィはあんなに女王を崇すう拝はいしていたのに！　どうして女王はリィを救わない！」

　これは悪魔ではなく、大切な妹を理り不ふ尽じんに失なくした、人間である男の慟どう哭こくだ。

　……精霊女王は、この国では神の如ごとく敬われていても、神様ではない。たとえ本物の神でも、きっと一人の人間の死は救えない。そんなことはきっと男もわかっている。

　わかっていても、叫さけばずにはいられないのだろう。

　私は這いつくばったまま男の顔を見上げる。月明かりを浴びる男の顔は、ひどく苦しげだ。だけど瞬まばたきの間に、すぐに張りついたような笑えみに変わる。

「リィを失ってこの国から出た僕は、日々をなにも感じず過ごしていた。そんな僕に、悪魔使いを名乗る者が手を差さし伸のべてくれたんだ。死んだ者を生き返らせる方法があると。相応の対価を払はらって契けい約やくし、悪魔の力を得れば、それができると」

「対価……」

「僕が払った契約の対価は、『前払い』で瞳の視力。それから『後払い』で、死後の僕の魂たましい。大した対価じゃないよ」

　男の目が見えないのは、悪魔との契約の代だい償しようだったようだ。私は頭をふるりと振ふる。

　──なんで、なのかしら。

　どうしてここで……レイスのことが頭を過よぎったの。

「僕は悪魔使いに感謝しているよ。儀式の方法まですべて教えてくれたんだ。中には無理やり悪魔を憑けられた奴もいるらしいけど……僕は自分で、悪魔憑きになることを選んだ。悪魔は精霊女王なんかよりよほど信じられるね」

　例えば孤こ独どくに彷徨さまよう夜の海に、灯りを一つ落とされたら、それがどれだけ不安定な光だろうと人は縋すがるしかないだろう。きっと妹さんを失って絶望に嘆なげく彼が摑める灯りは、悪魔使いの手だけだったのだ。

　そう考えれば、心の隅が微かすかに軋きしむけど……下手な憐れん憫びんを抱くのはよくないわね。

　背景はどうあれ、関係のない人たちを犠牲にしていいはずがない。

「満月は明日の夜。儀式までにはあと一晩ある。今日は揃そろった生贄を確かく認にんしに来ただけだったけど、君と話せてよかったよ。……ああ、でも」

　屈かがみ込み、男が私に視線を合わす。

「儀式の人数的に、君かマリーナのどちらかだけでいいな。どっちにしようか？」

「いらない方は……無事に帰してくれるの」

「それは難しい相談だね。どちらにするかは明日にでも決めればいいか。──さあ、もうお眠ねむり」

　男が掌てのひらを広げれば、そこから黒い蝶が現れ、私の目の前で毒々しい羽を揺らす。

　目を逸そらしたいのに、目が離せない。

　女王の加護のおかげで悪魔の術にはかかりにくいといっても、これではまた眠ってしまう。このまま助けが来なくて、起きたら儀式の真っただ中……なんて想像したら、背筋が震ふるえた。

　嫌いや、怖こわい、眠りたくない。

　だけど意識はどんどん遠とお退のいていく。

　本当に、どうしてこんな目に遭あっているのか。精霊姫に選ばれてから散々な気がするわ。

　……久しぶりに会った幼おさな馴な染じみは、よくわからないし。

　アイツはなにを考えて、なにを思っているの？　私が攫われて、少しは焦あせってくれている？　職務とか精霊姫とか関係ない、ただの私を心配してくれている？

　なに一つ、私にはわからないけど。

　今は無む性しように、昔のように私の名前を呼ぶ、アイツの声が聴ききたかった。

　脳が霞かすみがかって思考が定まらず、取り留めのないことばかりが浮かんでは消える。

　そして──いよいよ意識を手放しかけた時だった。




「スーリア！」




　ドアが勢いよく開く音と共に、アイツの……レイスの声が聞こえた瞬しゆん間かん、私の瞳からは知らずに涙なみだが零こぼれ落おちていた。

　現れたのはレイス一人だった。

　彼は騎き士し団だん用と思わしき、金の飾かざりが施ほどこされた純白の外がい套とうを羽織っている。付属のフードを深く被り、いつも腰に携たずさえている剣けんを手に、一直線に駆かけてくる。

　男は黒い蝶をレイスに向けて放つが、レイスは難なく剣で蝶の羽を切きり裂さいた。

　そのまま勢いを殺さず男に切り込む。しかし男は目が見えない分、気配には敏びん感かんなのか、上う手まく躱かわし距きよ離りを取る。

「レイス……」

「スー……無事で……っ！」

　私の前に来て膝ひざをついたレイスは、フードから覗く瞳に安あん堵どを乗せて息を吐はいた。外套の前ボタンは全開で、彼の首からさがる精霊水すい晶しようが、眼前でゆらゆらと揺れている。

　もしかして、必死になって私を助けに来てくれた？

　でも、また水晶が黒く……むしろ前よりも濁にごりが広がっている？

　ああ、それより今。レイスは私のことを『スー』と、昔のように愛あい称しようで呼んだ？

　瞬しゆん時じに様々なことが起こったために、私は流れる涙も止められず、ただ呆ぼう然ぜんとレイスを見上げる。そんな私の頰ほおに、レイスはそっと手を伸ばす。

　しかし、いつかのように触ふれる直前に腕うでを引き、彼は口元を引き結んだ。また胸に手を押おし当あてる動作をしたあと、普ふ段だん通りの感情のない瞳に戻もどり、素す早ばやく剣先で私の腕の縄なわを切る。

　離れたところで、男は私たちを思案気に観察している。

　レイスはそちらの警けい戒かいも怠おこたらず、スッと小窓に視線を走らせた。いつの間にか月には雲がかかり、その明かりを僅わずかに弱めている。

「……このくらいの月明かりなら大だい丈じよう夫ぶか」

　そう小声で呟つぶやくと、レイスはすぐさま立ち上がった。はらうようにフードを取り、彼は外套を脱ぬいで私の頭上へと落とす。

「な、なにっ？」

「着ていろ、濡れている。それと……遅おそくなって、悪かった」

　静かに落ちたその言葉に、私は刮かつ目もくする。背を向けたレイスの顔は窺えないが、私は受け取った外套を、自由になった手で引き寄せた。

　……レイスが、来てくれてよかった。

「君は、教会の人間？　よくこの場所がわかったね」

「俺おれは騎士団の者だ。じきに精霊に案内され、教会の使徒たちもここに来る」

「精霊……？　おかしいな。悪魔の結界を張ったこの場所は、精霊にはわからないはずなのに。でも一番おかしいのは……」

　ああ、やっぱりウォルが私を見つけてくれたのね。

　レイスが逸いち早はやく来てくれただけで、ロア君たちもやがて揃うようだ。

　しかし、追おい詰つめられているはずの男は焦った様子もなく、レイスに対して不思議そうに首を傾げている。

「……君も、僕と『同じ』だよね？　かなり抑おさえているみたいだけど、わかるよ。それなのに僕の邪じや魔まをするのかい？」

「黙だまれ。……お前なんかと一いつ緒しよにするな」

「うん、確かに僕より複雑な契約を強しいられているようだ。しかも無理やり、なのかな？　なら残念。わかってもらえると思ったけど難しそうだね。捕まるわけにはいかないから、仕切り直しかな」

　男が手を振り上げれば、無数の黒い蝶が彼を取り囲む。

　二人の意味ありげな会話について考える暇ひまもない。一いつ斉せいにひらひらと飛び立った蝶たちは、私の傍でまだ意識を失っている人たちの頭上を舞まう。

　その内の一羽が、年若い男性の首に留まった。

　黒い羽が赤みを帯びたかと思えば、男性の顔から血の気がみるみる引いていく。

「血を、吸っている……？」

　急いで私は立ち上がり、外套で蝶をはらった。その蝶は霧む散さんして消えたが、上空で飛ぶ黒い蝶たちは、いまだ生贄の血を狙ねらうように羽ばたいている。

「本来なら明日の満月の夜に、新しん鮮せんな生贄の血を陣に流すつもりだったんだけど。邪魔が入ったから、血だけもらって別の場所で儀式をやり直すよ。リィのために、致ち死し量の血を蝶に渡わたしてくれ」

　事もなげに残ざん酷こくなことを告げて、男は悪魔の顔で微笑ほほえむ。

　レイスは矢や面おもてに立ち、襲いくる蝶を次々と剣で薙なぎはらってくれているが、敵の数と背に庇かばう人数が多すぎる。

　振るう剣を避よけ飛んできた蝶を私も外套ではらうが、このままだとすぐに限界がきてしまう。焦りを募つのらせていると、レイスは鋭するどい声で「あの水の精霊を呼べ！」と言った。

「み、水の精霊ってウォル？」

「そうだ。もう使徒たちを連れて近くまで来ている。今は月明かりが弱い。悪魔の結界の効力も弱まっているはずだ。お前の気配を辿れたあの精霊なら、結界の外にいてもお前の呼び声に応えられる」

「わ、わかったわ」

　……なんでレイスが、悪魔の月明かりの仕組みのことを知っているのか。

　そんな疑問は後回しで、私は心の中でウォルを呼ぶ。一回目は反応がない。だけど諦めず、何度も強くウォルの名前を呼び続ける。

　そして──

「──スー！」

「ウォル！」

　ポンッとようやく現れてくれたウォルは、水の精霊のくせに、翡ひ翠すい色の瞳にたっぷり水を溜ためて、一目散に私の胸に飛とび込こんできた。

「スー！　スー！　スー！　ごめんね、ごめんね！　ボクが黒くろ頭あたまを呼びに行くのが遅くて、スーを危ない目に遭わせちゃった！　だいじょうぶ？　ケガしてない？」

「私は平気よ。心配してくれてありがとう、ウォル」

　私はよしよしと水色の頭を撫なでた。ウォルはぐりぐりと私の胸に頭を擦すりつけてくる。その小さな温かさに心底安心した。

　だけど、和なごんでいる余よ裕ゆうはない。

「ねぇ、ウォル。あなたにまた頼たのみたいことがあるの」

「いいよ。なんでも言って、スー！」

「あの黒い蝶たちはここにいる人たちを狙っている。このままだと、レイスが自由に戦えないの。あの蝶を撃げき退たいして、彼らを守ることはできる？」

「やってみる！」

　マリーナさんを引き留めた時は、強い月光の下で精霊の力は悪魔に適かなわなかった。だけどこの月明かりの弱い今なら、ウォルの力でなんとかできるかもしれない。

　ウォルはくるっと一回転して、蝶の数に負けないくらいの水すい泡ほうを生み出した。それを「えい！」と、次々蝶にぶつけていく。

　パンッと小気味のいい音を立てて、蝶は空中で水泡と共に弾はじけて消える。

　水の精霊は穢けがれに有効だ。悪魔の遣つかい相手に、ウォルの力は上手く働いてくれた。

「さすがよ、ウォル！」

　えっへんとウォルが小さな胸を張る。

　私は「こっちは任せて！」とレイスに対して声を張り上げた。

　レイスは一いつ瞬しゆんだけこちらを確認すると、男の方へと駆け出す。途と端たん、男の周りを飛んでいた蝶たちは、鋭く尖とがる黒い刃やいばへと姿を変えた。

　それらがレイスをめがけて降り注ぐ。

　刃の雨に、私の口から短い悲鳴が漏もれるが、レイスはどこまでも冷静だった。

　最小限の動きで避け、剣で弾き、裾すそを切り裂かれる程度で回かい避ひしている。人間離れした身のこなしだ。

　レイスって……あんなに強かったの。

　着実に距離を詰つめるレイスに、犯人の男にもさすがに焦りが生じる。ここまで腕が立つとは誤算だったようだ。接近戦になったら、確実にレイスに軍配が上がるだろう。

「くっ！」

　苦肉の策か、男は黒い刃を操作し、天井近くの小窓のガラスを割った。

　ガシャンッと派手な音が鳴る。そちらに本能的に意識を取られたレイスの動きが、ほんの僅か鈍にぶった隙すきに、黒い刃がレイスの首元を掠かすめた。

　彼に傷はつかなかったが、精霊水晶を繫つなぐ紐ひもが切られ、水晶が地面に叩たたきつけられる。

　砕くだけた水晶に、レイスが苦く悶もんの表情を浮かべた。

　一いち撃げき、二撃。

　続けて刃がレイスを切りつける。

「レイス……っ！」

　精霊水晶が砕けたことは、レイスに大きな動どう揺ようを与えたようだ。それまでは事もなげに躱かわしていた刃を身に受け、足や腕から鮮せん血けつが飛ぶ。

「行っちゃダメだよ、スー！」

　無む謀ぼうにも水泡の防ぼう壁へきから出て、彼のもとに行こうとする私を、ウォルが慌あわてて引き留めた。

　ぐらり、とレイスの体が傾かたむく。

　私はぎゅっと固く目を瞑つぶった。




　──瞬時に瞼の裏に浮かんだのは、幼い頃ころの記き憶おくだ。

　まだ私たちの仲が良かった頃。

　アランおじさまに剣の稽けい古こをつけてもらっているレイスを、私はこっそり見に行ったことがあった。

　すでにその才覚を発揮していたレイスだが、元騎士団所属で名の知れた剣けん士しでもあったおじさまには、まだまだ敵かなわず。レイスは何度も地面に転がされ、「そんなんじゃ、スーリアちゃんは守れないぞー」とアランおじさまにニヤニヤ笑われていた。

　見守る私は私で、「ああ、おじさまやりすぎよ！」「頑がん張ばってレイス！」と、ハラハラしたり応おう援えんしたりと忙いそがしかったが。

　地に這いつくばって土まみれになっても、レイスは赤い瞳でおじさまを睨にらみ上げ、幾いく度ども無言で立ち上がり剣を構えていた。

　その末におじさまの剣を叩き落とし、一本取った時は、私は隠かくれてガッツポーズを取ったものだ。

　そうだ、レイスは結構、負まけず嫌ぎらいなのよね。




　──ドサッと鈍い音が響く。

　同時に、刃が床を叩く音もやんだ。

　おそるおそる目を開ければ、レイスが息を荒あららげながらも、倒たおれる男の喉のど元もとに剣の切っ先を向けていた。

　あそこから立て直し、畳たたみかけたのだろうか。黒い蝶の姿もすべて消えている。

　これで……勝敗は決まった。

　私はレイスの無事な姿に、止まった涙が再び溢あふれそうになる。怪け我がは負っているが、大きなものはないようで、本当によかった。

「君は……やはりおかしいよ。そこまで同化しながら、なぜ正気を保っていられる？　一体どんな代償を払ったんだい？　それとも後払いで、これから大きなものを失わなくてはいけないのかな？」

「……余計な口を叩くな」

「でも僕も、こんなところで諦めるわけにはいかない。リィが僕を待っているんだ。今度こそ僕が、リィを精霊姫にしてあげなくちゃ。リィ、リィを……っ、ぐっ！」

　急に男が苦しげな呻うめき声を漏らす。どうも様子がおかしい。

　レイスも剣を持たない手で胸元を押さえ、ひどく具合が悪そうだ。

　そこで──バタバタと足音が近付き、「その男から離れてください、騎士様！」という、幼さを残す少年の声が、倉庫の入り口から響いた。

「ロア君？」

　現れたのはロア君、それと五、六人ほどの使徒さんだ。

　彼らは皆みな、普段の白いローブの袖そでの上に、金糸で鐘の形を縫ぬい込こんだ腕わん章しようをつけている。前にロア君が言っていた、悪魔祓ばらいのできる霊力の強い使徒たちだろうか。

「早く離れてください！　急がないと、暴走が……！」

　ロア君の言葉を遮さえぎるように、男は一ひと際きわ大きな唸うなりをあげる。

　──すると、男の胸元にある逆さの蝶の模様がドロリと溶とけ、そこから黒々しい液体が溢れてきた。

　レイスが男から飛とび退のく。使徒さんたちは誘ゆう拐かいされた人たちの保護に走り、ロア君は私のもとに駆け寄ってきてくれた。

　そうしている間にも、液体はどんどん量を増し、男の周囲一帯は黒い沼ぬまと化していく。

　これは……なに？

「……彼の中の悪魔が暴走しています。契約が不完全だったのか……あの悪魔が創り出した黒い沼は、契約に反し、契約者である男を魂ごと吞のみ込こもうとしております」

「ええっと、悪魔使いによって、悪魔憑きになった人間の契約は強固なはずじゃ……？」

「その悪魔使いの力が本物であるならば、そうです。おそらく彼に悪魔を憑けた悪魔使いは三流……やろうとしていた儀式も、見たところ反魂の儀ぎのようですが、正しい手順を教えたのかどうかも……。推測ですが、精霊使いに怨みを持つ半はん端ぱな悪魔使いが、あの男をけしかけて、一いつ矢し報むくいんとしたのでしょう」

「……憐あわれです。ああなっては、僕らの力では救えません」と、ロア君は瞳を伏ふせた。

　元より、同化の進んだ悪魔憑きの悪魔を祓うのは至難の業わざらしく、犯人の悪魔を取り除けるかどうかはわからなかったようだが。男に然るべき償つぐないをさせたかったロア君は、己おのれの力の及およばなさを歯は痒がゆく思っているようだ。

　けど……それならあの男は、悪魔使いに利用された、ということよね。

「い、嫌だ、なんで!?　契約が違う！　こんなはずじゃ……まだ死にたくない、死にたくない！　リィを精霊姫にすると約束したんだ！　僕はまだ、リィになにも……っ！」

　悲痛な叫びごと、黒い沼はズブズブと男の体を吞み込んでいく。

　男の両足はもう、悪魔の産んだ底なし沼の中だ。

　レイスは使徒さんたちの手当てを拒きよ否ひし、隅の壁に凭もたれて、そんな男を赤い瞳で冷たく見み据すえている。

　月明かりが届かない位置なので見えにくいが、やはり顔色が悪い。気にかかるけど、男の凄せい惨さんな末路に、私は体が竦んで指先一つ動かせない。

　もがきながら妹の名を呼び続ける彼は、虚むなしくも悲しかった。

　助けを求める男の手を取れる者は誰もいない……そう、思っていたのだが。

　タッと、誰かが私の横を走はしり抜ぬける。

　引き留める使徒さんたちの声も聞かず、沼をめがけて駆けるのは──マリーナさんだ。

　元精霊姫であるマリーナさんは、他の精霊使いの人たちと比べると、術のかかりが浅かったのかもしれない。黒い蝶の洗脳が逸早く解けて目を覚ましたようだ。

　彼女は迷いなく、黒い沼へと飛び込んだ。

「マリーナさん！」

　私は焦しよう燥そうを滲ませて彼女の名を叫ぶ。

　マリーナさんは長い髪に汚お泥でいが絡からもうと気にも留めず、沼の中心へと進み、もう腰まで黒に浸つかった男の手を取ったのだ。

「マリーナさん、ダメです！　その男は貴方あなたを騙していたんです！　早くそこから逃にげてください！　このままだとマリーナさんまで……！」

「はい。聞こえていましたよ、スーリアさん。だいぶ前から意識が戻り始めていたので、彼の語ったことはすべて、私の耳にも入りました」

「それならどうして……!?」

　暴走した悪魔は、自らやってきた新たな獲え物ものを逃のがさない。

　マリーナさんの体は、男と同じく黒い沼底へ引ひき摺ずられていく。

「……彼に精霊姫の役割や、聖鐘節の秘密を明かしたのは私です。彼の計画を知らなかったとはいえ、事態を引き起こした責任は私にもあります。共犯なのです、私も」

「そんな……だ、だからって、マリーナさんまで悪魔に喰くわれる必要はありません！　そこまでの罪を、貴方が一緒に負う必要なんて……！」

　必死に訴うつたえる私の叫びに、マリーナさんは静かに首を横に振った。

「罪を共に背負うだなんて、そこまで大おお仰ぎようなことは考えておりませんよ。……スーリアさん、私ね、リィさんのことはずっと前から知っていました」

「え……」

「『死んだ妹がいる』ということだけでしたが。彼女のことを話す彼の顔が、とても優やさしげで……だけどひどく、寂さびしそうで。私はその時、この人の傍にいたいと思いました。死んだ妹さんを想おもい続ける、悲しいほど愛情深い彼に、私は恋というものをしたんです」

　マリーナさんは男の手を両手で包み、慈いつくしむように微笑んだ。

　雲をはらった月明かりが、そんな二人を煌こう々こうと照らしている。

「彼の行いは決して許されません。だけど私は、リィさんのために悪魔の儀式に手を出した彼を、愚おろかだとも切り捨てられません。利用されていただけだとしても、私は最後まで、この人の手を取りたいのです」

「マリーナ……」

「仕方のない人ですね、ベル様。本当に、仕方のない人」

「っ、すまない！　僕は君を……っ！　もういいから手を離してくれ！」

「私が離したら、あなたは最後まで独りになりますよ？　それはあまりに寂しいです。だから私が傍にいてあげます。……スーリアさん。せっかく私を救おうとしてくれたのに、こんな選せん択たくをしてごめんなさい」

　マリーナさんが「スーリアさんはどうか、私とは違う幸せな恋をしてください」と、いつかのように冗じよう談だんめかして笑う。沈しずみゆく二人の指に嵌はまるお揃いの黄水晶シトリンの指輪が、月光を受けて切なげな光を宿している。

　悪魔が身の内から出て暴走を始めたせいか、正気を取り戻しつつあるベルと呼ばれた彼は、動ける範はん囲いでマリーナさんを懸けん命めいに振り払おうとするが、それをマリーナさんは拒こばみ、二人の体は共に悪魔の闇やみの中へ落ちていく。

　ああ、嫌だ。

　こんなの、私が嫌。

「後味が悪すぎるわ……っ！」

「スー？」と戸と惑まどうウォルの声を耳に、私はレイスからもらった外套を羽織って、裸足はだしで地を蹴けり走り出す。

　レイスが私を止めようと、体を起こしかけたのが視界の端はしに過ったけど……大丈夫よ、なんとかしてみせるから。勢いよく、私は地に転がる女王の宝剣を手に取った。特訓の成果か手に馴な染じむそれを抱かかえ、黒い沼へと足早に近付く。

　そして黒い液体が足元に届くギリギリの位置に立ち、大きく剣を振り上げ、切っ先を沼へと突つき刺さした。

「ス、スーリアさん、なにを……？」

　マリーナさんが、突とつ拍ぴよう子しもない私の行動に目を見開いている。

　──精霊女王の名を冠かんする、由ゆい緒しよ正しきこの宝剣。

　これに、現げん役えき精霊姫で、浄じよう化かの素質があるらしい私の霊力を流せば、悪魔の力を打ち消せるのではないか。

　ただの思いつきで、上手くいく保証なんて微み塵じんもない。

　だけど、やらないよりは試す方がいいと思った。

　摑んでいる剣の柄つかから、霊力が刀身に流れるようにイメージする。すると自分の体から、一つの力が急速に失われていくのがわかった。視界が揺らいで、頭がくらくらする。それでも耐たえて霊力を流し続ける。

「スー！　ボクもっ、ボクも手伝うよ！」

「ウォル！」

　私の肩にぴょんっと飛び乗ったウォルが、自身の霊力を分け与えてくれた。危ないことに付き合わせてごめんねと、心の中で謝あやまる。支えてくれるウォルの助けもあり、持ち直した私も有ありっ丈たけの力を注ぐ。

　やがて剣先から眩まばゆい光が生まれたと思うと、その光は黒い沼を白へとどんどん塗ぬり替かえていった。

　獣けものの咆ほう哮こうにも似た、悪魔の断だん末まつ魔まの悲鳴が轟とどろく。

　ロア君を含めた使徒さんたちの驚きよう嘆たんのざわめきに交じり、「スーリア！」と必死に呼ぶ、レイスの声が耳の奥を掠めた。

　知らなかったわ……霊力って、使いすぎると眠くなるのね。

　一気に押し寄せてくる疲ひ労ろう感に、私はマリーナさんたちの安否を確かめる間もなく、剣から手を離して意識を落としていく。

　瞼を閉じる直前、離れたところにいるレイスの赤い瞳と、確かに目が合った気がした。

　……やっぱり私には、貴方の想いや考えなんて、ちっともわからないけど。




　ねぇ、レイス。

　次に会えたら、私は貴方にちゃんと──。
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「ああ、目が覚めましたか、スーリア様！　お体は大丈夫ですか？」

「ロア君……？」

　瞳をこじ開ければ、一番に視界に飛び込んできたのは、ロア君の愛らしいお顔だった。

「スー！　スーが起きた！」

　水状の尻しつ尾ぽを嬉うれしそうにちゃぷちゃぷさせて、ウォルも私の顔を覗き込んでくる。

　ゆっくり体を起こせば、ここが自分に与えられた部屋だとわかった。教会の、見慣れたクリーム色の室内。良質なシーツが敷しかれたベッドの上だ。

「私は……あのあとどうなって……？」

　マリーナさんを助けたくて、女王の宝剣を悪魔の沼に突き刺したところまでは覚えている。あれからどうなったのだろう。

　マリーナさんは？　犯人の男は？

　それに、今は何時だろうか。体が怠だるくて……とてもお腹なかが空いている。ぐぅと間ま抜ぬけな音が鳴って、私は慌ててお腹を押さえた。「スーが腹ペコだー！」と騒さわぐ、デリカシーに欠けるウォルをじと目で睨めば、ロア君は気き遣づかわしげに苦く笑しようする。

「空腹であって当然ですよ。昨日の事件から、日付が変わりもう夕方……スーリア様は半日以上、眠っておられましたから」

「え、そんなに？」

「はい。霊力の使いすぎによる疲労ですので、体に大きな異常はないかと思いますが、ご無理なさらず。またスーリア様のおかげで、悪魔の沼に落ちかけていた二人も無事です」

「そう……よかった」

　私の判断と行動は、どうやら間ま違ちがっていなかったみたいだ。

「詳くわしい話は後にして、まずはお食事をここに運びますね。っと、その前に！　スーリア様が目覚めたことを、騎士様に報告してきます！」

「騎士様……って、レイス？」

　ロア君は「はい」と頷うなずき、ベッド横の椅い子すから勇んで立ち上がる。なんでもレイスはこの部屋の前にいるらしい。

　別に外で待たなくても、レイスも部屋に入って来ればいいのに。

　私の訝いぶかしげな表情を読んだロア君は、困ったように眉まゆを下げる。

「騎士様は頑かたくなに入室を拒みまして……。ですがスーリア様が運び込まれてからずっと、部屋の外でスーリア様が目覚めるのを待っておられました。彼も怪我をしているので休んでいただきたいのですが……お願いしても動かれません」

「よほど、スーリア様が心配なのですね」と微笑み、ロア君はローブを捌さばいて退出した。

　私はボサボサの髪を手で梳すいて、横目で白いドアを見つめる。

　──この扉とびらを隔へだてた向こうに、レイスがいる。

　あの倉庫でのレイスの言動について、私は彼と色々と話がしたかったけど、いま一つどう切り出せばいいかわからない。

　次に会えたら、ちゃんと聞こうと決めたはずなのに。

　あと……ちょっと癪しやくというか、悔くやしいけど、一番に助けに来てくれたのはアイツだから。

　一応お礼も言わなきゃ。

「スー、いっぱいご飯を食べて、早く元気になってね！」

「そうね、まずは食事からよね、ウォル」

　ベッドの上でころころ転がるウォルに頷き返す。まずはお腹を満たして、ロア君から事件の話を聞かないと。……レイスのことはそれからにしましょう。




　自室で食事を終えてから、ロア君から聞いた事件の顚てん末まつはこうだ。

　私が悪魔の沼を打ち消して倒れたあと、男は使徒さんたちに身み柄がらを拘束され、マリーナさんを含めた被害者たちは教会が保護した。

　幸いにして悪魔の儀式は未み遂すい。攫われた精霊使いたちには目立った外傷もなく、むしろ全員、蝶を追いかけていた時からの記憶が曖あい昧まいで、一体なにがあったのやら……という感じだったみたい。

　事情聴ちよう取しゆも終え、無事にそれぞれの帰る場所に戻れたそうだ。

　マリーナさんもレヴィオン家から迎むかえが来たと聞いた。

　犯人と繫がりがあったとはいえ、彼女は男の計画を知らなかったのだから、あくまで一被害者だ。

　ご家族はマリーナさんの心身を案じ、しばらくは遠方で療りよう養ようすることを彼女に勧すすめたとか。明朝には発たつそうなので、お別れは言えそうにない。

　犯人である男の処分は……留保中だ。

　悪魔が抜けて正気を取り戻したかと思ったが、暴走した悪魔に喰われかけた後こう遺い症しようか、意識が朦もう朧ろうとして会話もままならない状態らしい。じきに正常に戻るという見立てだが、戻ればなにかしらの厳しい罰は免まぬがれない。

　元よりこの国で、悪魔憑きによる犯行は扱あつかいが難しい案件なのでと、ロア君は深くは語らなかったけど。

　……でも、マリーナさんが私にと、ロア君に預けた手紙によれば、それでも彼女は男がいつか自分のもとに帰るのを、気長に待つとあった。

『待つのに疲つかれたら、あっさり浮うわ気きしちゃうかもですが』

　そう流りゆう麗れいな字で綴つづった彼女は、私が思うより強したたかで少し笑ってしまった。

　手紙は最後に、『あの人を救ってくれてありがとうございます、スーリアさん』という一文で締しめ括くくられていた。




　──こうして精霊使い行ゆく方え不明事件が終息し、訪おとずれた今晩。

　満月の夜。

　しかし、事件が解決した今、満月だからと警戒する必要はもうない。

　そしていつの間にか、精霊女王との謁えつ見けんは明後日あさつてに差さし迫せまっていた。

「うーん、ちょっと服を多めに持ってきすぎたかしら……？」

　私はロア君と話し終えてから、湯浴みをして、部屋で今さらすぎる荷物の整理をしていた。

　理由は簡単、手て持もち無ぶ沙さ汰ただからだ。

　ウォルは窓まど際ぎわで、小鳥の姿をした光の精霊たちと戯たわむれているので、私は一人で手を動かす。光の精霊たちは声を揃えて、私とウォルにお礼を述べていた。……そういえば、事件の現場にいた使徒さんたちも、揃ってお見舞いに来てくれたわね。

『悪魔の撃退、お見事でした！　まさか悪魔の沼を打ち消すなど……水の精霊様との絆きずなにも心打たれました。我々はスーリア様の勇姿と慈じ悲ひの精神、精霊との理想的な繫がりを築かれている様を讃たたえたいです！』

　などと熱っぽい瞳で賛美され、盛せい大だいにたじろいでしまった。精霊が自ら一人の人間に、危険を承知であそこまで力を貸すというのは稀まれなことらしく、そこも彼らの琴きん線せんに触れたらしい。

　私もウォルには感謝しているが、そこまで大おお袈げ裟さに持ち上げられることじゃないと思うから、眩まぶしすぎる熱視線は勘かん弁べんしてほしいけど。

「あら……？」

　そんなことを考えながら荷物を次々片付けていると、一つの小こ袋ぶくろが目に留まった。なにか硬いものが入っていて、赤い紐で口が縛ってある。

　これは、私の持参したものではないわ。

「たぶん、レイスのよね」

　私と彼の荷物は、馬車に隣となり合あわせで積んであった。悪路で馬車が揺れた際、荷物がひっくり返って直したので、その時に彼のものが紛まぎれてしまったのだろう。

　……なんか、レイスのものが手元にあるとか、微び妙みように気まずいわね。

　なんだかんだタイミングを逃し、実はまだレイスと会っていない。レイスも怪我人ということで、今日は夜間の見回りもなく、もう部屋で休んでいるはずだし……うん。

　この小袋を返すことを口実に、今彼の部屋に行けば、色々話すきっかけになるかも。

　まだ夜中というほどの時間でもないしと、意を決して袋を持って立ち上がる。中身がなにか気にしつつ、私はウォルに一声かけてレイスの部屋へと向かった。




　レイスに与えられた部屋は私と同じ階、廊ろう下かを真まっ直すぐ行った突き当たりにある。

　使徒さんたちの生活する階とは別の階で、見回りもまだのようだ。薄うす暗ぐらい廊下を歩いてもすれ違う人はいない。

　勢いで来ちゃったけど……緊きん張ちようしてきたわ。

　こうしてレイスのもとを私から訪ねるのは、思えば再会してから初めてだ。昔は当たり前のように、孤こ児じ院いんに寄ってレイスに会いに行っていたというのに。

　でもここまで来たら引き返せないわと、私は袋を握にぎり締しめ、彼の部屋を目指す。しかし傍まで来て立ち止まった。

「扉が、開いている……？」

　扉が僅かに開き、中から光が薄らと漏れている。

　なぜか違い和わ感かんを抱き、私は自然と足音を殺して扉に忍しのび寄よった。

　薄うす闇やみに伸びる細い光が、私を妖あやしく導いているようだ。よくない行こう為いだと理解していても、つい中を覗いてしまう。

　正面の窓には分厚いカーテンがかかり、月の光などは一切入らないようになっている。灯りはついていても、室内は全体的に仄ほの暗ぐらい。

　視線を下げれば、すぐそこに外套が無造作に落ちていた。急いで部屋に駆け込んで外套を脱ぎ捨てた……というところ？　扉を閉める余裕もなかったのか。

　息を詰めて見渡せば、ベッドの傍で床に膝をつくレイスを見つけた。

　周囲には物が散乱し、見覚えのある小こ瓶びんが数個、空になって転がっている。

　赤い花のラベル。リコラの睡すい眠みん薬やくだ。

　レイスは全身を震わせ、苦しげに胸を押さえている。

　反対の手はなにかを握り締めていて……あれは精霊水晶？

　どす黒く変色しているが、事件の際に砕けた水晶の破は片へんではないか。黒い沼には吞まれず回収されていたのか。尖った部分がレイスの掌を穿うがち、ポタリと滴したたる血が、白い絨じゆう毯たんに赤い染しみを作っている。

　その尋じん常じようではない様子に、私はすぐにでも彼に走り寄りたかったが、体が硬こう直ちよくして瞬き一つできない。

　──この状況は、あの日に似ている。

　薄暗い荒あれた部屋。

　流れる赤。

　胸元を強く押さえた、苦しげなレイス。

　三年ほど前。私とレイスが決別する境目となったあの日の光景が、目の前でもう一度繰くり返かえされているようだ。

「……！」
















　レイスが小声で、だけど強い口調で、なにかを呟いている。

「っがう、違う、違う、違う！　俺はあんな女、好きじゃないっ。嫌いだ、大嫌いだ！　だから……っ！」

『俺はあんな女、好きじゃない。むしろ嫌いだ。大嫌いだ』

　……これも、同じだ。

　レイスの十三歳さいの誕生日に、彼が吐き捨てたその言葉に、私は胸が抉えぐられるほど傷ついた。あの時はリンスの問いに対しての返答だったけど……今は？

　レイスは一体、誰と話しているの？

　黒ずんだ精霊水晶を投げ打ち、レイスは転がる小瓶の一つを手に取った。まだ中身の残るそれを、一気に呷あおる。

　コロリと空になった瓶を床に落として、レイスは荒い呼吸を繰り返す。

　私は凍りついたようにその場から動けない。

　やがて、彼の小刻みに震える体が、微かに落ち着きを見せ始める。

「あと、少し。もう少しだ。あと少しだけ、もってくれ。そうすれば、終われる。たとえ俺が……でも、構わないと約束したんだ。ちゃんと……は、俺を……ごと、終わらせてくれるはずだ。あと、少し。頼むから、もってくれ」

　途と切ぎれ途と切ぎれで上手く聞き取れなかったが、レイスは自分に言い聞かせているようだった。その響きは縋るような、切々とした懇こん願がんに近くて。

　彼の赤い瞳には、底知れない闇が揺らめいている。

「すべて終われる時が来たら、俺はやっと、スーリアに──」

　レイスの体が大きく傾き、背後のベッドに凭れた。

　胸元を押さえていた彼の手が外れ、くしゃくしゃのシャツの隙間から覗く、その模様を見た瞬間──私は足を一歩、二歩と後退させ、バッと踵きびすを返かえして駆け出した。

「はっ……！」

　息が乱れ、足が縺もつれて上手く走れない。

　まるで廊下が永遠に続いているような。そんな錯さつ覚かくを起こすほど、そう距離などないはずの自室への道のりが、ただただ遠い。

　透とう明めいなガラス窓を通り抜けて、廊下を照らす満月の光が、やけに不気味で恐おそろしくて堪たまらなかった。

　レイスの胸元にあった──逆さの黒い蝶。

　その模様が意味するものを、私は知っている……いや、本当は少し前から気付いていた。

　どうしてレイスが、ずっと胸元を押さえていたのかも。

　彼の手が凍いてつくほど冷たい理由も。

　なんで月明かりを気にしていたのかも。

　全部、とっくにどこかで気付いていて、見えないフリをしていた。だけど、ここまで直視してしまえば、私の脳はちゃんとその答えを導き出す。

　──レイスの中には、きっと。

「あ！」

　やっと自分の部屋の扉が見えてきたところで、夜着の裾に足を取られて無様にも転てん倒とうした。握り締めていた袋から中身が飛び出し、硬かたいなにかが床をカツンッと叩く。

　飛び出たそれを視界に入れ、私は目を見開いた。

　袋から出て床に転がったものは、私の掌より僅かに大きいくらいの、蓋ふた付きの木箱。

　細かな鐘の彫りが施されている、これは。

「──精霊の宝箱？」

　王都の店で見た品と彫の形は微妙に違うが、同じ職人の手によることは間違いない。レイスの袋からこんなものが出てくるなんて。意外すぎて純じゆん粋すいに驚おどろく。

　自分で買うような性格ではないし、誰かからの貰もらい物ものとか？

　とにかく壊こわれていないか確かめないと。

　私はへたり込んだまま上半身だけ起こして、目の前の木箱に手を伸ばした。しかし、落とした際に留め具が外れたようで、持ち上げるとパカリと蓋が開いてしまう。

　箱の中身まで見たら悪いわ……！　と慌てたが、気付けば宝箱の中に眠っていた『それ』を、おそるおそる手に取っていた。

「噓うそ、よね？　だってこれ……」

　レイスの宝箱に収められていた物は、赤い花の刺し繡しゆうが入った手ハン巾カチだった。箱を床に置いて震える両手で広げてみれば、その不格好な出来がよくわかる。

　見覚えがある、どころの話ではない。

　だってこれは──私が三年前、レイスに贈おくるために縫った手巾だもの。

「どうして……」

　あの悪夢の誕生日に、レイスに投げつけた贈り物が、どうしてここに。

　アイツの腹に一撃を与えて逃とう走そうしたあと、そのままゴミにでもなったかと思っていた。だけど箱の中から出てきた手巾は、綺麗に折り畳まれ、丁てい寧ねいに扱われていたことが察せられる。

　しかも、箱にはもう一つ。

　手巾の下からは、リコラの花を模かたどったペンダントも出てきた。ヒビが入り欠けているが、これも私がレイスにお守り代わりに贈ったものだ。

　ふと、店の前で聞いた箱の説明が頭を過る。

『これに自分の大切な物を入れておくと、精霊の祝福が得られて幸運が訪れるっていう話だよ』

　……レイスの精霊の宝箱から出てきたものは、どちらも私が彼宛あてに用意した物だ。

　私があげた物が、レイスにとって大切な物？

　レイスはこんな不格好な物をずっと、私に黙って、大切にしていたとでもいうの？

「なんで……っ」

　──私のこと、『大嫌い』って言ったくせに……！

　私は手巾を取り落として頭を振った。

　膝上に落ちた手巾に月光が差し、赤い花がどこか切なげに、月明かりの中で咲さいている。

　わからない。

　レイスの考えも、感情も、彼の抱えているものも、私にはなに一つ。

　だけど……『わかりたい』と、たった今、改めてそう強く思った。

「考え、なさい。考えなさい、スーリア」

　すでに揃っている情報から、逃げずにすべて向き合い、思考を働かせ、どうすれば真実に近付けるのか。

　レイスの……大好きだった幼馴染みの、隠している『本当』を見つけたい。

　箱の中身を手早く戻しながらも、私は必死に頭を回転させていく。

　……まず、レイスの中には確実に、悪魔がいる。

　彼もベルと呼ばれた犯人の男と同じ『悪魔憑き』だ。

　胸元に見えた、あの黒い逆さの蝶の模様がなによりの証しよう拠こ。ロア君が気付いていないことから、悪魔使いとやらも間に一枚嚙かんでいるのだろう。

　彼が悪魔憑きになったのはいつから？

　あの決別の日には、すでにレイスの中には悪魔がいたと仮定するべきか。

　自ら望んで悪魔憑きになったのか……いや、確かベルは、複雑な契約を強いられているとかなんとか、レイスに言っていたわ。あの時は意味を考える余裕もなかったけど、今ならわかる。レイスは自分の意に反して、悪魔を憑けられたんだ。

　それなら、彼の悪魔への代償は？

　ベルは悪魔への支し払はらいには先払いと後払い、二つの場合があるようにも言っていた。レイスはすでになにかを払っている、もしくは、これからなにかを失わなくてはいけないのかしら。ベルのように、視力や魂に匹ひつ敵てきするものを。

　彼の意識は悪魔に乗っ取られている？

　彼のこれまでの様子を振り返ると……悪魔に抗あらがっていたようにも思える。まだ精神の主導権を悪魔に渡してはいないだろう。

　あの精霊水晶やリコラの睡眠薬も、悪魔を抑えるためのものだというなら、納得がいく。忘れていたが、リコラの花には頭痛と肌はだ荒あれ以外にも、魔まに効く効果があったはずだ。内なる悪魔を眠らせるための睡眠薬、と捉とらえたらいいかもしれない。

　それに、そう。

「精霊水晶……」

　箱を袋に仕し舞まい、私は冷たい廊下の床に座すわり込こんだまま、ポツリと呟きを落とす。

　ロア君は『水晶は霊力を溜められるだけでなく、悪魔の力も封ふうじられる優すぐれものです』と教えてくれた。

　その水晶をレイスに渡したのは誰？

　対悪魔用の効果も知っていて、あえてレイスに渡したのは。

　その人物が、レイスを精霊姫の護衛騎士に選んだのだとしたら、悪魔憑きであることを知っていながら、レイスを精霊女王のもとに送ることになる。

　果たしてその真意は？

　そうなると私が精霊姫に選ばれたことも、そこに隠れた理由があるのでは……。

「ああ、もう！　思考がまとまらない！」

　どれも手元にある情報を繫ぎ合わせただけで、憶おく測そくの域を出ない。

　だけどレイスに直接聞こうにも、彼は十中八九、己が悪魔憑きであることを私に隠したがっている。

　実際、あの行方不明事件さえなければ、私はここまでレイスの事情に踏ふみ込こめなかっただろう。悪魔の存在自体を知らずに、精霊姫の役割を終えていたはず。あの事件に巻き込まれたことが、レイスにとっては大きな誤算だったのだ。

　……私に、考えて動く材料を与えてしまったのだから。

　今の段階でレイスを問とい詰つめても、きっと彼は答えてくれない。

　なんとか私自身で情報と確信を得たいわ。

　そのために、私が次に取るべき行動は──。

「──スーリア様？」

　フッと、廊下に月明かり以外の灯りが差した。

　思し索さくの海から出て顔を上げれば、ランプを手にしたロア君の姿が、ぼんやりと闇の中に浮かんでいた。今日の見回りは彼のようだ。

「ど、どうしたのですか？　具合でも悪いのですか？」

　床に座り込んだままの私を案じ、ロア君はローブを揺らして駆け寄ってくる。

「大丈夫よ、ちょっと転んだだけ。……それより、ちょうどよかった」

　私は精霊の宝箱が入った袋を手に立ち上がり、これをレイスに返してほしいとお願いする。荷物が交ざっていたのだと言えば、ロア君は快く受け取ってくれた。

「それともう一つ、頼みがあるの」

「頼みですか？」

　私はそっと微笑む。

　情報を知る者は、当人のレイスを除くと、きっとあと一人。

　レイスに精霊水晶を渡した人。

「明日、貴方のおじい様と面会したいの。聞きたいことがあると、伝えて頂ちよう戴だい」
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　夜が取り払われ、空が白みだす早朝。

　朝一番に、私は使徒長・ガウディ＝フィンスの執しつ務む室しつを訪れた。

　事件の後処理が尾おを引いていて、時間を取れるとしたら朝の早いうちだということで、私は眠たい目を擦こすって重じゆう厚こうな扉の前に立っている。

　緊張を拳こぶしに乗せて扉を叩き、許可をもらい入室すれば、淡あわい橙だいだいの照明が私を迎えた。白で統一された広く殺風景な空間では、両壁にかけられた、木こ漏もれ日びの差す大きな森の絵が映はえる。聖鐘の森、だろうか。

「よく来たのう、本年の精霊姫・スーリア＝バレット嬢じよう。こんな朝早くにすまぬな」

「いえ、お初にお目にかかります、使徒長様」

　執務机の横に立っていたのは、ちっちゃいおじいちゃんだった。

　白いお髭ひげに柔にゆう和わな顔立ち。純白のローブは他の使徒さんたちと同じだが、金糸で縁ふち取どられた肩かけをつけている。全体的に小こ柄がらなのに、威い厳げんと貫かん禄ろくがあるのはさすがだ。

　同時にロア君のちんまりサイズは、祖父の代からの遺伝なのだと発覚した。

「ほれ、リオウ。お前さんも挨あい拶さつせい」

　使徒長様の呼びかけに答えるように、執務机の後ろからのっそりと大型の獣が顔を出す。

　鬣たてがみが燃もえ盛さかる炎ほのおの獅し子しだ。

　相当力の強い、高位な火の精霊だと一目でわかる。

　緩かん慢まんな動作で頭を伏せる様子から、性格は無口な怠たい惰ださんのようだけど、使徒長様と同じく只ただ者ものじゃない感じだ。

「お主に詫わびねばならんことは山ほどある。……それに、礼を言いたいことも。まずあのような事件に、教会の力が及ばず巻き込んでしまったこと、謝罪したい」

「そ、それはお気になさらず……」

「事件の解決にも一役買ってもらい、感謝の言葉が尽つきぬ。犯人の男の命も、お主が救ったと聞いた。奴は無念にも惨さん禍かの死を遂とげた、我らが同士・リィーリ＝マールの兄じゃ。リィーリはよく、自じ慢まんの兄がいると教会で話しておったよ。賢かしこく優しい、大好きなたった一人の家族だと」

「リィさんが……」

「私情を挟はさむようじゃが、救えてよかった。心より礼を言う」

　ロア君と同じ藍あい色いろの瞳を細め、深々と頭を下げる様は真しん摯しだった。

　……実は使徒長様に会うまでは、私はレイスに精霊水晶を渡した彼の真意が読めず、悪い方に疑っていた。悪魔憑きのレイスを利用して、なにか悪わる巧だくみをしているのかもとか、わりと失礼なことを考えていたのだ。

　でも、この分だと大丈夫ね。使徒長様は誠実なお方だ。

　ならば──果たして彼とレイスの間には、一体どんな事情が転がっているのか。

「さて、わしの話を優先させてしまったが、お主はわしに尋ねたいことがあるのじゃろう？　精霊姫の役割などはロアから聞いておるようじゃし、あとはなにかの？」

「それは……私の護衛騎士にして同郷の幼馴染み、レイスのことです」

「…………ほう」

　使徒長様の纏う空気が変わった。穏おだやかで好意的だった雰ふん囲い気きから一転、探るような眼まな差ざしを私に向けてくる。

　迷いを捨てて、私は単刀直入に切り込んだ。

「事件を通して、私は悪魔という存在を知りました。そのことをきっかけに、私はあることに気付いたのです」

「それはなんじゃ？」

「レイスの中には悪魔がいるということです。……間違いなく、彼は悪魔憑きです」

　はっきりと言葉にすれば、その事実の重さに足場が揺らぐ錯覚を感じた。磨みがき抜かれた床を踏みしめて、「使徒長様もそのことを知っていますよね？」と続ける。

「貴方はレイスが悪魔憑きであることを承知の上で、いえ、悪魔憑きであるからこそ、彼を精霊姫の護衛騎士に選んだ。なにかそうすべき理由があった。そしてそこには、私が精霊姫に抜ばつ擢てきされた要因も絡んでいる……そう、私は推察しました」

「……ふむ」

「レイスについて、使徒長様の知るすべてを私に教えてください。貴方に聞くのが最良だと判断して、私はここに来ました。私は、レイスのことを知りたいのです」

　──知らなきゃ、私はアイツと向き合えないから。

　今度は私が深く頭を下げる。どんな事実だって受け止めるから。このままなにも知らされず、用が済めばさよならなんて真っ平だ。

　降りる束つかの間まの沈ちん黙もく。

　使徒長様が悩なやんでおられるのが、空気を通して伝わってくる。やがて彼は、「顔を上げなさい」と柔やわらかな声で促うながした。

「本来ならば、お主は悪魔などとは一切関わらず、通常の精霊姫の役をまっとうしてもらい、穏おん便びんに帰らせる手て筈はずだった。それがあやつとの……レイスとの約束じゃった」

　核かく心しんに触れる言葉に、バッと頭を上げて息を吞む。

「しかし、お主は悪魔を知り、あやつの抱えるものに自ら辿り着いてしまった。事件がなければと思うと、因果なものを感じるが。ここまできてお主も退ひかぬじゃろう。……確かに、レイスは悪魔憑きじゃよ」

「やっぱり……っ」

「お主の読み通り、それが理由でわしは、あやつを護衛騎士にした。あやつの悪魔との契約内容も、すべてわしは知っておる」

　それなら……！　と、私は期待を込めて使徒長様を見つめた。

　しかし、使徒長様は首をゆるりと横に振る。

「だが、わしの口からすべては明かせん。話せる範囲が限られておる」

「なぜ……!?」

「……話せるところから、順を追って説明しようかの」

　使徒長様は傍のリオウ君の背を撫で、私を藍色の瞳で見据えた。

「まず、お主がレイス本人ではなく、わしに尋ねた判断は正しい。あやつは自身が悪魔憑きであることを、人には打ち明けられん。契約内容などもな。明かそうとすれば、身の内の悪魔がその邪魔をするのじゃ」

「自分が悪魔憑きであることは秘ひ匿とくする……それが、レイスが悪魔使いに強いられた、契約の一つですか」

「そうじゃ」と肯定され、話の流れから確信を得る。やはり、レイスは自ら望んで悪魔憑きになったのではなく、無理やり悪魔を憑けられたんだ。

　一体悪魔使いからどんな怨みを買ってそうなったのか。それともベルのように利用されて、あるいはただの『遊び』で、悪魔憑きなんてものにされたのか。まだわからないけど、きっと理不尽な契約を結ばされているに違いない。

　私はきゅっと、スカートの裾を握った。

　レイスはずっと……誰にも相談さえできず、一人きりで悪魔と戦っていたのかしら。

「でもそれなら使徒長様は、なぜレイスの悪魔との契約内容までご存じなのですか？」

「わしもあやつから直接聞いたわけではない。わしはあやつが悪魔憑きであることを悟り、あやつの『記憶』を見たのじゃ」

「記憶を見た……？」

　グルルと、リオウ君が喉を低く鳴らした。

　使徒長様はリオウ君の赤茶の毛を梳きながら、『他人の記憶』を見られることが、高位の火の精霊である彼の能力なのだと教えてくれた。

　リオウ君の生み出す揺らめく炎は、その中に対象者の思い出を映すそうだ。

「だがそれは、他者の心の中を無断で覗く危険な力じゃ。故ゆえに記憶を見せてもらう際、わしはいくつかの『誓せい約やく』をリオウにしておる。同じ人間の記憶を見られるのは一度限り。そして見た記憶に関することは、第三者に明かしてはならない。破れば、わしは業ごう火かに身を焼かれる。それが『火の誓約』じゃ」

「……だから話せる範囲が限られている、と」

　行ぎよう儀ぎ悪くも、私は舌打ちをしかけた。だから使徒長様は、レイスが悪魔憑きであることを、ロア君にさえ教えていなかったのか。

　これは完全に、レイスと使徒長様の二人の間での密約、ということかしら。

　……ここにきてあと一歩が摑めないとは。

　契約とか誓約とか、いい加減鬱うつ陶とうしくなってきたわね。

　使徒長様に非などもちろんないのだが、元来は短気な私の苛いら立だちが、つい表に出ていたようだ。ロア君に似た優しげな面おも立だちに、苦笑を浮かべさせてしまった。

「あやつは元々、本年の護衛騎士候補には入っておった。騎士団に赴おもむき選定を行う際に、あやつが悪魔憑きであることにわしは気付いた。あそこまで同化が進みながら、正気を保っておる姿に驚いたものじゃ。情けない話じゃが……あれほど同化が進んでしまうと、わしの力でも、あやつの中の悪魔は祓えん」

「そんな……っ」

「かといって放っておくわけにもいかん。わしはレイスを教会に呼び、あやつの記憶を見て、一番よいと思う対応をしたつもりじゃ。苦肉の策、じゃったがな。その上で、あやつといくつか約束をした。……でき得る限り、あやつの『望み』を優先させて」

　──レイスの望み？

　彼はどんなことを望んだのか。気になって尋ねても、それはレイスの悪魔との契約内容に関わることで、使徒長様の口からは告げられないという。

「……使徒長様が提案した策の中に、私が精霊姫に選ばれた理由もあると？」

「それがなくとも、元より精霊から愛され、浄化の力を持つお主は精霊姫候補ではあったが……決定に至った理由は、そうじゃな」

「その理由を今、ここで教えてもらうことは？」

「無理じゃな。それも誓約に触れる」

　だが、と使徒長様は言葉を切る。

「それは、お主を『守るため』だということは言っておく」

「精霊姫に選ばれたのは、私を守るため……？」

「結局は精霊姫として王都に呼んだことで、お主を危険な目に遭わせてしまったがな」

「それは……もういいです」

　不測の事態だったし、むしろ事件のおかげで、私はなにも知らないまま領に帰るなんてことはなくなった。大体、そうするしかなかったのだとしても、勝手に人を守らないで頂きたい。これ以上私の知らないところで、私を登場人物に据すえた話なんて進ませないわ。

　でもこの先を、使徒長様から聞き出すのは難しそうだ。

　私が次の手に悩んでいると、使徒長様は穏やかな目で「お主は強い娘むすめじゃな」と呟き、別の方法を示し唆さしてくれた。

「明かせぬレイスやわしと違い、真実をすべて把は握あくした上で、お主に教えられる者があと一人だけおる」

「！　それは……？」

「我らが仕える、偉い大だいなるお方──精霊女王じゃよ」

　聖鐘の森の絵に視線を馳はせ、使徒長様は厳おごそかにその名を口にした。

「わしは女王に遣いを出し、レイスについて協力を求めた。誓約も女王相手には関係ないからの。我らが女王は快く受けてくださった。レイスの望みも伝え、一応の承しよう諾だくの意は頂いておったが……わしができることは終えた。あやつを救えるとしたら、もう精霊女王お一人だけじゃ。ここから先は、女王に託たくすしかない」

「私がレイスのことを知りたいと望めば、女王は教えてくださいますか？」

「それは女王のお心次し第だいじゃが……きっとお主の想いに、女王は答えを返してくれる」

　──精霊女王に会えば、すべてがわかる。

　私は背筋を伸ばし、使徒長様に礼を述べた。

　誓約に触れない範囲で質問に答えてくれたこと。レイスに対して心を砕いてくれたこと。

　総じて感謝を告げれば、使徒長様は春の陽だまりのような、温かな笑みを浮かべてくださった。リオウ君も、ふりふりと尻尾を振っている。

「聖鐘の森に発つのは明朝。用意を整えて、護衛騎士であるレイスと共に、精霊女王のもとへ向かってもらう。行き方についてはロアから聞いておるな？」

「はい」

「その場にはわしも立ち会おう。お主が真実を得て、あやつと無事に戻ることを願う」

　使徒長様の言葉に、私はもう一度深く頷きを返す。

　絶対に、本当の貴方に辿り着いてみせるから。待っていなさいよ、レイス。
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「これ、似合うと思う？　ウォル」

「うん。とってもキレイだよ、スー！」

　鏡の前でまじまじと自分の姿を眺ながめながら、傍そばで浮ういているウォルに問いかければ、彼かれは前足を叩たたいて惜おしみない賛美をくれた。

　一見すれば清せい楚そな淑しゆく女じよが鏡面に映っているのだが、これがどうも自分だとは思えず、褒ほめてもらっても半信半疑だ。




　──聖せい鐘しようの森へと発たつ日の朝。

　私は、精せい霊れい姫ひめの正装に身を包んでいる。

　白を基調とした、ところどころで肌はだが透すける仕様の、ふんわりとした軽めのドレス。前の裾すそは膝ひざより少し下くらいで、後ろの裾の方が長い造りになっている。くるりと回ると、白い尾おひれが優ゆう雅がに靡なびく。

　差し色として、淡あわいピンクの飾かざり紐ひもが腰こしに巻かれているが、これは教会に咲さく桃もも色いろの花がモチーフだそうだ。耳みみ飾かざりやネックレスなどの装そう飾しよく品ひんも、この花や鐘を表すものが多い。加えて踵かかとの低い白い靴くつに、白いレースの手て袋ぶくろ。

　髪かみは横髪を少し垂らして結ゆい上あげられ、これまたなにやら、ふわふわとしたアレンジに完かん璧ぺきにまとめられている。

　動くと髪飾りがシャラリと音を立てるのは、剣けん舞ぶに涼すずやかな音を添そえるためだそうだ。

「女性の使徒さんたちが総出で仕上げてくれただけあって、化けたわよね」

　うっすら化け粧しようの施ほどこされた顔を観察する。

　化粧の仕方一つで、きつめのツリ目が緩かん和わされるのだからすごいわ。

「いいなぁ、ボクもジョオウサマに会うのにおめかしをしたいよー」

「ウォルがおめかし？」

　尻しつ尾ぽにリボンを巻くとか？　……水状だから巻けないわね。

　そんな話をウォルと吞のん気きにしていたら、時間が来たので部屋を出る。

　向かう先は最上階の奥おく。『導きの間』と呼ばれる、普ふ段だんは閉ざされた特別な場所だ。

「お待ちしておりました、スーリア様。騎き士し様はすでにいらっしゃっておりますよ。どうぞこちらへ」

　一番に出で迎むかえてくれたロア君が、細い腰を折って礼をし、私を中へと案内してくれる。その際に頰ほおを染め、「と、とってもとってもお綺き麗れいです！」とこっそり告げるロア君は、本当に将来有望だと思うの。

　私に与あたえられた部屋よりも、僅わずかに広いくらいの室内。

　しかし『導きの間』は広さこそないものの、純白の壁かべに、美しい女性が手を差さし伸のべている天てん井じよう絵など、神聖な空間が確しかと出来上がっている。天井絵の女性はもしかして精霊女王かしら。

　部屋の中央の床ゆかには大きな鐘と、それを囲む金の稲いな穂ほの絵が円状に描えがかれている。

　鐘の絵の傍には、ロア君以外の使徒さんが二名。どちらも腕わん章しようをつけた、上位の使徒さんだ。ゆったりと立つ使徒長様の姿も見える。──そして。

「レイス……」

　レイスは再会した時と同じ、特権騎士団の白の団服を纏まとっていた。首には砕くだけた精霊水すい晶しようの欠片かけらが、紐で括くくられさげられている。水晶は薄うつすらと黒い点が見えるくらいで、凜りん然ぜんとした佇たたずまいからは、悪あく魔まが中にいるなんて到とう底てい思えない。

　……私が真相を探さぐっていることも、精霊の宝箱の中を見たことも、彼は知らないわけだから、一方的に気まずいわ。

　レイスは私の姿を見て、微かすかに驚おどろいたように瞳ひとみを見開いたが、すぐに忌いま々いましそうに眉まゆを顰ひそめて顔を背そむけた。胸むな元もとを押おさえる仕草も健在だ。

　これまでなら「私の正装なんて見るにたえないってことか、この野や郎ろう」と苛いら立だったり、鈍にぶい悲しみに襲おそわれたりしただろうが。色々とわかり始めた私には、そこに別の感情がある気がして、怒いかりも哀あい愁しゆうも湧わかない。

　むしろ、絶対に解明しきってあげるわと気合いが入る。

　ただ……気まずいものは気まずいので、私はレイスから少し離はなれたところに立った。

「うむ。それでは始めようかの」

　微び妙みような距きよ離りを空けて並ぶ私とレイスを見比べ、使徒長様が合図を出す。

　すると使徒さんが一人進み出て、恭うやうやしく私に女王の宝ほう剣けんを差し出した。それを私が受け取っている間に、レイスは足を踏ふみ出だし、中央の鐘の絵のところに行く。

　──聖鐘の森へ行くには、霊れい力りよくを駆く使しした『転送術』というものを使う。

　遠い森への移動時間を省くため、ロア君も含ふくめた使徒さんたち三人がかりで、私とレイスを一人ずつ、聖鐘の森近くに構える教会の支部へと飛ばすのだ。

　まずはレイスからということで、使徒さんたちが彼の周りに集まる。

　ちなみに『転送術』は難しく、飛ばせる距離の限界が決まっていて、一定の条件下でしか使えないそうだ。……それを考えると、ベルが悪魔の力を使い、一いつ瞬しゆんで人間をどこからでも攫さらっていたのは、やはり便利な力だったのだろうなと思ってしまう。

　悪魔は人に過ぎた力を与える──でも、その代だい償しようはとても重い。

　私は昔の記き憶おくよりも遥はるかに成長した、レイスの広い背中を見つめた。

　やはり最も気になるのは、彼の悪魔との契けい約やく内容だ。

　一体レイスは、どんな代償を強しいられているのか。女王にお会いしたら真っ先に……そのことを尋たずねてみよう。

「我らが女王の名において、術式を始めます」

　ロア君が緊きん張ちようしながらも声こわ高だかにそう告げれば、他の二人が祈いのるように両手を組む。

　すると、ホワッと光の粒つぶが生まれてレイスを包つつみ込こんだ。あっという間に、彼の姿は消えていなくなる。次は私の番だ。

「スーリア嬢じよう……どうかお主が知るレイスを、最後まで信じてやってくれ」

　鐘の絵の場所に立つと、使徒長様が私に声をかけてくれた。その切々とした響ひびきの理由が気になったが、小さく首を縦に振ふる。

　そして私の体も、白い光の中に溶とけていった。




　視界のブレと一瞬の浮ふ遊ゆう感かんが去れば、私は『導きの間』によく似た、けれど広さや天井絵などが異なる、まったく別の空間に立っていた。

　元いた場所と造りは似ているが狭せまい。足元にある鐘の絵も、王都の教会とは多少違ちがう。部屋の隅すみの壁には、レイスが身を預けるようにして立っていて、転送術は二人とも無事に成功したようだ。

　待ち構えていた教会支部の使徒さんから、簡単な挨あい拶さつと説明を受け、私たちは教会の裏手にある聖鐘の森へと向かった。森の入り口までは使徒さんが、そしてこの先は、案内役の精霊が誘ゆう導どうしてくれるようだ。

「どうも、精霊姫さんに護衛の騎士さん。フェイッス、よろしくッス！」

　ピュッと風を巻き起こして現れたのは、灰色の毛を靡かせた大きな狼おおかみ。尻尾に渦うず巻まく風を纏わせる、リック君と同じ風の精霊だった。

　牙きばを覗のぞかせてブンブン尻尾を振るフェイ君は、なんというかノリが軽い。

「それじゃあ行くッスよ、オレの後ろについてきてくださいッス！」

　私から預かった剣けんを背に乗せて、森の中を進むフェイ君に続く。

　聖鐘の森は、木々の枝葉の隙すき間まから惜しみなく太陽の光を取り入れた、澄すんだ空気の漂ただよう美しい森だ。見たことのない可か憐れんな花が咲さき誇ほこり、瑞みず々みずしい草が足元で揺ゆれている。

　様々な精霊たちの姿も垣かい間ま見みえた。

　私の服の裾が靡くのをぽうっと眺めていたのは、背中の針が木の枝になっている、ハリネズミの姿の大地の精霊だった。針が枝なら、小枝ネズミかしら。

　木こ漏もれ日びの中を颯さつ爽そうと駆かけていく、光る角を持った鹿しかも見つけた。たぶん、あれは光の精霊ね。

　他にも珍めずらしい精霊たちがいっぱいで、私は立場も忘れて些いささか興奮しているのだが……残念ながらこの気持ちを分かち合う存在がおらず、慣れない靴で黙もく々もくと乾かわいた土を踏んでいる。

　ウォルは私を裏切ってフェイ君と精霊同士、彼の頭の上にちょこんと座すわって、和わ気き藹あい々あいとお喋しやべりに興じているし。

「スーの作る木き苺いちごのパイはおいしいんだよー」

「いいっスね。オレも甘あまいものは好きッスよ」

　仲良く笑い合っていて、相あい性しようがいいようだ。

　いいわね、あそこは楽しそうで。

　つい溜ため息いきをつきかけたら、隣となりの騎士様からいきなり「おい」と声をかけられた。

「な、なによ」

「……俺おれの護衛騎士としての役目は、精霊姫であるお前を女王のもとに送り届けるまでだ。この任が終われば俺は他の仕事がある。謁えつ見けんが終わり次し第だい、お前は先に教会に戻もどれ。あとのことは教会の使徒たちが手配してくれる」

「……他の仕事ってなんなの」

「お前には関係ない。俺とお前が行動を共にするのも、この森で最後だ」

　私の方を見ようともせず、前を向いて淡たん々たんと述べるレイス。

　他の仕事、というのは噓うそだろう。

　女王の協力を仰あおぐ場に私をいさせたくないから、私を先に帰して、一人で残るためにこんなことを言っているのだ。

　彼の事情に片足を突つっ込こんでいなければ、その突き放すような態度に騙だまされていたと思う。私は返事をせず、癖くせのように胸元を押さえているレイスを睨にらんでおく。

「ここで別れたら……俺とお前が会うことは、もう二度とないだろう」

　レイスの無機質な声が、鳥の囀さえずりに混じって空くう虚きよに響いた。お前のことなどもうどうでもいいのだと、自ら縁えんを断たち切きろうとする言い方だ。

　だけど……不思議よね、レイス。端たん整せいな顔には、表情なんて微み塵じんもないのに。

　どうしてかしら、私との決別を口にする貴方あなたが──私にはとても辛つらそうに、寂さびしそうに見えて仕方がないの。

「レイス、私は……」

「スー！　見て見て！」

　なにを言おうとしているのか、自分でもわからないまま口を開けば、言いきる前にウォルが私を呼んだ。ウォルは水状の尻尾をちゃぽんっと揺らして、進行方向に見えてきた目的地を前足で指す。

「あれがジョオウサマの鐘だよ！」

　緑の中に悠ゆう々ゆうと広がる、濁にごり一つない澄みきった巨きよ大だいな泉。

　その中央には、朝あさ陽ひを受けて輝かがやく、透とう明めいな柱の東屋ガゼボが浮かんでいた。

　丸い蔦つた模様の屋根から下がる、黄金に煌きらめく女王の鐘は、圧あつ倒とう的てきな存在感を持って、培つちかってきた長い歴史を物語っている。

　まるで泉の周りにだけ、見えない結界でも張られているかのようだ。

　その隔かく絶ぜつされた空間は、まさに『聖域』と呼ぶにふさわしい。

「綺麗……」

　月並みな一言だが、それしか言葉が出なかった。隣のレイスも、珍しく素す直なおに感かん嘆たんの息を吐はいている。

「よっしゃ、それじゃあパパッと儀ぎ式しきを始めるッス！」

　フェイ君が惚ほうける私に、ぐいぐいと宝剣を押しつけてくる。

　自分の役目を思い出した私は、戸と惑まどいながらも剣を受け取った。

「まずは文言を唱えて、鐘を三回鳴らす。それから剣舞を……って、あら？」

　マリーナさんに散々叩き込まれた手順を、一人でブツブツと確かく認にんしていたら、私は単純な疑問に気付き首を傾かしげた。

「どうしたっスか？」

「あの鐘のある東屋ガゼボには、どうやって行けばいいのかしら。繫つなぐ橋もないし……」

「もちろん、泉の上を歩いてッスよ！」

　サラッと無茶ぶりをするフェイ君。

「この泉の水には、ここに住む精霊たちの気が流れているッス。精霊姫に選ばれた人間なら、泉の上を渡わたれるはずッス」

　そんなの聞いてないわよ……っ!?

　私は抗こう議ぎしたい気持ちをこらえ、靴を脱ぬいでおそるおそる泉に足先をつけた。

　心ここ地ちのよい冷たさが指に伝わる。フェイ君の受け売りなのか、ウォルが「足先に霊力を集中させるんだよー」とか、生意気にもアドバイスを飛ばしてきた。

　水はどこまでも透明なのに、水底が見えなくて少し怖こわい。

　だけどつけた足は沈しずまず、私は歩けると確信した。意を決して、一気に水の上を進む。

「着いたわ……！」

　あっという間に、透き通った東屋ガゼボの床に足裏を落とせた。

　吊つるされている鐘を見上げると、改めてその特異な美しさがわかる。そこから祝福の光が降りてくると、錯さつ覚かくしそうなほどの眩まばゆさだ。

「清き御み霊たまは精霊となり、人の身に奇き跡せきを与え……」

　鐘の紐を握にぎって瞳を閉じ、息を吸って文言を唱えた。練習の甲か斐いあってか詰つまることもなく、スラスラと女王と精霊たちへの賛美を詠うたえる。

　文言の終わりと同時に鐘を鳴らせば、凜りんとした音が森へと響き渡った。それをあと二回繰くり返かえす。

　さて、あとは剣舞を踊おどるだけだ。

　私は紐から手を離し、片手に握った宝剣を構え、水の上へと躍おどり出でる。まさか泉が舞ぶ台たいになるとは思わなかった。

「……よし」

　背筋を伸ばし、呼吸を整える。

　音楽はないけれど、ウォルが舞まいに添えようと考えたのか、私の周囲にいくつも水すい泡ほうを生み出してくれた。光を反射する水の泡あわは、舞い手の私の姿をより幻げん想そう的てきに見せる。あなた、こんな気の利きいた演出ができたのね。

　漂うシャボン玉と一いつ緒しよに、私は舞まいを開始する。

　剣を高く振り上げれば、太陽の恵めぐみを受けて七色の光が溢あふれ、裸足はだしの足が水面を滑すべれば、白い服の裾が水に触ふれて軽い飛沫しぶきを上げる。

『舞の最中も女王を称たたえることを忘れずに。余計な意識は省いてくださいね』

　マリーナさんにはそう教わったけど、不思議なほど軽い体を休みなく動かしながら、私が頭に浮かべるのは別のことだ。

　心中で女王に語りかけることは──『レイスの真実を私に教えてほしい』。それだけ。

　爪つま先さきが半月を描き、宝剣の切っ先が宙を切る。

　いつの間にか泉の周りには、あらゆる動物の姿を象かたどった、たくさんの精霊たちが集まってきていた。観客と化した彼らは、静かに私の舞を見守っている。

　取っ手を両手で摑つかみ、しゃがんで突つき刺さすように、刃は先さきを地面につけたら舞は終しゆう了りようだ。地の代わりに水を打った宝剣の先は、大きな波は紋もんを水面に生んだ。

　──瞬しゆん間かん。

　空気の流れが止まり、木々のざわめきや風の揺れなどの、小さな音すらもすべて消えた。

　フワッと、上品な甘い香かおりが辺りを満たす。

　知っている香りだ。すっかり嗅かぎ慣れてしまった、私が身に纏う装飾品にもモチーフとして使われている、教会に咲く桃色の花たちの匂におい。

　風も消えたのに、独りでに鐘が高く鳴る。

「うっ！」

「……レイス？」

　突とつ然ぜん、泉の外の大樹を背に立っていたレイスが、苦しそうに胸元を押さえて地面に膝をついた。彼の体は傾かたむき倒たおれ、艶つややかな黒髪が草の上に散らばる。

　私は水の上に剣を放り出し、泉を抜ぬけて裸足のまま彼のもとへ駆け寄った。

「急にどうしたのっ？　どこか具合が……！」

　気を失っている彼の体に触れようとしたところで、鐘の余よ韻いんと共に、しゃらりと絹ずれの音が耳に届く。

　そして──「よき舞であった」、と。

　透き通るような声で紡つむがれた賛辞と共に、精霊女王はそのお姿を現した。

　私の前に降り立った妙みよう齢れいの女性は、この世の綺麗なものをすべて取とり揃そろえたかのような、そんな美を湛たたえていた。

　陽を照り返す、腰まで流れる長い長い白銀の髪。

　しなやかな肢し体たいに纏うのは、白い布を幾いく重えにも重ね、銀色の飾り帯を腰に巻いただけのゆったりとしたドレスだ。意い匠しようが私の着ている服に少し似ている。

　高い鼻、桃色に色付く唇くちびる、形のいい柳りゆう眉び。小さな顔に、それらが最も均整の取れた配置で並んでいる。なによりもこちらを見み据すえる黄金の瞳が、太陽の光を閉じ込めたかのような鮮せん烈れつな輝きを放っていて、私は暫しばし、呼吸さえその瞳に吞のみ込まれてしまった。

　まさに人間には持ち得ない、自然の壮そう大だいさを孕はらむ気高い美しさだ。

「精霊姫・スーリア＝バレット。大義であった、礼を言う。この身に溜たまった穢けがれが祓はらわれ、力が戻り、今はひどく気分がいい。そなたの舞は拙つたなさが残るものの、どこまでも清せい廉れんであった」

　精霊女王は「代わりにそなたの望みを聞こう」と、艶えん美びに唇を持ち上げた。

　フェイ君もウォルも、他の精霊たちも女王に平ひれ伏ふしている。

　女王の美に圧倒されていた私は、地に横たわるレイスの冷たい手に触れながら、おずおずと口を開く。

「あの、ここにいる護衛騎士の彼が突然倒たおれて……それで……！」

「気にせずともいい。私の気を浴びせ、騎士の中の悪魔ごと眠ねむらせただけだ。じきに目を覚ます。……話に聞いていた通り、完全に悪魔と同化しているな。中にいる悪魔も強力だ。なにより、こやつが悪魔使いに理り不ふ尽じんに怨うらまれ、結ばされた契約。払はらうよう強いられた代償。その残ざん酷こくなことよ。人は時に、悪魔よりも酷こくなことを考える」

　女王のすらりとした指先が、レイスの黒髪をたおやかに掬すくう。私は不敬などと気にする余よ裕ゆうもなく、女王へと詰つめ寄よった。

「お、教えてください、女王！　レイスは一体、どんな契約を悪魔とさせられているのですかっ？　彼の代償って……!?」

「騎士自身は、それをそなたに明かすことをよしとはしないだろう。しかしながら、私はそなたの願いを優先する。それが、騎士を救う希望へと繫がるかもしれない」

「レイスを、救う……？」

　女王は一度言葉を切り、「よくお聞き？」と囁ささやいた。

　黄金の眼まな差ざしが、私を矢のように貫つらぬく。

「こやつの中に住まう、悪魔が求める代償は──スーリア、そなたの命だ」

　え、と。

　言葉に成りきる前の、吐と息いきのような音が口から漏もれた。

「わ、私の命って、それはどういう……」

「こやつは幼少の頃ころ、まだそなたと出会う前に、悪魔使いによって悪魔を憑つけられている。契約内容はこうだ」

　女王はその残酷な真実を、木々の合間を縫ぬって降り注ぐ、白い光のもとへと晒さらす。

「『いつか心から愛する者ができた時、その者を自らの手で殺し、身の内にいる悪魔にその魂たましいを捧ささげること』──と」

「……愛する、者？」

「そうだ。レイスの代償は『愛する者の命』。それ故ゆえに、こやつは悪魔に抵てい抗こうするため、自分の感情を否定して偽いつわり、想おもいを外には出さなかった。そうして悪魔を抑おさえつけなければ、心から大切だと想う者を、そなたを……殺してしまうのだ」

　弾はじかれたように女王の麗れい容ようを仰あおげば、彼かの女じよは儚はかなく微笑ほほえみ、倒れ伏ふすレイスの頰を指先で撫なでていた。その慈いつくしむような仕草に、鼻の奥がツンとする。

「ま、待ってください、待って……！」

　私は額を押さえて頭を振った。

　吞みきれない衝しよう撃げきの波が、私の胸中から溢れ返りそうだ。
















　──そんな、だって、それなら。

　私は強くレイスの手を握りながら、彼のこれまでの行動を振り返る。

　再会してから……いえ、もっとずっと前。私と決別したあの誕生日の時から……違う。部屋で彼が血を流していた時から……？

　一つ一つ思い出そうとするのに、上う手まく思考が回らない。

　どこからか吹ふいた風が、森の木々を揺らした。濃のう厚こうな花の香りが鼻び孔こうを満たす。

　風はこんなにも暖かいのに。繫がるレイスの手は氷のように冷たくて、私は無む性しように泣きたくなった。

「これからそなたに、レイスの記憶のすべてを見せよう」

　そっと、女王が私の頭に手を置いた。

　女王の手首に巻かれた腕うで輪わ、それについている小さな鐘が、チリンと音を立てる。

「──目を閉じなさい、スーリア。そして記憶の海に浸つかりなさい。私はこの騎士を救いたい。しかしそれは、私の力をもってしても難しい。けれどすべてを知った上で、そなたが協力してくれるならば、あるいは……」

　女王の声が遠ざかる。

　私の意識は現実から乖かい離りし、ゆっくりゆっくりと、記憶の海へと沈んでいった。
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　両親が死んだのは、俺おれが六つの時だ。

　乗っていた馬車が道中で賊ぞくに襲おそわれ、両親は目の前で殺された。

　運よく生き残った俺は父方の家に引き取られたが、そこで俺は『恥はじ知しらずの息むす子こ』と冷れい遇ぐうされた。

　父の生家はあくどい商売で稼かせいでいる有力な家で、父はそのやり方に反発し、決められた結けつ婚こんを受け入れず、身分の低い母と恋こいに落ちて家を出たそうだ。俗ぞくに言う駆かけ落おちだ。

　馬ば鹿かげた話だが、親の残した禍か根こんは子にも影えい響きようする。

　死んだ両親を怨うらむつもりは毛頭ないが……というより、俺は両親の血を身に浴びたその日から、感情というものがまったく働かなくなっていた。怨みどころか、罵ば倒とうを受けて辛つらいとも、孤こ独どくになって寂さびしいとも感じない。

　無表情でなにをされても動じない幼子は、さぞ不気味だっただろう。

　加えて元の村では受け入れられていた黒くろ髪かみ赤目も、場所が変われば畏い怖ふの対象になり、両親の立場や容姿のことも相あい俟まって、俺は疎うとまれるだけの存在だった。

　だけど、時折降ってくる軽い暴力と、罵ば詈り雑ぞう言ごんや嫌けん悪おの眼まな差ざしを受け流せば、最低限の衣食住は提供されていたし、働ける歳としになったら、どこかで一人で生きていけばいいだけだと思っていた。

　生きることに、特に希望もないが絶望もなかったのだ。

　──だから、俺の両親に深い怨みがあると。死んだ親の代わりに子である俺に復ふく讐しゆうさせろと。そう、『悪あく魔ま使い』を名乗る女が俺の前に突とつ然ぜん現れた時も、理り不ふ尽じんだとは感じたが、それだけだった。




「ああ、ようやく会えたわ」

　空間を歪ゆがめ、なにもないところから出現したソイツは、べったりとした長い黒髪に黒い瞳ひとみ、肉付きの悪い体に黒のローブを纏まとった、存在そのものが闇やみ夜よのような女だった。

　ひらひらと飛ぶ黒い蝶ちように囲まれ、気付けば俺は森の中の見知らぬ小屋にいた。

「私はね、お前の父親の婚こん約やく者しやだった女なの」

　曰いわく、傾かたむきかけていた女の家を立て直す最後の機会が、父との婚約を成立させることだったと。父の家を乗っ取り、返かえり咲ざくつもりであったと。

「……それをあと少しのところで、お前の母親が邪じや魔まをした。家は潰つぶれ、お父さまたちは世を儚はかなんで死んだわ。借金を返せず売られた先で、私がどんな目に遭あったかっ！　許さないわ、絶対に。憎にくいあの女も、あの女を選んで私を捨てたあの男も、奴やつらの子であるお前も！」

　淀よどむ瞳に増悪を煮にえ滾たぎらせ、無様に床ゆかに転ぶ俺の頰ほおに、女は鋭するどい爪つめを立てた。

　見けん当とう違ちがいな逆さか恨うらみだ。

　ローブから覗のぞく女の手足や、髪で隠かくれた顔の一部に醜みにくい痣あざや怪け我がの痕あとがあろうと、俺には一いつ切さい関係がない。だが俺とは違い、放り込まれた劣れつ悪あくな環かん境きようで生き、感情を残したまま堕ちるしかなかった女には、憎むべき対象が必要だったようだ。

　女は毒々しい、真っ赤な唇くちびるをつり上げた。

「お前は、『悪魔』というものを知っている？」

「悪魔……？」

「代だい償しようさえ払はらえば、どんな願いも叶かなえる力をくれる存在。私はその悪魔を何体も従えている。這はいつくばって生き延びた先で、老いた悪魔使いに才を見込まれて力を得たの。……お前の親は先にくたばってしまったけど、お前が生きていてよかったわ、レイス」

「これで復讐が果たせる」と、女は自身の腕うでをナイフで傷つけ、黒いインクに血を混ぜると、俺の周りに陣じんのようなものを描えがき始めた。

　……皮肉なものだった。

　両親が死んでから、俺の名をまともに呼んだのも、俺が生きていることを喜んでくれたのも、この女だけだ。

「私はね、レイス。お前が生きているとわかってから、ずっとずっと、お前をどうしたらより長く苦しめられるか、それだけを考えていたの。いいことを教えてあげましょうか？　生まれつき髪や目に『黒』を持つ者は、悪魔と相あい性しようがいいのよ。お前には今からとびっきり素す敵てきな条件で、強力な悪魔を憑つけてあげるわ」

　差し込む満月の光の中、女が『契けい約やく内容』を口にする。

「悪魔を憑ければ、お前の膂りよ力りよくは上がる。人並み外れた身体能力を得るでしょう。その代わり──お前は心から愛する者ができた時。その者を自らの手で殺し、契約の代償として、これからお前の中に住まわせる悪魔にその魂たましいを捧ささげなさい」

「……愛する者？」

「ええ。心から大切に想おもう存在ができたら、その存在をお前自身が殺すの」

　それが最高の復讐だと女は愉ゆ悦えつに浸ひたっているが、こんな状じよう況きようでも、俺の心は他ひ人と事ごとのように凪ないでいた。

　悪魔が憑いても、対象となる者がいなければ代償は払えない。それなら悪魔は一生、俺に飼い殺されることになるだろう。

　──心から愛する者など、俺にできるはずもない。

　だけど女は、そんな俺の考えを見み透すかした上で否定した。

「そう遠くない未来に、そんな存在がお前に必ずできるわ。私にはわかるの。だってお前は、互たがいを強く想い合っていた、あの忌いま々いましい夫ふう婦ふの息子だもの」

　ギリッと唇を嚙かんだかと思えば、次いで女は狂ったように笑い出した。

「ああ、楽しみね！　お前はいつ、どんな人間を愛するのかしら？　そしてその相手をどんなふうに殺すのかしら？　すべての愛が殺意に変われば、お前はどれほど苦しむでしょう！　愛いとしい者を遠ざけて必死に守ろうとして、耐たえて耐えて……最後は耐えきれず、心から大切な存在を殺す。その時のお前の絶望を想像するだけで、なんて愉ゆ快かい！」

　月明かりを浴びて、黒と赤に染まる女は、ただただ笑い続けた。

　黒い蝶が女の哄こう笑しように合わせて舞まう光景は、どこまでも歪いびつだ。

「ああ、悪魔憑きであることを、誰だれかに明かしてはダメよ？　助けを求めるなんて馬鹿な真ま似ねはさせない。自害も許さない。契約内容に加えておくわ。一人で悩なやんで苦しんで生きて、そして──愛する者の亡なき骸がらを抱だいて、泣いて頂ちよう戴だい」

　女がなにかを唱えれば、胸むな元もとに灼しやく熱ねつの激痛が走った。

　無数の針を押おしつけられているような。声も出せないほどの痛みにのた打つ俺の黒髪を撫なで、女は不気味なほど優やさしげな声で言った。

「その時が来るまで、中の悪魔は眠ねむらせておくわ。愛しくて殺したい者ができて初めて、契約は動き、悪魔の力がお前に宿る。それまでは、すべて忘れて過ごしなさい」

　そして「これでお父さまたちのところへ逝ゆける」と、満足そうに微笑ほほえんだ女の顔を見たのが最後。苦痛に苛さいなまれながら、俺の意識は堕おちていった。




　意識が戻もどると、目の前で女が死んでいた。

　血に沈しずむこの女に攫さらわれ、なにかされた覚えは薄うつすらとあるのに、交かわした会話も朧おぼろ気げでろくに思い出せなかった。

　胸元はズキリと痛むが、特に怪我なども見当たらない。

　小屋を出てなんとか森を抜ぬけ、通りがかった商人の一団に保護された俺は、元居た家に戻る気は起きず、適当な噓うそをついて彼かれらの馬車に乗せてもらった。ちょうど一団が次に向かうナーフ王国には、商人たちの頭かしらの、知り合いの男が運営する孤こ児じ院いんがあるとか。

　そこに俺は預けられることになった。

「名前はレイスっていうのか。……こんなに小さいのに、大変な思いをしてきたんだろうな。今からここがお前の家だから、まあ気楽にやってくれ」

「ただし、家事の手伝いとかはしてもらうぞ！」と豪ごう快かいに笑ったアラン院長は、その大らかな慈じ愛あいを、俺のような得体の知れない子どもにも平等に与あたえてくれた。

　孤児院の他の奴らには、俺の瘦やせた体や容姿のせいで気味悪がられたが、それでも少しだけ、落ち着いて呼吸ができる場所に来られたと思った。

　そんな折のことだ──。

「俺の古い友人の娘むすめさんだ。利発そうなお嬢じようさんだろ？　スーリアちゃん、こいつが新しく入ってきたレイスだ」

「はじめまして。よろしくね、レイス」

　──俺が、スーリアに出で逢あったのは。
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　スーリアは俺より二つ年上で、ハキハキと話す闊かつ達たつな少女だった。

　父親と一いつ緒しよに孤児院を頻ひん繁ぱんに訪おとずれる彼かの女じよは、面めん倒どう見みもよく、孤児院の連中には姉のように慕したわれていた。そんなスーリアは、周囲から浮ういている俺が気になって仕方ないらしく、とにかく俺を構い倒たおしてきた。

「ねぇ、レイス。今日はとても天気がいいわ。たまには外に遊びに行かない？」

「アランおじさまが、貴方の食が細いことを心配していたわ。おじさまの料理はとてもおいしいのよ？　もっと食べなきゃ勿もつ体たいないわ！」

「貴方が本を好きだと、おじさまから聞いたの。一緒に読みましょう」

　最初は正直、それが鬱うつ陶とうしくて面倒で。

　煩わずらわしいと本気で思っていた。

　だけど……いくら撥はね除のけようとめげない彼女に、俺は動きを止めていた感情が、徐じよ々じよに脈打ち始めたのがわかった。

　スーリアに「レイス」と名を呼ばれるのは、嫌きらいじゃない。

　むしろ彼女が呼ぶ度たびに、自分の名前がちゃんと色を持って響ひびいて、それが温かくもむず痒がゆく、俺は情けなくも困こん惑わくした。




　スーリアが外に連れ出してくれたおかげで、俺は木登りが意外と難しいことを知った。

　彼女はスカートを捲まくり上げ、スルスルと大木の頂きまで登る。

「淑しゆく女じよの嗜たしなみよ」と自じ慢まんげに胸を張っていたが、母親からは「淑女らしくしなさい！」と怒おこられていた。しゅんと項垂うなだれている彼女に、口角が知らず緩ゆるんでいて、自分でも驚おどろいた。




　スーリアの勧すすめで、アラン院長の料理をちゃんと味わって食べてみたら、死んだ母が遠い昔に作ったものと似ていて、久方ぶりに『おいしい』という感覚を思い出した。スーリアは「そうでしょう？」とまるで自分の功績のように誇ほこらしげだった。

　前の家ではなにを食べても同じ味だったのに。本当に不思議だった。




　孤児院の一部の奴らがスーリアのことを「スー」と愛あい称しようで呼び、スーリアがそれに返事をすることがなんとなく気に入らなかったが、葛かつ藤とうの末に自分もそう呼びかけてみた。「どうしたの？　レイス」と、彼女が驚いて振り向いたことに満足し、僅わずかだが浮かべられるようになった笑えみを零こぼせば、彼女は嬉うれしそうに抱き着いてきた。

　咄とつ嗟さに引ひっ剝ぺがしてしまったが、また呼んでみようかと、そう思った。




　アラン院長とスーリアが、俺の誕生日を祝おうと、隠れて企き画かくを立てたこともあった。

　誕生日なんてものは久しく祝われておらず、日付さえ曖あい昧まいで教えることもできずにいたのだが、孤児院に俺が来た日をそう位置づけようと、スーリアと院長が相談して決めたらしい。

　食堂に行けば、真っ赤なリコラの花弁を浴びせられた。

「レイス、お誕生日おめでとう！」

　スーリアが悪いた戯ずらっぽく祝福してくれた時は、表には出さなかったが心臓が盛せい大だいに跳はねたものだ。

　いつもより豪ごう華かな料理に、飾かざりつけられた部屋。スーリアが他の連中にも手伝わせたとか。この頃ころになると、俺に普ふ通つうに接してくるスーリアの影響で、俺の存在は孤児院の奴らにすっかり受け入れられていた。

　彼女にプレゼントとして渡わたされたのは、銀枠わくの中にリコラの花を描いたペンダント。俺の瞳の赤に似ているし、魔ま除よけにもなるのでお守りに、と。

　素す直なおではない態度だったがペンダントを受け取れば、スーリアはゆるゆると頰を緩めた。

「ねぇ、レイス。貴方は今、幸せ？」

　俺の横に座すわり、彼女は柔やわらかくそう問うた。

「父さまがね、素敵なことを教えてくれたの。ちょっとした時にね、『ああ、幸せだな』って感じたら、口に出して言葉にしてみるのが、人生を楽しく生きるコツらしいわ。人の言葉には力が宿るのですって。私は今、貴方の誕生日を祝えて幸せよ。貴方は？　レイスは今、幸せ？」

　灰がかった薄うす青あおの瞳に期待を込めて、俺の顔を覗き込む彼女を見ていると、胸が詰つまって言葉が出なかった。

　──目の前のスーリアに触ふれたい。

　そう、強く感じて。だけど同時に、これ以上は近付いてはいけないような。

　そんな警告染じみた予感に襲われ、俺は黙だまってペンダントを手にしたまま俯うつむいた。

　スーリアはそんな俺の手に自分の手を重ね、答えはもう促うながさず、「レイスの手は温かいわね」と微笑んだ。

　あの時は言えなかったが……俺は確かに『幸せ』だったのだろう。

　……スーリアの存在は、出逢ってからどんどん俺の中で大きくなっていき、叶うならばずっと傍そばにいたいと、守りたいと願うようになって。だがそれに合わせて、誕生日に聞こえた謎なぞの警けい鐘しようも、日に日に頭の中で激しく鳴り響くようになった。

　どうしてだろう、なぜだろう。

　穏おだやかで優しい日々が過ぎるほど。

　スーリアを想う気持ちが増すほど。

　俺は思い出してはいけない『なにか』を呼び起こしそうで、静かな恐きよう怖ふに侵しん食しよくされた。

　──そして、恐おそれていた崩ほう壊かいの瞬しゆん間かんは、あっさりとやってくる。




　部屋で一人本を読んでいた時に、その声は聞こえた。

『愛する者ができたのか？　あの女が大切なのだろう。それならば契約に従い──今すぐ、あの女を殺さなくては』

　そんな『悪魔』の声が脳のう髄ずいを直接這い、眠っていた記き憶おくが甦よみがえった。

　次いで俺は、嫌いやでも理解させられてしまった。……俺とスーリアは、決して共には在れないのだということを。

『精せい霊れい共の気が強い嫌な地に来たせいで動き辛づらいが、お前の体は悪魔によく馴な染じむ。契約を思い出したか？　思い出したなら、わかるだろう』

「！　俺に心から愛する者ができた時……その者を自らの手で殺し、身の内にいる悪魔に魂を捧げること……」

『その通りだ』としゃがれた声で悪魔が笑う。

　目覚めてしまった悪魔は、俺の体を乗っ取り動かそうとした。

　契約に従い、俺が大切に想う者を……スーリアを殺しに行こうと、銀色に輝かがやく短たん剣けんを俺に握にぎらせて。

「ち、違う！　違う、違う！　俺はあんな女なんて好きじゃない！　やめろ！」

　咄嗟に否定を口にして、俺は悪魔に抵てい抗こうした。

　暴れて部屋を荒あらし、スーリアからもらったペンダントも砕くだけてしまったが、悪魔に体を明け渡すわけにはいかない。

　俺は感情の否定を繰くり返かえし、自分の腕を切りつけ、痛みで正気を保たせた。割れたペンダントの欠片かけらには、俺の苦く悶もんの表情とはだけた胸元が映り込んでいて。

　そこには……黒い逆さの蝶の模様が浮き出ていた。

　様子を見に来たスーリアが、心配そうに俺に近付いてきたが、「来るな！」と追い返した。彼女を見た瞬間に、内の悪魔の殺意が膨ふくれ上あがるのがわかったからだ。

　──俺に悪魔を憑けた、あの女の歪んだ笑みが浮かぶ。

　確かにこれはなによりも、辛しん苦くを伴ともなう残ざん忍にんな『呪のろい』だ。




　それから、俺はスーリアを意図的に避さけた。

　ろくな対処法も思いつかないまま、彼女を狙ねらう悪魔を抑おさえつけるため、感情を殺し続けて凌しのぐだけ。契約が邪魔をして、誰かに打ち明けることもできない。

　それでも俺を気にかけてくれるスーリアに、まだ悪魔に奪うばわれていない心の中心が軋きしむ。

　きっと俺はもう、彼女には触れられない。俺と指先が掠かすった孤児院の幼子が、「手が冷たい」と驚き泣いた。目覚めた悪魔の気が流れると、体温が凍こおるらしい。「レイスの手は温かいわね」と、微笑むあいつの顔は二度と見られない。

　ジリジリと追おい詰つめられていく日々。だけど往おう生じよう際ぎわの悪い俺は、スーリアの傍にいたいという願望を捨て切れず、彼女との日々を取り戻せる方法を探していた。

　そんな中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごで、悪魔に打ち勝とうとしていたことが愚おろかだったのだ。




　訪れた十三歳さいの誕生日。

　孤児院の前の大木の下に、複数の少女らによって呼び出された俺は、スーリアとの関係について聞かれた。「恋こい仲なかなのか？」と。

　そう尋たずねる少女の声に重なるように、内の悪魔は変わらず、俺にスーリアへの想いを問う。しわがれた悪魔の声は、いつしか俺の声に変わっていった。後ほどこれは、俺と悪魔の『同化』が進んだ故ゆえだということを知る。

　俺はすぐさま、少女たちと悪魔に向けて偽いつわりの言葉を吐はいた。

「恋仲？　ふざけたことを言うのはやめろ。──俺はあんな女、好きじゃない。むしろ嫌いだ。大嫌いだ」

　それでもなお騒さわぐ悪魔を抑えるため、スーリアを貶おとしめる、思いつく限りの暴言を続けた。ガサツだとも地味だとも、思ったことなどない。ましてや彼女のことをずっと迷めい惑わくしていたなんて、そんなことあるはずがない。

　俺は……スーリアに一生かかっても返せない、多くのものをもらったんだ。

　けれど本心には蓋ふたをして鍵かぎをかけ、碇いかりをつけて水みな底そこへ。

　スーリアの父親が言っていたように、言葉にすると、そこには力が宿る。俺が彼女への想いを口にしてしまえば、きっともう悪魔を誤ご魔ま化かせない。

　噓はいくらでも吐けるのに。

　本当に言いたい言葉は心の奥に沈ちん殿でんしていく。

　……さらに最悪なことに、俺の悪魔を抑えるためのひどい発言は、すべてスーリアの耳に入ってしまった。

　涙なみだを溜ためた彼女に投げつけられたのは、不格好な刺し繡しゆう入りの手巾ハンカチ。

　おまけに殴なぐられ腹に衝しよう撃げきが走ったが、それ以上に俺は、スーリアから向けられた「大嫌い」の一言と、初めて見る彼女の泣き顔に呆ぼう然ぜんとなった。

　──スーリアを守りたいと、守ろうと誓ちかった俺が、彼女を傷つけ泣かせたのだ。

　俺はもうこの時、彼女の隣となりに戻りたいという、未練がましい欲は捨てた。

　彼女を守るために足りなかったのは、自分の居い心ごこ地ちのいい場所と傍にいたい存在を、完全に捨て去る覚悟だった。

　たとえスーリアと共に在れなくとも。

　なにがあっても……俺は俺に、彼女を殺させない。




　そして俺は、騎き士し団だんの入団試験を受けたいと院長に申し出た。

　以前までは興味などなかったが、騎士団入りを望んだ理由はいくつかある。

　まずアルルヴェール領から……スーリアの傍から、自然と離はなれられる。

　本来なら異国の果てまで行きたかったが、精霊女王が守護するこの国にいるからこそ悪魔を抑えつけられているのだと考えれば、他国に出るのは得策ではない。

　それにおそらく、俺の体が悪魔に乗っ取られてしまえば、物理的な距きよ離りなど意味はない。あの悪魔使いの女は、空間を歪めて突とつ如じよ俺の前に現れたのだ。たとえ俺とスーリアが遠く離れていようと、悪魔は獲え物ものであるスーリアの居場所を感知し、一いつ瞬しゆんで移動できるに違いない。

　それならば、悪魔の動きを僅かでも制限できるこの国に留まり、悪魔を殺す方法を、情報の多く集まる王都で探すべきだ。

　そのためにも、騎士という地位は利用できる。

　特権騎士団にまでなれば、王城の書庫にも入れると聞いた。そこになら、悪魔に関する有用な文ぶん献けんもあるかもしれない。

　元より頭の出来と剣術の腕は悪くない。目覚めた悪魔の力も相あい俟まって、俺は難なく試験に合格した。

　アラン院長は騎士団の元部下に俺を託したが、彼は院長に似て世話焼きで、俺を『一番弟で子し』と称しようし、よく面倒を見てくれた。……この国に来てから、人には随ずい分ぶんと恵めぐまれている。

　そんな彼がある日、俺に『精霊の宝箱』というものをくれた。

「俺の弟子がアルルヴェール領出だと言ったら、騎士団に出入りしている『ロットレア商会』の商人が、自分も同郷だとおススメの品を安く売ってくれたんだ。これに大切な物を入れておくと、精霊の祝福が得られるらしいぞ」

　……よくある与よ太た話ばなしを信じたわけではないが、大切な物と聞いて浮かんだのは、スーリアからもらったペンダントと、彼女から投げつけられた刺繡入りの手巾だった。どちらも悪魔の目を盗ぬすんで、密ひそかに留とどめておいたものだ。

　彼女と共に生きる未来は捨てても、共にいた過去までは捨てられなかったのだ。

「『お誕生日おめでとう、レイス』か」

　俺は懐なつかしむことさえ許されない、遠い日の穏やかな記憶も、箱の奥おくに一緒に仕し舞まっておいた。




　騎士見習いから正式に騎士となり、特権騎士団入りするまでは早かった。

　忌き避ひされがちな容姿と、感情を殺すことに慣れた故の冷れい酷こくさ、悪魔憑きの常じよう軌きを逸いつした強さから、皮肉なことに俺は『悪魔騎士』などという異名をつけられた。

　この国では『悪魔』は馴染みの薄い存在であり、名付けた同どう僚りようたちは、単純に揶や揄ゆしただけだろうが。その名を聞いた時は思わず自じ嘲ちようが漏もれたものだ。

　騎士としての任務は然さ程ほど労を要せず、やはり悪魔との戦いに難なん渋じゆうした。

　悪魔は月明かりを力にする。

　夜間の仕事で、どうしても月明かりの下を歩かなくてはいけない時は、フードを深く被かぶって月光を避けた。

　また、俺の意識がない間に体を悪魔に奪われることを危き惧ぐし、ろくに眠れぬ夜が続いていたが、リコラの花が魔まに効くことを思い出した俺は、それで睡すい眠みん薬やくを作ってもらった。

　世話焼きの上司が紹しよう介かいしてくれた薬屋のレオンは、金さえ払えばどんな仕事も受けるし、腕もいい。好こう奇き心しんが旺おう盛せいなわりに、客の事情には踏ふみ入いらないところも有あり難がたかった。

　リコラの睡眠薬で悪魔を眠らせ、俺自身もようやく眠りにつく。

　薬のおかげで多少は睡眠が取れるようになったが、それでも薬の効き目が薄い時、特に満月の夜などは、悪魔は俺によく夢を見せた。

　繰り返し見るのは──俺がスーリアを殺す夢だ。

　悪魔に支配された俺が、彼女を押おし倒たおし、その喉のどに刃やいばを向ける。悲痛な制止の声も聞かず、俺は嬉き々きとして剣けんを振ふるう。……そこで、いつも飛び起きるように目を覚ます。

「くそっ！」

　その度に胸を押さえて。

『愛する者を殺せ』と喚わめく悪魔に、口くち癖ぐせになってしまった『嫌い』を繰り返す。

　本当に嫌いになれてしまえば、きっと楽なのだろうが。結局それもできないまま、何度も冷ひや汗あせと動どう悸きに襲われる夜を越こえた。




　──そんなふうに月日は経過し、スーリアと決別してから三年近くが経たった。

　自分でもよく耐えたとは思うが、肝かん心じんの悪魔を切り離す方法は、あらゆる手を尽つくしたが見つからず。

　精神の摩ま耗もうも日々確実に、砂時計が落ちるように進行していった。

　しかもある時を境に、なぜか内の悪魔の力が急激に増していることに気付いた俺は、本格的に焦あせりを感じていた。

　そんな時に、救いの手を伸のばしてくれたのが、教会の使徒長・ガウディ＝フィンスだ。

　精せい霊れい姫ひめの護衛騎士とやらの選定のために騎士団を訪れていた使徒長は、一目で俺が悪魔憑きであると悟さとり、朝方の悪魔の力が弱い時分に教会へと招いてくれた。一部の人間に限られるとはいえ、悪魔の存在を教会が認にん知ちしていることに驚いたものだ。

「……お主の記憶は見せてもらった。長きにわたり、悪魔に抗あらがっておったのじゃな」

　火の精霊の能力で俺の事情をすべて知った使徒長は、「早く気付いてやれずにすまなかった」と頭を下げた。

　慈愛を宿す真しん摯しな瞳は、アラン院長にも少しだけ似ていた。

「だが聖せい鐘しよう節せつに入る前に、お主を見つけられたのは幸いじゃった」

「聖鐘節……？」

「その期間は、精霊女王に穢けがれが溜まっていて霊力が最も弱くなるのじゃ。故に聖鐘節は悪魔が暴れやすくなる。ここ最近、悪魔の力が増しておったじゃろう？」

　俺が頷うなずけば、「聖鐘節が近いからの」と、使徒長は神しん妙みような面おも持もちで眉まゆ根ねを寄せた。

　ここまで悪魔の生態に詳くわしいのなら、俺の中の悪魔も祓はらえるのではないかと微かすかな期待を抱いたが、悔くやしげに首を横に振られてしまう。

「そこまで同化しておると、不ふ甲が斐いないがわしの力は及およばん。可能性があるとしたら、我らが精霊女王だけじゃ。……ここからは提案じゃが」

　そして使徒長は、俺を精霊女王のもとへ送るため、また聖鐘節を乗りきるための策を講じてくれた。

　まず俺が、精霊姫の護衛騎士になること。

　元より俺は候補に挙がっていたらしい。

　護衛騎士になれば女王への謁えつ見けんが許され、女王の加護も付ふ与よされる。穢れのせいで弱まった状態でも、精霊たちを統すべる精霊女王の力だ。聖鐘節の間だけの特別な加護は、悪魔を抑える有用な手になるだろう、と。

「それと……お主の中の悪魔が狙う、スーリア＝バレット嬢のことじゃが。護衛騎士にはお主を任命し、その守るべき対象である本年の精霊姫には、彼女を抜ばつ擢てきしようと思う」

「な!?　なぜ……っ!?」

「実はスーリア嬢も、精霊姫候補に入っておる。精霊姫になれば彼女にも女王の加護がつく。悪魔に狙われている者は、他の悪魔も引き寄せやすい。悪魔同士で獲物の取り合いも珍めずらしいことではないのじゃ。普ふ段だんのこの国にいるなら心配はないが……聖鐘節の間は危あやうい。加護がつけばその懸け念ねんは減る。強い悪魔憑きであるお主が傍にいれば、他の悪魔への牽けん制せいにもなるじゃろう」

「でも……っ！」

「……二人が共に行動してくれたら、わしや女王の目も届く。聖鐘節の間は、女王とて広こう範はん囲いに力を使えぬ。お主とスーリア嬢は、近くにおる方がいいんじゃよ」

「だから……彼女にとって一番危険なはずの俺に、彼女の護衛をやらせる、と？」

　ひどい矛む盾じゆんだ。

　使徒長も苦肉の策であることは承知のようで、痛ましげに顔を歪めている。

「このような手段しか取れずにすまぬ。こんな状況で、再びお主たちを引き合わせることがどれだけ酷こくか……。お主もまた、スーリア嬢に噓を重ねることになるだろう」

　……そうだ。

　いくら女王の力で俺の中の悪魔を抑えられたとしても、完全に制せい御ぎよしきれるわけではない。むしろ護衛になれば傍にいる分、俺の思おも惑わくを彼女に気取られないためにも、より徹てつ底ていして、スーリアを嫌っている体を彼女の前で貫つらぬかなくては。

　それでまた彼女を傷つけることになっても……彼女の身の安全には替かえられない。

「……俺はスーリアに、精霊姫の役を終えさせ無事に帰らせる。危険な目には遭わせず、彼女に最後まで噓を貫き通す」

　そう誓いを立て、俺は使徒長の策を受け入れた。

　使徒長は他にも、聖鐘節の間のみ有効な、悪魔の力を封ふうじられる道具を俺に授さずけてくれるという。

　そこで話はまとまったかと思ったが、最後に使徒長は言い淀むように口を開いた。

「正直なところ……女王の力をもってしても、お主の中の悪魔を祓えるかはわからぬ。賭かけに近いのじゃ。ここまで完かん璧ぺきに同化しながら、なお自じ我がを保っている者を、わしは初めて見た。その精神力は敬服に値あたいする。だがそれ故に、お主と悪魔を切り離せるかは……」

　──なんだそんなことかと、瞳を細めて一いつ笑しようした。

　使徒長は俺が救われる希望に、泥どろをつけることを躊躇ためらったのだろうが、『俺が助かる可能性』なんて、俺自身は端はなから重視していない。

「俺の『望み』は、スーリアの命を守ることだけだ。……女王の力でも悪魔を取り除けなかったその時は、俺を俺の中の悪魔ごと、女王に殺してほしい」

　俺は女王との謁見の場ですべて終わらせる。

　自分を悪魔ごと殺すやり方は、なにも今思いついたわけではない。その方法だって前々から考え尽くしてきた。

　俺が助かる可能性さえ排はい除じよすれば、打つ手は広がる。悪魔との分ぶん離りが至難だというのなら、俺ごと悪魔を滅ほろぼせばいい。後者の方が、精霊女王にとってもたやすいはずだ。

「お主……」

　使徒長が息を吞のんだ。他の方法を探す時間など、俺にはもうないのだ。

　悪魔との戦いに敗北すれば……スーリアが死ぬ。

　俺の中の薄うす汚ぎたない悪魔に、彼女の魂を渡すなんて馬鹿げたことだけは、どれだけ月日が経とうと関係なく、決して許してはいけなかった。

　使徒長は「最後までお主自身も助かる道を諦あきらめないでくれ」と言ってくれたが、その次に俺が持ち続けておくべきは、『悪魔と共に死ぬ覚悟』なことは変わらない。

　……昔はいつ死んでも構わないと思っていたが、いざ目の前にしてみると『死』を恐れる気持ちが一瞬でも湧わいたのは、アラン院長やスーリアと出会って、生きて幸せだと感じる時間を過ごしたからか。

　だけどその感傷も、死への恐怖も生への執しゆう着ちやくも、俺の『望み』を叶えるために邪魔ならば、また捨てるだけのことだ。

「……お心を砕いて頂き、感謝致いたします」

　床に片かた膝ひざをつき剣の柄つかに手を当て、頭こうべを垂れる。

　我わが国くににおける騎士の最上級の礼を、最後に使徒長に取って、俺は教会を後にした。




　俺にとって唯ゆい一いつ『故郷』と呼べる、アルルヴェール領へと発たつ前。

　正式に護衛騎士としての認にん定ていを受け、女王の加護が働いているおかげか、俺の中の悪魔は噓のように鳴りを潜ひそめていた。これならスーリアと再会しても、悪魔に意識を奪われることはなさそうだ。……そう思い、油断したわけではないのだが。

　やはり久方ぶりの彼女を前にして、僅かな動どう揺ようまでは消せなかった。

　アラン院長に顔を見せてから向かったスーリアの家。三年ぶりに会う彼女は、想像していたよりずっと大人びて見え、つい「綺き麗れいになったな」なんて、無意識の本音が出そうになった。

　王都でスーリアが精霊の悪戯を受け、頭に花弁を乗せていた時も、幼い頃の記憶が甦り、気付けばその髪に触れかけていた。

　心揺ゆれる度に、悪魔の眠りを起こすような真似をしていれば世話がない。それでまた、彼女を突つき放はなす態度を取らなくてはいけなくなるのだから、どこまでも愚かだ。

　……俺が冷たくする度に、彼女が悲痛な顔をしていることには気付いていた。

　決別のきっかけになった、あの日のスーリアの泣き顔が浮かぶ。

　同じ痛みを感じる資格は、きっと俺にはないだろう。




　教会ではロアという使徒を通して、精霊水すい晶しようを受け取った。使徒長が用意してくれた対悪魔用の道具で、霊れい力りよくのない者に精霊を見せる効果もあるそうだ。

「ロア君は本当に、一いつ生しよう懸けん命めいだし素直で可愛かわいいわ」

　そんなことを呟つぶやくスーリアは、年下に甘あまいところは相変わらずらしい。

　……なんの足あし枷かせもなく、彼女と親しげに接するアイツに苛いら立だち、粗そ雑ざつに水晶を奪い取ったのは大人げなかった。

　スーリアの傍にいると、沈めた感情がいとも簡単に息を吹ふき返かえしてしまう。

　だが精霊水晶を身につければ、俺の隙すきをついて悪魔が蠢うごめいても、禍まが々まがしい力を水晶が吸い取ってくれた。その都度、水晶は濁にごりを蓄ちく積せきしていったが、これと女王の加護があれば、なんとか聖鐘節を乗りきれそうだった。

　──それからの日々は、警けい戒かいすべきことはあれど大きな問題もなく、拍ひよう子し抜ぬけするほど平和だったように思う。むしろ俺にとっては、ここ数年ではあり得ないほど、穏やかな時間が流れていた。

　ただスーリアの方は、精霊姫の儀ぎの特訓で苦心している様子も窺うかがえた。

　俺は街にでも連れ出してやれないかと思案した。昔から意地っ張りで人前で弱音の吐けないスーリアには、気分転てん換かんが一番いいはずだ。

　そんなことを考えられる程度には、悪魔に対する危惧が薄らいで余よ裕ゆうがあったのだ。

　名目として俺の用事も作り、俺は彼女を街へと誘さそった。

　近々予定していたリコラの睡眠薬を受け取りに、レオンの店に寄ればちょうどいい。さらには「ロアに頼まれた」ということにすれば、スーリアも素直に申し出を受けてくれた。

「スー！　ボクはスーと二人だけで出かけたかった！」

　街へ行く日は、スーリアに懐いているウォルとかいう水の精霊もついてきた。ソイツは感知能力が高いようで、俺の中の悪魔の気配を察知したのか、ずっと俺を警戒していた。……昔、スーリアに見たいと話したことのある精霊を、こんな形で見られるとは思わなかったが。

　街へ出てはしゃぐ精霊のおかげで、スーリアも羽を伸ばせているようだった。

　ここでも概おおむね順調だったのだが──。

　レオンの店で聞いた、王都で相次ぐ『精霊使い行方ゆくえ不明事件』の新たな情報。

　注視はしていたが、それがまさか他の悪魔憑きによるものだとは思わず、『黒い蝶』という単語を耳にした瞬間、俺は舌を打っていた。

　使徒長が言っていたように、引き寄せられた悪魔がスーリアの命を狙いに来たわけではない。わざわざスーリアを誘ゆう拐かいすることはないだろうが……それでも、なにかの拍子に巻き込まれないとも限らない。

　そう警戒を強めていた矢先のことだった──

「お願い、黒くろ頭あたま！　スーを助けて！」

　──水の精霊が、俺のもとに勢いよく飛び込んできたのは。




　俺はスーリアの気配を水の精霊に辿たどらせ、報しらせを受けて集まった使徒たちよりも先に、彼女が攫さらわれたであろう場所へと向かった。

　水晶は俺の激情に合わせ、荒れ狂う悪魔の力を溜めて急速に濁りを増していったが、それを気にかける余裕もない。

　辿り着いた倉庫で、スーリアの姿を見た時は、心の底から安あん堵どした。

「レイス……」

「スー……無事で……っ！」

　思わず愛称を口にしたあとに、彼女の瞳から伝う涙に気付いた。スーリアの泣き顔を見るのは、俺が泣かせてしまったあの日以来だ。

　その涙を拭ぬぐおうと彼女の頰に手を伸ばすが、またしても腕を引く。

　こんな時でも、温度のない俺の手では彼女に触れられない。

　代わりに外がい套とうを脱ぬいで渡すことしかできなかった。「遅おそくなって悪かった」と、謝あやまることくらいは許してほしい。

　スーリアを攫った悪魔憑きの男は、攻こう防ぼうが続く中でも、俺を物もの珍めずらしげに観察していた。俺を『同じ』だと称する男に、苛立ちが募つのって仕方がなかった。

　……俺は望んで、悪魔憑きになどなったわけじゃない。

　戦せん闘とう面での分ぶは、悪魔の契約で膂力も上がり、騎士団でも鍛きたえた俺にある。だが焦った相手の苦肉の策に不意を突かれ、身につけていた精霊水晶を砕かれてしまう。

「くっ……！」

　今まで抑えつけてきた反動か。

　体内で一気に悪魔の力が暴れ出し、主導権を取られかけた俺の体は、男に向けている剣の切っ先を一瞬、スーリアに変えようとした。わざと敵の刃を身に浴びせ、無理やり痛みで正気を引き戻す。あとは気力だけで再び悪魔を抑え込み、男を地に転がした。

　これで勝負はついたと思った。

　だがここから、男の悪魔の暴走が始まった。

　黒い沼ぬまに男が沈む様を、追いついた使徒たちは憐あわれみを孕はらんで見ていたが、俺はなんの感かん慨がいも抱きはしなかった。

　自ら望んで悪魔を受け入れた男に、同情の念など浮かびもしない。

　被ひ害がい者しやの中から女が一人飛び出し、沼に飛び込む。精霊姫の指導役を担になっていたその女は、男の恋人だったらしく、二人は共に沼底へと落ちていく。

　それすらも無感動に見つめていたら──突然、スーリアが動いた。

「後味が悪すぎるわ……っ！」

　そう吐き捨て、俺の渡した外套を羽織り、彼女は沼に向かって裸足はだしで駆け出した。誰かが止めに入る間もなく、スーリアは女王の宝ほう剣けんで沼を打ち消そうとした。

　─失念していた。

　スーリアはこういう時、咄嗟に誰かのために動いてしまう人間だった。

　己おのれを顧かえりみず無茶をしそうなことなど、少し考えれば予想がついたのに。

「スーリア！」

　俺の声など届きはしないとわかっていても、叫さけぶように名を呼んだ。

　結果的に、スーリアの目もく論ろ見みは成功した。黒い沼は跡あと形かたもなく消え、犯人の男たちも無事だった。しかし、霊力を使いすぎたらしいスーリアは、ゆっくりとその場で糸が切れたように崩くずれ落おちた。

　今すぐにでも彼女の体を受け止めたいのに。

　精霊水晶という枷かせを失い、いまだに蠢く悪魔の脅きよう威いを抑えられない俺には、スーリアに近付くことは許されなかった。

　刃に裂さかれた程度で痛みは感じない。スーリアを危険な目に遭わせないと誓ったはずなのに、こんな事態に巻き込み、悪魔のせいで気き遣づかうことさえできない、己の不甲斐なさがひたすらに痛かった。

　……今さらだ。本当に今さらだが、思わずにはいられなかった。

　どうして俺は、スーリアの傍にすら行けないのだろう。

　なぜ俺は、心ある言葉一つさえ紡つむげない。

　なんで俺は。

「スー……！」

　倒れる直前の彼女と目が合った気がしたが、俺は服の上から、胸元に爪を立てて俯いた。

　彼女に触れることもできない己が、ただただ惨みじめで呪わしかった。
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　──空が黒に塗ぬり替かえられ、満月が顔を出す夜。

　事件は片かたがつき、倒れたスーリアは目を覚ました。今晩さえ越えれば、あとは精霊女王との謁見の時を待つだけだ。

　しかし、スーリアの部屋を庭の窓から遠目で確認し、自室に帰る途と中ちゆうで、悪魔の声に襲われた。すっかり俺そのものになった悪魔の声は、精神をじわじわと蝕むしばんでくる。

　急いで部屋へと駆け込み、乱雑に外套を脱ぎ捨てベッド脇わきの床に膝をついた。

『大切な者の魂を寄よ越こせ。あの女を早く殺しに行け』

　ここ数年、幾いく度どとなく囁ささやかれ、その度に退けてきた声が脳に直接響く。

　胸元が疼うずいて、体が小刻みに震ふるえた。

　確実に俺の中の悪魔は、縛しばりの弛ゆるんだ聖鐘節の満月の夜を楽しんでいる。俺がギリギリ正気を保ち、体の支配権を譲ゆずらずにいられているのは、女王の加護が最後の砦とりでになっているからだ。

　ふらつく体を起こして、リコラの睡眠薬が入った小こ瓶びんを何本か空ける。

　常ならそれで収まる悪魔の気配が、今日ばかりは一向に引かなかった。

「つっ！」

　きつく水晶の欠片を握にぎり締しめると、黒々しく変色した鋭えい利りな先せん端たんが、掌てのひらを穿うがち傷つける。ポタリポタリと滴したたる赤い血が、あの日の記憶を想起させた。

　封じられていた記憶が甦り、穏やかな日々が手の中から消えた、忌いむべき日。

　あの日と同じように、悪魔を拒きよ絶ぜつするために、俺はスーリアへの想いを否定する。

「っがう、違う、違う、違う！　俺はあんな女、好きじゃないっ。嫌いだ、大嫌いだ！　だから……っ！」

　だからやめろ、やめてくれ。

　スーリアに手を出さないでくれ。

　これも何度繰り返したかわからない。許容の限界を迎むかえた精霊水晶を投げ打ち、俺は中身の残る小瓶を手に取った。『俺の瞳と一緒』だと、いつか彼女が笑って教えてくれた、花の液体を一気に呷あおる。

　空になった瓶を床に転がせば、僅かに体内を這いずる悪魔の気が薄らいだ。

「…………あと、少し。もう少しだ。あと少しだけ、もってくれ。そうすれば、終われる。たとえ俺が死んでも、構わないと約束したんだ。ちゃんと女王は、俺を悪魔ごと、終わらせてくれるはずだ。あと、少し。頼むから、もってくれ」

　途と切ぎれ途と切ぎれに、掠れた声で自分に言い聞かせる。

　明後日あさつてになれば、俺とスーリアは聖鐘の森へ向かう。

　そこで俺は、彼女にまた噓をつく。護衛騎士としての任が終われば、俺は他の仕事があると言って先に彼女だけを帰し、女王と二人だけの場を持つ必要がある。

　そして俺は……俺の中の悪魔ごと、女王に殺してもらう。

「はっ……」

　赤い液体を嚥えん下かし終えても、舌に残る苦味が不快だ。

　胸元を押さえれば、悪魔がそこで呼吸している錯さつ覚かくを覚え、ひどい吐き気に苛まれる。

　……やはりここまで同化してしまえば、悪魔を道連れに死ぬことしか、俺に残された選せん択たく肢しはなさそうだ。

　そのための覚悟も準備も、とっくに済ませてある。

　護衛騎士として得られる報ほう酬しゆうは、俺の死後、すべてアラン院長の孤児院に入るよう、使徒長に願い出ている。一度も直接、救ってくれた礼を院長に述べることはできなかったが、最後に僅かばかりでも、これで恩を返せるだろうか。

　そうなった場合、俺は長期の任務に出て、そこで命を落としたことにしてもらう。アラン院長やスーリアが、俺がすでにこの世にいないことを知るのは、もっとずっと先だ。

　あとは女王にすべてを終わらせてもらうだけ……いや、その前に聖鐘の森で、用意した台詞せりふ通りに、淡たん々たんとスーリアに別れを告げなくては。

『ここで別れたら、俺とお前が会うことは、もう二度とないだろう』

　そう……決別の言葉をスーリアに、言わなくてはいけないというのに。

「……っ！」

　想像しただけで、身を切られるような痛みが胸に走った。眠りきっていない悪魔の疼きよりも強いその痛みは、今になって捨てたはずの、俺の浅ましくも醜い欲を呼び起こす。

　──本当は。

　俺は……死にたくなどない。

　まだ生きていたい。死ぬのは恐ろしい。みっともなくも、生にしがみついていたい。

　そして叶うなら、この先もずっとスーリアの傍にいたい。

　俺が消えて、そのあとにスーリアが誰か知らない奴のものになるのも嫌だ。誰にも彼女を渡したくない。彼女に触れたい、抱だき締しめたい、想いを伝えたい。

　俺はスーリアと共に、生きていきたい。

　……情けないな、と自嘲が漏れる。

　スーリアと永遠に別れると思うだけで、俺の覚悟はこんなにも簡単に揺らぐ。

　本当はなにも捨てられてなどいなかった。

　俺は死ぬのが恐ろしいし、今でもスーリアの傍にいて、彼女を自分のものにしたい。欲なんて捨てきれるはずがなかったのだ。

　こんな調子では、俺は平静を装よそおい、スーリアに決別の言葉など告げられはしないだろう。

　だが──それでも。

　グッと、唇を強く嚙む。

　悪魔はやっと眠りに落ち、乱れた精神も幾いく何ばくか落ち着きを取り戻す。

　薄うす暗ぐらい部屋で瞼まぶたを閉じれば、幼い頃も今も変わらず、俺がなにより綺麗だと思う、スーリアの灰がかった薄青の瞳が浮かんだ。

　あの瞳に、俺に殺される恐怖と絶望を映すくらいなら、何度覚悟が揺らごうと、自分を誤魔化して立て直せる。

　欲を捨てられないのなら、今度は無理やり吞み込んで。

　俺は最後まで本心を見せずに、スーリアの前に立ってみせる。

　浅い呼吸を繰り返していたら、耳奥に『レイス』と柔らかく俺の名を呼ぶ、スーリアの声が甦った。

　──ただもし、どれか一つでも願えるのならば。

　スーリア……スー。

　俺はお前に、ずっと言いたかった言葉がある。直接お前に言うことは、どれも不可能な言葉だ。

　遠い日に、「レイスは幸せ？」と、お前が尋ねてくれたあの問いに、俺は答えを返せなかったことを今でも後こう悔かいしている。素直に「幸せだ」と頷いて、それはお前に出会えたからだと、恥はずかしくても照れくさくても、伝えておけばよかった。

　それと、これは悪魔を解放してしまう言葉だろうから、ずっと胸の奥に隠していたが……。

　グラリと体が傾く。

　背後のベッドに崩れるように凭もたれたら、ようやく訪れた睡すい魔まに身を委ねられそうだった。

「すべて終われる時が来たら、俺はやっと、スーリアに──」




　──お前を「愛している」、と。




　届かなくても構わない。

　ただそう、言葉にして口にしても、いいだろうか。
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　長い夢から覚めるような感覚だった。

　意識がするすると現実へと手た繰ぐり寄よせられ、瞼まぶたを開いてすぐ、私は自分の頰ほおが濡ぬれていることに気付いた。

　レイスの記き憶おくを見て、すべてを理解して、彼かれの奥おく底そこにある想おもいを知って。

　私はいつの間にか……溢あふれ出でる、言葉に尽つくせない感情の奔ほん流りゆうを涙なみだに溶とかし、静かに泣いていた。

「……人の子が、誰だれかを想い流す涙とは、どうしてこんなにも胸を打つのだろうね」

　白雪のような指先を伸のばし、女王は私の感情の雫しずくを掬すくった。「精せい霊れいとして長く生きすぎている私には、もう流せぬものだよ」と、彼かの女じよは切なげな笑えみを落とす。

「さてこれから、そなたはどうしたい？　告げた通り、私の力をもってしても、この騎き士しから悪あく魔まを切きり離はなすことは難しい。奥深くまで、悪魔が騎士の中に根を張っているからね。……ただ、でき得る限りのことはしたい。私は私の意思で、この騎士を救いたい」

「女王……」

「私は万ばん物ぶつを為なす神ではないから、救えぬ命もある。だが、生を尊び死を恐おそれながらも、大切な者のためになら命をも賭とす。この者のような人間には、届く範はん囲いで手を伸ばしたいのだよ」

　女王の黄金の眼まな差ざしが、まだ微睡まどろみの中にいるレイスの黒くろ髪かみへと注がれる。愛いとしい我わが子を見るような、優やさしい目。

　……きっとどこまでも、この女王は『人間』という存在が好きなのだろう。

「しかしながら、私一人の力では及およばないこともまた事実。レイスを救うには、そなたの協力が必要だ、スーリア」

「私、の」

「ただそのやり方は、そなた自身を危険に晒さらす。とても危あやうい方法だよ。それでもやるか？　レイスを救いたいと願うか？」

　そなた自身はどうしたい──と、女王は私に再度問うた。

　ぎゅっと、傍かたわらのレイスの冷たい手を握にぎる。

　私よりも一回りは大きい、剣けんを持つ硬かたい手は、傷ついて痛ましげに見える。

　どれほど辛つらかっただろう。

　どれほど苦しかっただろう。

　どのくらいの痛みに耐たえて、レイスは悪魔に抗あらがい続け、私に……『大だい嫌きらい』なんて言葉を吐はいたのかしら。

　また嗚お咽えつが込み上げて目元が緩ゆるむ。だけどもう、泣いてはいられない。

　私は白い袖そでで涙を乱暴に拭ぬぐい、女王と確しかと瞳ひとみを合わせた。

「……私は、レイスに生きていてほしい。彼を救いたいです。そのために私にできることなら、なんだってします」

　レイスがずっと、私を守るために戦っていたというのなら、今度は私の番だ。なにがあってもレイスを死なせなどしない。悪魔と心中なんてさせるものか。

「私たちは必ず王都の教会に……いえ、アルルヴェール領へと一いつ緒しよに帰ります」

　きっとレイスは本当の意味で、自分の居場所である、あそこへ帰りたかったに違ちがいない。リコラの花が優しく咲さく、私と共に育ったあの領へ。

　私は決意を込めて唇くちびるを引き結んだ。

　周囲の精霊たちは息を潜ひそめて、私と女王のやり取りを見守っている。

　やがて女王は軽かろやかに笑い、「そなたならそう言うとわかっていた」と、白銀の髪を搔かき上あげた。

「その方法は今から教えよう。機会は一度きり、失敗は許されない。しくじればそなたは死ぬことになる。それでもやるね？」

　一も二もなくコクリと頷うなずけば、女王は満足げに微笑ほほえみ、そっと私の耳元に唇を寄せた。
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　サラサラと、光を浴びればなお色いろ艶つやを増す、レイスの黒髪を撫なでる。

　泉の辺ほとりに真っ白な裾すそを広げて座すわり、レイスの頭を膝ひざに乗せて、私は彼の目覚めを待っていた。

「……なんだか、こんなふうに貴方あなたの髪を梳すくのは、ひどく久しぶりな気がするわね」

　彼の端たん整せいな顔に自分の影かげを落としながら、何気なく独り言を落とす。

　ここにいるのは私たち二人だけ。

　これから成すことに、精霊たちの存在は些いささか邪じや魔まになる。そのためウォルも女王も他の精霊たちも、一いつ旦たん気配ごと消してもらっている。

　私の傍そばにあるのは、地に刺ささって立つ女王の宝ほう剣けんのみ。これは必要なものだから、近くに留とどめてある。

　──レイスを悪魔から切り離し、救うための準備は整った。

　あとは……目を覚ましたレイス本人に、この『方法』に協力させるだけ。

　ただ私に危険が及ぶやり方を、レイスがよしとするはずがないだろうから、彼を説得するという役割がまず私にはある。

　女王は相当強い気を当てて、レイスの中の悪魔を眠ねむらせたらしいので、レイスが起きてから悪魔が目覚めるまでに僅わずかな時間差が生じる。その間に、私はレイスに状じよう況きようを伝えて、彼自身に悪魔を解放させなくてはならない。

「貴方と噓うそ偽いつわりなしで話したいことがたくさんあったから、いい機会だわ」

　指の隙すき間まから、滑なめらかな黒髪が滑すべり落おちていく。

　昔、木こ陰かげで一緒に本を読んでいたらいつの間にか寝ねてしまったレイスに、こっそり膝ひざ枕まくらをした思い出が頭を過よぎった。目を覚ました貴方はあの時、珍めずらしく狼ろう狽ばいしていたわよね。場違いにも可お笑かしくなって、私は口元を緩める。

　眠るレイスの顔は怜れい悧りな印象が薄うすれ、存外幼く噓のように穏おだやかだ。

　この先のことを考えると、恐きよう怖ふと緊きん張ちようが背を這はうのに、それよりも私は早くレイスと話がしたくて仕方がなかった。

　素す足あしに触ふれる、青々とした草木は少し冷たい。触れるレイスの体も、同じくらい体温がなくて冷ややかだ。でも私はもう、彼の隠かくしてきた熱を知っている。

　レイス。ねぇ、レイス。

　私は今、何度でも貴方の名前を繰くり返かえし呼びたいの。

　本当はずっと、貴方は私のことを──

「──レイス？」

　膝ひざ上うえに感じる、心ここ地ちのいい重みが動いた。純白の騎士服の裾が小さく揺ゆれる。

「スー、リア？」

　目を覚ましたレイスが、私を視界に捉とらえる。

　刹せつ那なの瞬まばたきのあと、彼は飛とび退のくように私から離れた。まるで野生の猫ねこみたいな動きだ。

「なぜ……なんでっ、お前がまだここに……！」

「決まっているでしょ？　貴方と一緒に帰るためよ」

　堂々と胸を張って「私はもう、貴方の隠してきたことを全部知っているから」と、搔かい摘つまんでその経けい緯いを話せば、レイスの真っ赤な瞳は見開かれた。

　全体的に漂ただよう険が薄れていて、彼の中の悪魔の方は、まだ目覚めていないのだとわかる。

　だけどそれも時間の問題だ。

　地に膝をついて私と距きよ離りを取るレイスに、矢や継つぎ早ばやに女王と立てた策を説明する。

「いい？　貴方は今から、ただ悪魔を解放して。一時的に、悪魔に自分の体を明あけ渡わたして頂ちよう戴だい。そうしたら、あとは私と女王がなんとかするから」

「は……。な、なにを言って……」

「『悪魔に私を殺させる』。貴方と悪魔を切り離すためには、これしか方法がないのよ」

　──作戦はこうだ。

　悪魔が宿主であるレイスから離れる時が来るとしたら、それは『契けい約やくを終えた時』。つまりは、『私の命が悪魔の手元に渡った時』だ。私の魂たましいさえ手に入れば、悪魔はレイスの体内から出ていく。

　かといってもちろん、私も死ぬつもりはない。

　私はギリギリまで、自分の命を囮おとりに、悪魔を限界まで外に引き出す。引きつけるとこまで引きつけて、悪魔がレイスの中から顔を出したところを、女王が捕とらえるのだ。……一歩間ま違ちがえれば私が死ぬ、危険極きわまりないやり方だけど。

　レイスが自分の命をかけて、長い月日、身の内の悪魔から私を守り続けてくれたというのなら、私だって等価に命をかけるだけ。

　そのくらいの覚かく悟ごを持って、私はここにいる。

「ばっ……馬ば鹿かなのか、お前は！　そんなこと、させられるわけがないだろう！」

　レイスは案の定、すぐさま異を唱えてきた。

　起おき抜ぬけで朧おぼろ気げだった意識も戻もどり、眦まなじりをつり上げて私を睨にらみつけてくる。

「馬鹿とはなによ！　それしか方法がないなら、そうするしかないでしょ！」

「っ！　だ、大体俺おれは、お前のことが嫌いだと言っただろう。これは俺の問題だ。お前は関係ない！」

「はぁ？」

　まだそんなことを言って遠ざけるつもりなわけ？　全部知っているということは、レイスの本心も私は理解しているというのに。

　私はつい、座り込んだまま胡う乱ろんな目を向けてしまった。

　本当は私のこと大好きなくせに、なに言ってんだコイツ。

「……あのね、そういう一人で耐たえ忍しのぶ段階はもう過ぎたの。終わったの！　レイスがたった一人で、悪魔と孤こ独どくに戦っていた時間はもうおしまい。本心を偽るのもね。はい、お疲つかれ様さまでした！」

「なっ！」

「あとはこっちに任せて、貴方は私への気持ちを認めた上で、さっさと悪魔に体を明け渡せばいいのよ！」

　レイスを睨み返しながら指を突つきつけ、有う無むを言わせない口調で言いきる。

　だがレイスもレイスで譲ゆずれないようで、腰こし元もとの剣に片手を添そえ、グッと息を詰つめたあと、嚙かみつくように反論してきた。

「そんな無茶を許せるか……っ！　大体お前は、いつも勝手な行動をしすぎだ！」

「勝手な行動なんてしてないわ！」

「誘ゆう拐かい事件の時だって、悪魔の沼ぬまに向かっていくなど無む謀ぼうにも程ほどがある！　無茶ばかりして……お前は昔からそうだ！」

「あれは仕方ないでしょう！　それに昔からってなによ!?」

「家の鍵かぎをなくして窓から入ろうとして落ち、足を折ったことがあっただろう！　お前の母親に散々叱しかられたことを忘れたのか!?　それに俺があの時、どれほど……っ」

「それなら貴方だって、昔からなんでも一人で抱かかえ込こみすぎなのよ！　風か邪ぜをひいて具合悪いのに、誰にも言わずに倒たおれて心配かけたのは誰!?」

「お前の無む鉄てつ砲ぽうさと一緒にするな！」

「人にん参じんが嫌いでこっそり残していたくせに！　アランおじさまにチクるわよ！」

「いつの話だ!?」

「先に昔のことを持ち出したのは貴方じゃない！」

「この……っ、頑がん固こなのもいい加減にしろ！」

「貴方こそ石頭をどうにかしなさいよ！」

　どちらも一歩も譲らず舌ぜつ戦せんを繰り広げる。

　全力で言い合っているせいか、自然と私たちの距離は近くなり、整ったレイスの綺き麗れいな顔がよく見えた。お互たがいの瞳の中には今、互いの姿しか映っていない。

　──こうしてレイスと面と向かって、素で会話するのはいつ以来だろう。

　すれ違っていた長い年月、その間に積もっていた言葉たちが、一いつ斉せいに口から飛び出ているようだ。

　ああ、忘れていた。

　悪魔なんて関係なく、私と話すレイスの顔はこんなふうだった。こんなふうに、時に声を荒あららげることも、子ども染じみた一面を覗のぞかせることもある奴やつだった。

　そして私以上に、すごく強ごう情じようなのよね、レイス。

「それにっ、俺は、お前にひどい態度を取った。お前を傷つけたんだ。……そんな俺を、お前が命をかけて救う必要などないだろう」

　急に顔を俯うつむかせたかと思えば、レイスは葉は擦ずれの音にさえ負ける小さな声で、そんなことを呟つぶやいた。

　確かに、それで私が傷ついたことは事実だけど、もう今さらでしょう？　レイスは私がまだ、そのことを許していないとでも思っているのかしら？

　どこか少年らしさを残す低い声は、微かすかに震ふるえていた。

　長い前髪で覆おおわれた表情はわからないが、暴言を受けた私より、ぶつけたレイスの方がいまだに気にしているらしい。

　……というか、なんか段々、苛いら々いらしてきたのだけれど。

「今からでもお前は、教会に一人で戻れ。俺のことは忘れて……」

「あーもう、グダグダうるさい！」

「ぐっ……！」

　元々細い我が慢まんの糸が切れた私は、いつかのように拳こぶしを握り、腰こしを浮うかせてレイスの腹部に叩たたき込こんだ。

　前に比べれば手加減はした……つもり。

「そんなに気にしているなら、今一言謝あやまれば済む話よ！　それで私は許すし、引ひき摺ずるのも終わり！　時間がないのよ？　さぁ、さっさと謝って！」

「そんな簡単に……っ」

「簡単な話なの！　本当はきっとね！　だから謝って！」

「…………わ」

「わ？」

「……悪かった」

「声が小さい！」

「悪かった！」ともう一度叫さけぶように言ったレイスに、私は金茶の横髪をはらい「よし」と頷く。そして不意を狙ねらい、ぎゅっとレイスに正面から抱だき着ついた。

　男らしく鍛きたえられた肢し体たいを硬こう直ちよくさせ、咄とつ嗟さに離れようとする背に腕うでを回し、しっかりと騎士服を摑つかむ。

「……ねぇ、レイス。決別していた間も、私と再会してからも、あなたは私のために頑がん張ばってくれていた。苦しみながらも、ずっと私を守ってくれていた。そうでしょう？」

「そ、れは」

「それなら今度は、私がなんとかしてあげる。悪魔と死ぬなんて馬鹿げたことはさせないわ。貴方はもう、助けを求めてもいい。縋すがってもいい。『生きたい』と、そう願えばいい。私に言いなさい。貴方の願いは、私が全部叶かなえてあげる。だから……」

　レイスの肩かた口ぐちに顔を埋うずめ、私は瞳を閉じた。

　心臓の音が重なる感覚。伝わる体温は冷たくて、だけど彼の生ある鼓こ動どうは、確かにここにある。

　私がなにより恐ろしいことは、この音を失うこと。

　そしてまた、貴方に拒きよ絶ぜつされることなのよ、レイス。

「……だから、もう二度と噓でも私のこと、『大嫌い』だなんて言わないで」

　懇こん願がんの色を帯びた私の声は、自分でも驚おどろくほど弱々しく響ひびいた。間近でレイスが息を吞のむのがわかる。

　なんだかんだ、引き摺っていたのは私も同じようだ。

　あの悪夢の誕生日に聞いてしまった、レイスの『大嫌い』という言葉が、いまだに耳の奥に嫌いやな反はん響きようを残している。抜けない棘とげのように、思い出すとジクリと胸が痛むのだ。

　その言葉を、どうか塗ぬり替かえてほしい。

「私は、貴方に殺されるほど柔やわじゃないわ。私を信じて。……そして、お願いだから言って。本心では、私のことをどう思っているのか。ちゃんと、貴方の本当の言葉で」

「俺は……」

　顔を上げれば、至近距離で赤い瞳と視線が交わる。

　困こん惑わくと苦く悩のうで揺れる真しん紅くの眼差し。

　私への想いを認め、言葉にして口にしてしまえば、長年抑おさえてきた悪魔を放すことになるのだから、彼の葛かつ藤とうも当然だ。

　おそらくもうすぐ、悪魔は起きる。

　ここで私を突き放すか、私に『その言葉』を告げて、信じて託たくすかは彼次し第だい。

　もう一度だけ、私は促うながすように「レイス」と彼の名を呼んだ。

　暫しばしの逡しゆん巡じゆんのあと──レイスは、感情を露あらわにし顔を悲痛に歪ゆがめ、その腕で強く私を抱き返してきた。

「俺は……！　俺はっ、本当はお前をっ」

「ええ」

「スーリアを……スーを」




　──殺したいほど、愛している。




　耳元にかかる息と、掠かすれた必死な声こわ音ね。

　震える体を繕つくろう余よ裕ゆうもなく、レイスは私を力いっぱい抱だき締しめながら、縋るようにそう言った。

　彼の耐えて溜ため込んで、押おし潰つぶしてきた想いが、確しかと私に届いた瞬しゆん間かん。

　──フッと、辺りを流れる空気が変わった。

　極ごく々ごく小さな声で、レイスが「逃にげろ」と呟く。

　私は彼の腕から抜け出し、女王の宝剣を手にして距離を取った。

　立ち上がったレイスの双そう眸ぼうは陰かげりが差し、虚うつろな闇やみが広がっている。彼は慣れた動作で腰元の剣を抜いた。口元を歪め、冷然とした笑みを象かたどる様さまに肌はだが粟あわ立だつ。

　これは、レイスじゃない。

「やっと契約が果たされるな。お前は、大人しく命を差し出すか？」

　レイスの声で、彼の体と意識を完全に乗っ取った悪魔が楽しげに笑う。今が満月の夜ではなくて、心底よかったと思う。陽のもとで相対しているだけでも、その漂う禍まが々まがしさに怖おぞ気けが走る。

　私はふるりと首を振ふって、震える体を誤ご魔ま化かすように宝剣を構えた。

「悪魔に殺されるなんて御ご免めんだわ」

「そうか。それなら無理やり奪うばってしまおう。どうやって殺してほしい？　胸でも、腹でも、首でも。どこを裂いても血は溢れる。長らく抑えられてきたからな。こうして獲え物ものの矮わい小しような命をいたぶれるのはとても愉ゆ快かいだ。最さい期ごだけは、お前に選ばせてやろうか？」

「黙だまって。……これ以上、レイスの声で喋しやべらないで」

　土と草の感かん触しよくを足裏で確かめながら、ゆっくりと後退する。悪魔は表面化してきたばかりで、これではレイスの体から切り離すには不十分だ。

　もっともっと、私の命を囮に引きつけないと。

「奪えるものなら、奪ってみれば？」

　挑ちよう発はつ的に口角を上げれば、向けられた白はく刃じんが煌きらめいた。反射的に横に飛び退くが、白い衣い装しようのスカートがザックリと切きり裂さかれる。

　皮ひ膚ふは傷ついていない。手加減されている……というより、遊ばれている感じ。

　瞬またたく間まに接近してきた悪魔は、振り下ろした剣を滑らせ、もう一度私を狙う。それを今度は宝剣で受け止めた。

　普ふ通つうの剣では、私がレイスの剣けん戟げきを捌さばけるはずがない。

　だがそこは、精せい霊れい姫ひめだけが使える女王の宝剣。霊れい力りよくさえ流すことに成功すれば、絶対的な強度で剣の方が私を守るために、自然と手元を誘ゆう導どうしてくれる。宝剣の扱いなら、マリーナさんと散々特訓したのだから。

　ただ競せり合あいになれば、力では当然押し負ける。刃やいばが交わったらすぐに退ひく。躱かわして常に間を取るのが、女王との決め事だ。

『いいかい？　悪魔が目覚めたら、真っ向から相手取ってはいけないよ。私の授さずけたそなたへの加護は、わざと緩めておく。悪魔は性質上、じわじわと相手を追い詰めることを好む。それを逆手に取り、そなたは場を凌しのいで、悪魔が表に出るまで時間を稼かせぐことだけに努めなさい』

　……そう、女王は『戦うな』とおっしゃった。

　悪魔を捕らえられる、その絶好の機会が来るまで、私はただ『逃げる』だけ。

　まあ、それでも危険に変わりはないので、最後までウォルは私がこの作戦を実行することを嫌がっていたけど。水状の尻しつ尾ぽをブンブン振って「やだやだやだ、スーが危ないことするのやだー！」と泣いて喚わめくウォルを宥なだめるのは、結構大変だった。

　でも大だい丈じよう夫ぶよ、ウォル。

　私は、悪魔になんか命をくれてやる気は毛頭ない。

　絶対に私はこんなところで死なないし、もちろんレイスだって死なせはしないわ。

「強情だな。抵てい抗こうすれば、恐怖が長引くだけだというのに」

　銀色に光る切っ先を私に向けたまま、悪魔は嗤わらう。

　元々人並外れたレイスの美び貌ぼうに、酷こく薄はくな悪魔の笑みが乗ると、その美しさには寒気さえ覚える。

　吞まれそうになるのをこらえて、また振るわれる剣を避よけた。悪魔も焦じれてきたのか剣が速まる。避けきれず、太ふと股ももに赤い筋が生まれた。続け様に斬きりつけられ、精霊姫のドレスはもうボロボロだ。

　傷はどれもまだ浅いけど、襲おそう痛みは決して看過できない。

　足からも腕からも、じわりと血が肌を伝う感覚は生々しく不快だ。

　結ゆっていた長い髪は解ほどけて乱れ、髪飾かざりは生おい茂しげる草の上に落ちて、リィンと虚むなしい音を立てた。

　そんな私の無様な姿を見て、悪魔はレイスの顔で、口くちの端はをゆるりと優美につり上げる。

　赤い舌が妖あやしく覗き、唇が蠱こ惑わく的に弧こを描えがく。

　──その凄すごみに気け圧おされた。

　本能的な恐怖で、一歩下がった足は疲ひ労ろうも重なり縺もつれ、私はその場に尻しり餅もちをついて倒れてしまう。

「あっ……！」

　慌あわててすぐ立ち上がろうとするが、その前に悪魔が迫せまる。騎士服の白い裾を靡なびかせて放たれた悪魔の一いつ閃せんを、なんとか宝剣で受けるが、もう流せる霊力も底をついたようだ。

　カァン！　と甲かん高だかい音が響く。

　宝剣は弾はじかれ、泉の辺ほとりまでガラクタのように転がった。

「……さぁ、どんな死に方がいい？　やはり喉のどを裂くか。できるだけゆっくりと、血を抜いて体温を奪うのがいいな。その白い衣服を赤に染めてから、魂を頂こう」

　地に座り込む私を見下ろして、悪魔が私の喉元に剣を向ける。目前に居い座すわる無機質な刃の鋭するどさに、私の全身は迫る死への怯おびえで震えた。

　しかし剣先が喉に触れ、チリッと痛みを感じたところで、悪魔は眉まゆを寄せて額を押おさえた。

「くっ、ああ、忌いま々いましい。お前もこの男も、無む駄だな抵抗ばかりする……っ！」

「レイス……？」

　驚いて目を見開く。レイスの意識は、まだ悪魔に抗おうとしているのか。

　悪魔が煩わずらわしげに頭を振れば、黒い影のようなものがレイスの背後で揺れたのを、私は見み逃のがさなかった。

「……どうしたの？　私の喉を裂くのでしょう？　ひと思いにやればいいわ。もう悪わる足あ搔がきもしない。ずっと狙っていた獲物はここよ。さっさと殺して、私の魂とやらを奪っていきなさい」

　恐怖を押しやり、わざと急せかすように悪魔を煽あおる。

　虚きよ勢せいを張って勝気に笑ってみせれば、レイスの体から滲にじみ出始めていた黒い気が、一気に膨ふくれ上あがるのがわかった。

　──今だ。

　あとはすべてを託すため、私は祈いのるように女王を呼んだ。

　ふわりと、甘あまい花の香かおりが辺りに満ち、頰を羽のような風が掠める。

　見上げれば、音もなく現れた精霊女王は、宙に浮き優しげな笑みを湛たたえながら、そっと私の頭にその手を置いていた。

　艶つややかな唇が、「よくやった」と呟いた刹那──獣けものの咆ほう哮こうに似た叫びが響く。

　フッとレイスから黒々しい影が離れ、彼の体は糸が切れたように傾かたむいた。その肢体を地に倒れる前に受け止めたのは、まさに風の如ごとくどこからか現れたフェイ君だ。

　空中では黒い靄もやの集合体が、黄金の光の粒つぶに囲まれている。

　あれが……悪魔の本体？

「スー！」

　呆ぼう然ぜんと座り込んだまま、女王の力で拘こう束そくされている悪魔を見つめる私の胸むな元もとに、勢いよく小さな体がへばりつく。

「ウォル！」

「スー！　ボク、ボクね、本当はもっと早くスーのところに駆かけつけたかったの！　でもでも、ジョオウサマやフェイがダメだって！　ボク、本当にスーが悪魔に殺されちゃう気がして怖こわくて……っ」

「……ええ、心配かけてごめんなさい」

「スー、怪我してる！　でも生きている！　うう……スーのバカー！」

　尻尾と瞳から無数の水すい滴てきを飛ばし、ウォルはポカポカと短い前足で私の胸を叩いた。声を張り上げわんわんと泣いている。

　本気で私を案じてくれていたことが、痛いほどに伝わってきた。

「ありがとうね、ウォル」

　いまだ泣きやまないウォルをよしよしと撫でる。フェイ君は「ウォルは泣きすぎッスよ」と、呆あきれた調子で目を細めた。

　そこで私はハッと気付く。

　フェイ君の背に乗っていたはずの、レイスの姿がない。

　すぐさま視線を巡めぐらせれば、近くの大木の根元に彼らしき人ひと影かげを見つけた。

　無事、なのよね？

「レイス……っ！」

　私はウォルを抱えたまま、急いでレイスの傍に走り寄ろうとした。

　しかし不意に、頭上から鈍にぶい呻うめき声が響く。

　立ち止まって仰あおぎ見みれば、今だ女王と悪魔の攻こう防ぼうは続いていた。

「……やはり、悪魔という生き物は執しゆう念ねん深ぶかい」

「ぐっ、ううっ！　こんな、ところで……っ！」

　女王が手を翳かざせば、悪魔を縛しばる光の拘束が強まる。

　黒い靄は嗄かれた不快な声で、金色の光で編まれた鎖くさりから逃れようともがくが、女王は決して逃がさない。

　彼女の纏まとう圧あつ倒とう的てきな霊力が大気を揺らし、森全体の木々がざわめいた。

「──消えなさい。騎士に絡からみついていた、憐あわれな人の業ごうや怨えん嗟さの念ごと。これ以上、私の国に居座ることは許さないよ」

　女王が手を振ふり上あげれば、腕うで輪わについた小さな鐘かねが澄すんだ音を立てる。

　音は泉を渡り聖なる鐘と呼応し、増ぞう幅ふくされて枝から枝へ、重なり合う葉の間を駆かけ抜ぬけ、森全体にさざ波のように響き渡った。

　泉の水面みなもが震え。

　音は幾いく重えにも連なり。

　高らかに、悪魔を打うち払はらう浄じよう化かの鐘が鳴る。

　再び耳を塞ふさぎたくなる断だん末まつ魔まの叫びをあげた悪魔は、金の光と共に弾けて霧む散さんした。

　キラキラと森に降る、光の雨の中で──レイスを長く苦しめていた、醜しゆう悪あくな悪魔が滅ほろんでいく。

「……魂を……寄越せ！」

　しかし最期の最期まで、消え行くことを拒こばんだ黒い靄の一部が、私めがけてその魔ま手しゆを伸ばしてきた。
















　捕らえようとする女王の手を潜くぐり抜ぬけ、靄は矢のように私を狙って飛んでくる。

「危ない、スー！」

　ウォルが私を庇かばって腕から飛び出そうとしたが、それを押さえてウォルを抱き締め、固く目を閉じた。

　だけど悪魔の最期の悪足搔きは、私には指一本届かなかった。

「本当にっ、お前は無茶ばかりする……っ！」

「──レイス？」

　瞼を開けてすぐ、視界に飛び込んできたのは、騎士団の白い団服に包まれた広い背中だった。

　目の前には大きな影が、確と私を守るように佇たたずんでいる。

　レイスは私が手放した女王の宝剣を手にしていて、その剣で悪魔の残ざん骸がいを慣れた動作で切り裂いた。

　鋭い一閃が、眩まばゆい光を纏って靄を両断する。

　それはレイスが己おのれの手で、自身の中に巣くっていた悪魔と決着をつけた瞬間だった。私は瞬きも忘れて、悪魔の最期を見届ける。

　スッと振り払った剣先が、静かに地を向く頃ころ。

　──今度こそ悲鳴一つあげず、悪魔は完全に消しよう滅めつした。




「レイス……」

　惚ほうけたように名を呼ぶと、光の雨を背景に、彼はゆっくりと振り向いた。

　無意識に名を繰り返せば、レイスは戸と惑まどいを見せながらも応えるように、「スーリア」と私の名前を口にした。

　確かめるように、もう一度。

「レイス」

「……スーリア」

　目め尻じりを微かに緩めて。少し気まずそうに、だけど穏やかに、陰り一つない眼差しを私に向けて、レイスは私のことを呼んでくれた。

　その瞬間、私は自分の顔がくしゃりと歪むのがわかった。

　レイスも私も生きている。

　生きて、こうしてまた言葉を交かわせている。

　そう身に染みて感じると、忘れていた疲労が一気に押し寄せてきた。溢れた涙が頰を滑り、それを裂かれた袖で拭うこともできず、体は傾く。

　霊力もゼロに近い。本当は立っているのも限界だったのだ。

　重力に従い倒れていく私の胸元で、ウォルが「わわっ!?」と驚きの声をあげる。

「っ！　スー！」

　だけど地に伏ふす前に、レイスが私の体を受け止めてくれた。

　カランと、彼の手から投げ出された宝剣が土を叩く。

　そのままレイスは私を横抱きにして膝を折り、そっと顔を覗き込んできた。大事そうに、壊こわれ物ものを扱あつかうような仕草で触れられ、ほんのりむず痒がゆい。

「黒くろ頭あたま！　スーを放せー！」

　私の腕から転げ落ちたウォルが、いまだ『敵』と認にん識しき中のレイスに嚙みつこうとする。それをフェイ君が「どうどう」と諌いさめている。

　そんな二匹ひきのやり取りを、レイスの腕の中で微笑ましく見ていたら、バサッと私の肩になにかが留まった。羽が緑の葉になっているインコだ。インコが囀さえずると、私の手足の傷がほのかな光を帯びて、みるみるうちに癒いえていく。

　大地の精霊が持つという、癒いやしの力を使ってくれたのだろう。

　お礼を言うと、インコの姿の精霊はすりすりと、私の頰に体を擦すりつけた。他の精霊たちもいそいそ出てきたかと思えば、私にもふもふの毛を押しつけてきたり、舌でぺろっと舐なめたり……。

　な、なんだか懐なつかれてる？

「勝手に懐いちゃダメー！　スーの相棒はボクなの！」

「まあまあ、ウォル。精霊姫さんのことは、みんなが心配していたんスから。怪我も治ってよかったじゃないッスか。さあさあ、邪魔者は退散するッスよー」

　暴れるウォルの背中を咥くわえ、フェイ君はのそのそと木々の間に去っていく。いつの間にか女王も、他の精霊たちの姿も消えている。

　──降っては空中で溶ける、煌こう々こうと瞬く光の粒の中。

　息をするのは私とレイスだけ。

　まるで悪魔との戦いが始まる前の、二人きりの時間に戻ったみたいだ。ただ、私がレイスを膝枕していた時とは逆で、私がレイスに抱えられていることが、なんだか少し可笑しかった。

「……怪我は、もう痛まないか？」

　絞しぼり出だすような声で問いかけられ、私は「大丈夫よ」と答える。目の前で治っていくところを見ていたくせに、レイスの顔は晴れない。

　私を支える手も遠えん慮りよがちで、触れすぎないように気をつけている感じがする。まだ彼は、長い呪のろいから解放された実感が湧わかないのかもしれない。

「私に怪我をさせたからって、貴方が悔くいることはないのよ？　私は悪魔にやられただけで、レイスに剣を向けられた覚えは一つもないわ」

「だが……服や髪も……」

「このくらいなんともないわよ。覚悟はしていたし」

　気にかかるのはドレスの修復代くらいだ。精霊姫の衣装っていくらくらいするのかしら。ロア君の悲愴な顔が目に浮かぶ。

「レイス？」

　そこで、会話は再び途と切ぎれた。

　レイスは秀しゆう麗れいな眉を寄せて、なにかを言いい淀よどんでは唇を閉とざす。

　きっと私に伝えたいことはたくさんあるはずなのに、適当な言葉にならずに苦悩しているのだろう。

　私も同じだ。レイスといっぱい話がしたいのに、上う手まく感情が喉を通過しない。

　特に悪魔によって、本当の想いをずっと表に出せなかったレイスは、『言葉』を発することにどうしても躊ちゆう躇ちよするのかもしれない。

　金色の雨と共に、二人の間に沈ちん黙もくが積もる。私の金茶の髪を無言で梳く、彼の長い指先はぎこちなかった。

　そうやって、一体どれくらいの時間が経たっただろう。

　私はようやく、彼に伝えなくてはいけない、まだ伝えていなかったことを思い出した。

「……ねぇ、レイス。貴方は知っていた？」

「なにをだ……？」

「私ね──実は貴方が初はつ恋こいなの」

　虚きよを衝つかれたように、レイスが切れ長の瞳を見開く。

　私に被かぶさるレイスの背後では、青い空に光の粒りゆう子しが星ほし屑くずのように散り、鮮あざやかに輝かがやいていてとても綺麗だ。

　……そう。私はレイスから『殺したいほど愛している』なんて、かなり熱ねつ烈れつな告白を受けたわりに、自分の気持ちは彼に打ち明けていなかったのだ。

　その答えを今、返しておかないと。きっとレイスは幼い頃からの私の想いなんて、微み塵じんも知りはしないだろうから。

　私は重たい頭を動かして、彼の胸元に小さく頰を寄せた。

『悪魔騎士』なんて異名をつけられるほどに強くて、だけど強情で不器用で。

　自分の想いや命を犠ぎ牲せいにしても、最後まで私を守ろうとしちゃうくらい私が大好きな、愛しい幼おさな馴な染じみ。

「私の初恋は貴方よ、レイス。私はずっとずっと、貴方が好きだった。……そして馬鹿な私は、どうもまだ、その初恋を捨てられずにいるみたい」

「愛しているわ、レイス」、と。

　肌を撫でる風に乗せ、体中に巡る熱も気にしないよう努めて囁ささやけば、レイスはぐっと喉を鳴らして、今にも泣き出しそうな表情を浮かべた。

　そして一いつ拍ぱくの間まのあと──低く掠れた声で「俺もだ」、と。

　そう呟いたと思うと、彼は私の頰に指先を這わせた。悪魔など身の内に存在しない、人間らしい確かな温度が宿る指だ。胸元に刻まれた蝶ちようの印も、もう跡あと形かたもなく消えていることだろう。

　端整なレイスの顔が視界いっぱいに広がる。

　気付けば重なっていた唇は……どこまでも温かかった。




「俺も、お前を愛している、スーリア」

「……知っているわ」




「お互いに馬鹿よね」と笑えば、レイスは赤い瞳に私だけを映して、見み惚とれるほど綺麗に微笑んだあと、私を優しく抱き締めてくれた。
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　──聖せい鐘しようの森ですべてが終息したあと。

　私とレイスは女王のお力で、直接王都の教会へと送ってもらうことになった。

「どうかそなたら二人の未来に、幸さち多からんことを。数あま多たの精せい霊れいたちと、私はここで見守っているよ。またいつか会おう、レイス、スーリア」

　深々と頭を下げる私たちに、最後に女王はそう告げて微笑ほほえんだ。ウォルもフェイ君と再会の約束をしていたし、私も叶かなうならまた、女王とお会いできたらいいと思う。もちろん、その時はレイスも一いつ緒しよに。

　そして女王と精霊たちに見送られて、無事に教会に帰り着いたわけだが。

　案の定、私の悲ひ惨さんな姿を見たロア君には卒そつ倒とうされかけた。

「ど、どうしたのですか、スーリア様!?　聖鐘の森で一体なにが……っ！」

「え、えっとね、話すと色々あるのだけれど……」

「お怪け我がは！　お怪我はありませんか!?　どこか具合の悪いところは!?　すぐに医師を呼んでまいります……！」

「落ち着いてロア君！　怪我は精霊に治してもらったから大だい丈じよう夫ぶよ！　本当よ！」

「お着き替がえもしなくては……ああ、湯浴みの準備も！　とにかく安静に……！　あれもこれもすぐに用意致いたします！」

「あれもこれもどれもしなくていいのよ！」という私の静止は届かず、ロア君は鬼き気き迫せまる顔で教会内を奔ほん走そうしていた。

　レイスでさえ呆あつ気けに取られる取り乱しっぷりだった。

　そんな孫をたしなめる使徒長様の方は、レイスを一目見て、すべてを察したようだ。

「お主たちが揃そろって、こうして戻もどってきてくれたことに感謝じゃな」

　柔にゆう和わな顔立ちに、春の陽だまりのような笑えみを浮うかべる使徒長様は、どことなくアランおじさまを彷ほう彿ふつとさせて……なんだか私は早く、レイスとおじさまをちゃんと会わせてあげたくなった。領に私を迎むかえに来た時は、レイスはろくにおじさまと話せなかっただろうから。

　私だって、そろそろ自領が恋こいしい。親しんだ顔ぶれに会いたかった。

　実は私たちが精鐘の森に発たったすぐあとに、教会にアランおじさまとリンスから、私宛あての手紙が届いていたそうなのだ。手紙を開いてみると、どちらも私を案じる内容と、レイスのことが書かれていた。

　おじさまは、私とレイスが仲良くやっているかを心配して。

　リンスは、私がレイスにまた泣かされていないかを心配して。

　これで私がレイスと共に手を繫つないで帰りでもしたら、双そう方ほうからどんな反応が来るのか。些いささか不安もあるが楽しみだ。

　しかし早く帰りたくとも、役目さえ終えればただちに帰き還かんというわけにもいかない。
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　王都の教会に戻ってもう五日。

　私とレイスは今から王城に向かい、国王様より直々に労ねぎらいと褒ほう美びをいただくことになっている。そこでようやく、正式に私の精せい霊れい姫ひめとしての任も幕引きだ。

「ねえねえ、スー。ネギライってなにをされるの？」

「そうね……頑がん張ばったねって褒ほめられることかしら。あとご褒美も頂けるわ」

「ゴホウビ！　それは嬉うれしいね！」

　先に用意が整った私は、教会内の礼拝堂で、等とう間かん隔かくに並ぶ長なが椅い子すの一つに座すわり、ウォルと一緒にレイスを待っていた。中央の祭さい壇だんと、彩いろどり鮮あざやかなステンドグラスを眺ながめながら、ドレスのリボンをなんとはなしに弄いじる。

　国王様にお会いするため、私はボロ布と化した精霊姫の衣い装しようとは別のドレスを借りて身を改めている。

　グラデーションのかかった、深い青のシフォンドレス。胸に精せい緻ちなレースがあしらわれた肩かた出しタイプで、腰こし元もとに大きなリボンがついている。清せい楚そな趣おもむきの精霊姫の衣装とは違ちがい、華はなやかなこちらは貴族女性に流は行やりのデザインだそうだ。

　髪かみは下ろしたまま、大おお粒つぶのパールの髪留めを耳上に。同じくパールの耳みみ飾かざりにネックレス、銀の靴くつは踵かかとの高いものを合わせている。こっちに来てから高価なものばかり身につけすぎて、感覚がおかしくなりそうだわ。

「それにしても遅おそいわね……退たい屈くつだったら、ウォルはどこか遊びに行ってもいいのよ？」

「うーん、じゃあそうする！」

　使徒さんたちの邪じや魔まはしないようにねと付け加えれば、ウォルはよいお返事をしてパッと姿を消した。ウォルは社交性抜ばつ群ぐんなので、ここの精霊たちともすでに友達だ。遊び相手には困らないだろう。

　程ほどなくしてウォルと入いれ替かわるように、礼拝堂の扉とびらが開いてやっとレイスが現れた。

「すまない、待たせた」

「随ずい分ぶんと遅かったわね。なにかあったの？」

　私は立ち上がってレイスを出で迎むかえる。こちらは変わらず、特権騎き士し団だんの白の団服姿だったが、彼かれの瞳ひとみを写し取ったような赤のマントをつけていた。精霊女王への謁えつ見けんと、王城にあがる際ではまた決まりが違うのか、初めて見る格好だ。

　均整の取れた体を覆おおう長いマントが彼が動く度たびに翻ひるがえる姿は優美で、つい見入ってしまう。どんな装よそおいでも、端たん麗れいな容姿が引き立つのはズルい。

「ああ、使徒長と今後についての話をしていたのだが……その」

「どうかした？」

「ああ、いや」

　レイスは私をまじまじと凝ぎよう視ししたかと思えば、急に口元に手を当てて顔を逸そらした。何事かと首を傾かしげていると、強きよう烈れつな不意打ちを喰くらう。

「お前が、その、あまりにも綺き麗れいで驚おどろいた。……つい、見み惚とれてしまった」

「は」

　目が点になった。

　次いでカッと頰ほおが熱くなり、私が反射的に「お、お世辞は結構よ！」と突つっぱねれば、彼は真顔で「心からの本音だが」と返してくる。

「本当は再会した時にも言いたかったんだ。綺麗になったなと……ただ同時に、俺おれ以外の男が、お前に寄りついてくるのではないかとも不安になる」

「ないわよ、そんなこと！　それを言うなら、貴方あなたの方がカッコイイんだから、私の方が不安になって……って、なにを言わせるのよ！」

「スーは、俺をカッコイイと思ってくれているのか？」

　それは嬉しいなと、レイスは僅わずかに相そう好ごうを崩くずす。私はうっと言葉に詰つまった。

　……そう、この男。教会に戻ってきてからずっとこの調子で、悪あく魔まという枷かせがなくなったことで、とんだ天然タラシ野や郎ろうに華か麗れいなる転身を遂とげたのである。

　臆おく面めんもなく、私に甘あまい。ひたすら甘い。

　まだまだ不器用ながらも、できるだけ想おもいを表に出そうとしているようで、隙すきあらば素面しらふで口説き文句を投下してくるのだ。

「ああもうっ！　この話題はおしまい！　というか貴方、急に態度が柔やわらかくなったせいで、周りの使徒さんたちも困こん惑わくしているのよ！　少しは自重しなさい！」

「スーがそう言うなら、気をつける」

　この素す直なおさ。一周して厄やつ介かいだ。

「使者の方を待たせたらいけないわ。そろそろ移動しましょう」

　王城からの迎えは、教会の正面入り口に来るはずだ。私は冷めそうにない火ほ照てりを体に残しつつ、波打つドレスの裾すそを捌さばいて扉に進もうとする。

　だがその前に、スッとレイスが私に手を差し出した。

「スー、手を。……嫌いやでなければ」

「…………嫌だなんて言うと思う？」

　レイスの腰元に帯びた剣けんが、ステンドグラスの色しき彩さい豊かな光を浴びて輝かがやく。その眩まぶしさに目を細めて、私は剣を扱あつかう筋張った大きな手に、自分の手をそっと重ねた。




　礼拝堂から教会の正面に向かうには、中庭を通るのが一番の近道だ。

　すれ違った女性の使徒さんが、まだ使者の到とう着ちやく時間には早いと教えてくれたので、レイスと庭を散策しながら行くことにした。

　私がレイスに「のんびり行きましょうか」と問いかければ、彼は目め尻じりを緩ゆるめて頷うなずいた。その表情を目もく撃げきした女性の使徒さんは、顔を真っ赤にして逃にげるように去っていった。自重しろと言った傍そばからこれである。

「……念のために言っておくけど、浮うわ気きしないでよ？」

「？　するはずがないだろう？　俺はお前以外に興味はない」

　心底「なに言ってるんだ？」と不思議そうな顔をされたら、こちらは口をつぐむしかない。天然って恐おそろしい。

　中庭へと出ると、暖かな日差しに包まれた。

　空は青々と澄すみ渡わたり、白い雲は遠くを目指して流れている。

　精霊たちもいつもより活発に飛び回っており、微笑ましげに見ていると、レイスは足を止めて「どうした？」と私を振ふり返かえった。

「あそこの楽しそうな精霊たちが可愛かわいくて……」

　答えたあとに気付く。

　そういえば精霊水すい晶しようがもう手元にないレイスには、木の根元で眠ねむる黄緑色のリスも、青空を泳ぐ半はん透とう明めいの魚も見えていないのか。

　水晶の欠片かけらも使徒長様に返したので、彼の胸むな元もとに七色の輝きはない。

　ただその代わりに、レイスは精霊の宝箱に入れていた、あのリコラの花をモチーフにしたペンダントをさげてくれるようになった。チェーンを直して、昔のように常に身につけておくことにしたらしい。

　襟えりの中に隠かくされているが、今も赤い花が騎士服の中で咲さいているはずだ。

　私が縫ぬったリコラの手布も持ち歩いているとかで、贈おくった方としては嬉しいやら気き恥はずかしいやらである。

「俺にはもう精霊は見えないが、お前が楽しそうならいい」

「あなた、昔から精霊に興味があったでしょう？　また時間のある時にでも、私が見せてあげるわよ」

　そう提案すれば、レイスは昔のことを私が覚えていたことに、心なしか驚いているふうだった。むしろ私の方が、貴方も覚えていたのねという感じだ。

「きゃっ！」

　そこで不意に、強い風が私たちの間を吹ふき抜ぬけた。

　ドレスの裾や赤いマントがはためき、風にあおられ飛んできたピンクの花弁が、ひらっと私の頭に張りつく。

「スー、髪に触ふれてもいいか？」

　こくりと私が頷けば、レイスが前に立って、丁てい寧ねいに花弁を取ってくれた。花も同じものだし、まるで王都で精霊から歓かん迎げいを受けた時みたいだと思ったけど、あの時と違って、彼が触れてくれることにほんのりと喜びを感じる。

　レイスの手から飛び去った花弁が、風に乗って彼方かなたへと消えていく。名な残ごり惜おしそうに、彼の指が私の髪から離はなれていく。

　レイスの赤く燃える瞳と、視線がカチリと合った。

　なぜだか、彼は眉まゆを顰ひそめてとても難しい顔をしている。

「どうかした？　レイス」

「……ても、いいか」

「ん？」

「……もっとお前に触れたくなったのだが、これ以上触れてもいいか」

　最初は問われた意味がわからず、呆ほうけたように瞬まばたきを繰くり返かえしてしまった。

　遅おくれて理解し、私は噴き出す。

　──真しん剣けんな顔をして、なにを言い出すのかと思ったら。

　ただ羞しゆう恥ちに駆かられてしまうだけで、私が彼を拒きよ絶ぜつするはずがない。まったく、無意識にこっちを照れさせてくるくせに、変なとこで手て探さぐりなのよね。

「もちろんいいわよ。どうぞ？」

「……抱だき締しめても、大丈夫か」

「お好きなように」

「なんでもいちいち聞かなくていいのよ？」と、私は可お笑かしくなって笑う。一応周囲を確かく認にんしたが、誰だれもいないようなのでまあいいだろう。そこの精霊たちは、ちょっと目を瞑つぶっていてくれると助かるわ。

　腰こしに腕うでが回され、力強く引き寄せられる。硬かたい胸元に収められたかと思えば、存在を確かめるようにゆっくりと、背中に腕を回された。

　……そんなに不安にならなくても、私はレイスの前から消えたりしないんだけど。

　閉じ込めるように、私を抱く腕はどこまでも優やさしい。

　しんしんと降る慈じ雨うのように、彼の想いが私の胸中に、音もなく緩やかに降り積もる。

　私は白い団服に顔を埋うずめながら、じんわりと「ああ、幸せだなぁ」なんて、そんなことを思った。

　あの精霊の宝箱に纏まつわるジンクス──大切な物を入れておくと、精霊の祝福が得られて幸運が訪おとずれるという話は、そう作り話でもないらしい。

　あれ、でも待って。

　レイスの持つあの箱に入っていたのは、私があげた物だけど。箱の持ち主はレイスなわけで。

　私が幸せに……というより、レイスが幸せにならないといけないんじゃないかしら。

「ねえ、レイス」

「なんだ、スー？」

　顔を上げれば、レイスの黒髪が艶つややかに揺ゆれる。私を見つめるレイスの瞳は、リコラの花のように赤々と色付いていた。

「私は貴方と今、こうして共にいられて、とても幸せよ。貴方は？　レイスは今、幸せ？」

　問いかけたあとで、私は過去にもまったく同じ質問を、どこかでレイスにしたことがあった気がした。あれはいつのことだったかしら……？

　レイスも心当たりがあるのか、息を吞のんで驚いたように目を見開いている。

　ぐっと、私を抱く腕の力が強まった。

　湖面に張る氷の如ごとき怜れい悧りな美び貌ぼうに、確かな熱が宿る。

　そしてレイスは、胸が締めつけられるような切なさと、溢あふれんばかりの愛いとしさを綯ない交まぜにした表情で、私の耳元で小さく囁ささやいた──「やっと言える」、と。

「俺も、幸せだ。眩暈めまいがするほど。それはすべて、お前に出会えたからだ、スーリア」

　口角を上げて微笑んだレイスの顔が、あまりにも綺麗で、幸福そうで。

　間近で直視した私は、かつてないほど凄すさまじい速さで熱が全身を巡めぐり、一気に耳まで赤一色にされてしまった。

「ほ、本当に貴方は……私のことが大だい嫌きらいどころか、大好きよね」

「そうだな」

　ささやかな意い趣しゆ返がえしもサラリと受け止められた。

　愛しげに私の髪に指を通し、蕩とろけるような笑みを向けられたら、これ以上なにも言えない。今日ばかりは完敗だ。

　だけど悔くやしい！　と内心で唸うなっていたら、ポンッとウォルが唐とう突とつに現れる。

「見て、スー！　ロアにお菓か子しをもらって……ってあー！　黒くろ頭あたま、スーから離れろ！」

　クッキーの袋ふくろを抱かかえたウォルが、抱だき合あう私とレイスに声をあげる。私は急いでレイスから離れた。ウォルの存在を認にん識しきできていないレイスは、何事かと眉を寄せている。

「ご、ごめんなさい、ちょっとウォルが……」

「あの騒さわがしい水の精霊が？」

「ボク騒がしくないもん！　スー、やっぱりボクは、コイツと仲良くできないよ！」

　いまだにレイスを威い嚇かくしまくりのウォルは、真っ先にレイスに嚙かみついている。もうレイスの中に悪魔はいないし、警けい戒かいの必要はないはずなのだが、一度開いた溝みぞは深い。
















　アルルヴェール領に無事に帰れたら、おじさまやリンスへの事情説明の前に、『レイスとウォルの仲良し大作戦』でも計画した方がいいかしら。

「スー！　スーはボクのスーだからね！　黒頭にはあげないからね！」

「やはり見えないな……この辺にいるのか？」

　きゃんきゃん喚わめくウォルと、生き真ま面じ目めな顔でウォルを探すレイスの姿に、なんだか笑いが込み上げる。

「はいはい、そろそろ行くわよ。ウォルも、レイスも」

　私は弾はずんだ気分で、どうにかウォルを宥なだめ、レイスを促うながして共に歩み出した。




　ベールのような金の光が辺りを覆う中。

　賑にぎやかな声が、精霊たちの囁きと交じって溶とけ込こむ。

　それは穏おだやかで、とても幸せな光景だった。


Ｆｉｎ
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　はじめまして、編あみ乃の肌はだと申します。

　この度たびは本書をお手に取って頂き、心よりお礼申し上げます！




　本作は執しつ筆ぴつ中ちゆう、ものすごく苦労した思い出のある作品なので、このように素す敵てきな一冊の本にして頂き、とても感かん慨がい深ぶかいです。苦労の原因は主にレイスです……訳ありヒーロー難しかった……。

　作者の中では、ツンデレイス、デレイス、ヘタレイスと名付けて遊んでいたこともあるヒーローですが、根はとにかく一いち途ずな奴やつです。

　レイスに対して、ヒロインのスーリアは勝ち気な元気娘むすめで、ピュアでおバカなウォルと合わせて、書いていてずっと楽しかったです。彼かの女じよのキャラは、『ヒーローに泣きながら腹パンするヒロイン』で、大体すべて伝わるかと思います。

　全体的には、改かい稿こうしてＷＥＢ版よりすっきり読みやすく、ラストは糖度を上げてみました。甘あまくなあれ、甘くなあれ……と呪じゆ文もんを唱えながら仕上げたラスト、少しでも読者様に気に入ってもらえたら嬉うれしいです。




　また、ここでお礼を。イラスト担当のおの秋あき人ひと様には、それはもう私のイメージを遥はるかに通とおり越こした、美しいイラストを描かいて頂き……。サブキャラまで隙すきなく完かん璧ぺきで、ラフもすべて宝物です。

　担当様には一からご指導くださり、大変お世話になりました。私が迷めい走そうしていたとき、しっかり軌き道どう修正して頂きとっても助かりました！

　ビーズログ文庫編集部並びに関係者様、支えてくれた友人に家族、いつも相談に乗ってくれている作者仲間の皆みな様さま、常に感謝の言葉が尽つきません。




　そして最後に、本書をお読みくださった読者様。たくさんの素敵な物語の中から、選んで頂き大変光栄です。ドキドキやわくわくなど、キャラを通して伝えられたなら、作者としても書いてよかったなと思えます。

　本当に本当にありがとうございました！




　またどこかでお会いできますように。


編乃肌


















電子書籍特典　書き下ろし短編「スーとリンスのはじめての女子会」＆キャララフ







　ロットレア家の女子たるもの、強く、凛々しく、逞しく。

　そして殿方選びは慎重に。

　それが私の尊敬するお母様の教えだ。お母様は女ながらに商才に優れ、お父様を支えつつ家を守り、私やお兄様を育て上げた女傑なの。とっても素敵。

　お母様のようになるのが、私、リンス＝ロットレアの人生目標だ。だから私は、お母様の言い付けを常に念頭において行動している。『女の涙は安売りしない』、『物言いはハキハキと』、『背筋はどんなときでもちゃんと伸ばして』……あと、そうね。お母様はこうもおっしゃっていたわ。

『気の合う友人は、生涯大切にしなさい』──って。





※






「こんにちは、バレットさん」

「いらっしゃい、ロットレアさん。どうぞ上がって」

　チャイムを押してすぐに出てきたのは、私と同じ年頃の青い瞳の少女だ。彼女の案内で家の中に通され、四人掛けの食卓を前に座る。バレットさんは「お茶とお菓子を持ってくるから待っていて」と言い残し、長い金の髪を揺らして部屋を出ていった。

　誰もいなくなった空間で、きょろきょろと周囲を見回す。

　──私は今、縁あって知り合った、スーリア＝バレットさんのお家にお邪魔している。

　事の発端は一週間前。私がレイスさんに迫った日まで遡る。

　レイスさんというのは、ここらでは評判の美丈夫で、能力的にも申し分なさそうなところから、私の『未来の旦那様』の最有力候補だった。だけど私の見る目もまだまだみたいで、奴は女の子に暴言を吐く、とんだ最低野郎だったのだ。

　レイスさんに傷つけられたバレットさんを、成り行きで私が慰めた……というより、叱咤激励して、その時のお礼がしたいからと、ここに呼ばれたわけ。

　別にお礼なんていいのだけれどね。

　最低男は全女性の敵だもの。

「お待たせしてごめんなさい。こっちはアプリコットティーね。それとシフォンケーキを焼いてみたの。お口に合うかはわからないけど……」

「頂くわ。……あら、おいしい」

　出されたお茶もケーキも、上品な味わいでおいしかった。半分ほど堪能したところで、向かいに座るバレットさんが、少し気まずそうに口を開く。

「その、この前はありがとう。まさか私を追ってきて、あんなことを言ってくれるなんて驚いたわ。高そうなリボンもハンカチ代わりに貸してくれて……あ、リボンは洗ったから、後で返すわ」

「いいわよ、リボンくらい。それより、貴方の方はもう大丈夫なの？」

「……大丈夫、と聞かれたら大丈夫じゃないけど。少し泣いてすっきりしたかしら。一応、アイツに一矢報いておいたしね」

　バレットさんはカップを片手に、気丈に笑ってみせる。レイスさん相手に泣きながらも、しっかり一撃決めたところを見た時から思っていたけど、この子、けっこういい根性しているわね。あの腹パンもお見事だったし。

　ただ泣き寝入りしないところとか、すごく気が合いそうだわ。

「それならもう、あんな奴のことはさっさと忘れなさい！　ねえ、よかったら私が、別の素敵な男性を紹介してあげるわ。バレットさんはどんな人がタイプ？」

「えっ！　うーん、でも……しばらくは、そういうのはいいかしら」

「ダメよ！　古い恋を忘れるには新しい恋！　常識でしょ！」

「じょ、常識なの……？」

「試しに言ってみなさいよ！　やっぱり年下好きなの？」

「年齢にこだわっているわけじゃないけど！　可愛げがあって、一生懸命な人とかは好きかしら。そういうロットレアさんはどうなの？」

　ケーキの甘い香りと、カップから漂う温かい湯気に包まれて、きゃっきゃっと話に華を咲かせる。話題には事欠かなくて、些細なことでも盛り上がった。

　私に兄がいると言えば、バレットさんは羨ましいと呟く。

「お兄さんって頼りになりそうで素敵ね。私は一人っ子だし。孤児院の子たちの面倒は見ていたけど、一番上のお姉さんが私だったから」

「そうかしら？　私のお兄様は優しいけどちょっとヘタレよ。精霊が見える方が羨ましいわよ」

　バレットさんは精霊使いの才能があるとか。まだ能力は開花しきってはいないらしいけど、精霊とはどんなものかを教えてくれた。水色のキツネは見てみたいかも。

　レイスさんのことから始まり、好みのタイプ、お互いの家族のこと、精霊のこと……短い時間で、本当に色々と話し込んでしまったわ。

「じゃあ、ロットレアさんは……」

「待った。そろそろ名前で呼ばない？　ロットレアさんじゃなくて、リンスって呼んでよ」

　お茶のお代わりを頂いたところで、私がそう言い出せば、バレットさんは微かに青い瞳を見開いた。まさか断られたりしないわよね？

「……それなら私のことも名前で呼んで。親しい人は、スーって呼ぶの」

「スーリアだから、スーね。わかったわ。ねえ、スー。私たち、いいお友だちになれると思わない？」

「それは私も思ってた」

　顔を見合わせてふふっと笑い合う。

　その日はお土産にシフォンケーキを何切れかもらって、リボンを返してもらい、スーの家を後にした。それからも交流は続き、数カ月もすれば、すっかり親友と呼べる間柄になったわね。

　──気の合う友人は生涯大切に。

　お母様は本当にいいことをおっしゃるわ。

　あの日に返されたリボンは、私とスーの友情の証といったところかしら。いつかスーに、レイスさんなんて目じゃない最高のお相手ができて、とびっきり華やかな結婚式を挙げるとき。私はあのリボンをつけて、友人代表として出席しようと思っている。

「それまで、リボンは大切にしておかなきゃね」

　いつか来る未来が、今からとても楽しみだわ。
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編乃肌
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石川県出身。

なんでも好きな雑食系。

お部屋に物が溢れてきたので、そろそろ断捨離しないとまずそうです。
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